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　僕──月つき岡おか草そう一いちが、大学進学のため田舎いなかから、ここ仙台市へやってきてから五ヶ月。

（ふふふ）

　僕はキャンパスライフを謳おう歌かしていた。それは友達やサークル仲間と過ごす青春の日々……

　などではなく。

　一人で大学の図書館の半個室にこもり、人類の英知にふれること。

　古こ今こん東とう西ざいの書物──

　そして、ネットゲームだ。

　僕は背中を丸めて愛用のノートＰＣを凝ぎよう視し。そこには滑なめらかな３Ｄグラフィックが表示されている。

　ＷＣＯ──ワールドクロニクルオンライン。

　世界中にユーザーがいる、オンラインアクションＲＰＧだ。ジャンルを問わずいろんなゲームをしてきたけど、大学に入ってからこれにハマっている。

　画面には全ぜん身しん甲かつ冑ちゆうを着た屈くつ強きような男。

　僕が操作する『守護者ガーデイアン』のガウェインだ。

　その後ろには、杖と黒いローブを身につけた男がいる。『魔術師ウイザード』のサトシだ。会ったことはないけれど、高一の男子らしい。

　サトシがチャットに書き込んだ。

サトシ『ガウェイン、今日も頑張ろうっす』

　僕は以前、ＷＣＯをソロでプレイしていた。

　だがサトシが、外国人らしきユーザーに英語で話しかけられて困っていたところを、間に入って通訳し、助けた。

　それ以来サトシは、僕についてくるようになった。

　いまは二人でパーティを組み、僕が前衛兼指示役、サトシが後方で魔法を使う役割。

　二人の前には強大なモンスター──『エンシェントドラゴン』。こいつを倒すのが、僕たちパーティの今のクエスト。

　僕は指示を出す。

ガウェイン『サトシ、こいつは素早さが武器だ。まず土魔法で足場を悪くして、それを封じてくれ』

サトシ『了解っす』

　僕とサトシは息の合ったプレイをする。戦術がうまくハマり、エンシェントドラゴンのＨＰを削っていき……倒した。

（よしよし）

　ニヤリとしていると……

　突然、見知らぬチャラい男が僕のノートＰＣを覗のぞき込んできた。

（おわっ）

　いきなりパーソナルスペースへ侵入され、ビクッとした。

　男は髪を派手に染めており、和わ柄がらのシャツの下からは逞たくましい筋肉が浮かび上がっている。

　僕を薄笑いで見下ろし、タバコの匂いが混じる吐と息いきとともに、

「お前、大学の図書館でＰＣゲームやってんの？　暗っ」

「あっ、いや……」

　目をそらしながら、ぼそぼそと言う。普段全く喋しやべらないせいか、うまく声が出ない。

　チャラ男に後ろから、化け粧しようの濃い女が抱きついた。嘲あざけりの目を僕に向けて、

「ちょっと流りゆう星せい、かわいそうだしやめなよー」

「だってこいつ、ビビってるからさ～」

「「あはは！」」

　そして、僕へ見せつけるようにキスをする。腕を組んで、遠ざかっていく。

　呆あきれて、その後ろ姿を見送った。

（どこにでもいるなあ。ああいう風にマウント取るヤツ）

　高一の頃、同じクラスで野球部のレギュラーのヤツが、僕のひ弱さをしつこくバカにしてきた。

　僕は気持ちをうまく伝えるため、丁てい重ちように手紙をしたためて渡した。

『君のチームは、この間の大会で強豪私立に33－０で惨ざん敗ぱいした。僕にマウント取る暇があったら、練習したほうがお互いのためだよ』

　そしたら殴られた。どう考えても僕が正論なのに。

　ノートＰＣに目を戻すと、サトシの書き込みがあった。

サトシ『ガウェイン？』

　　　『回線が落ちちゃったっすか？』

ガウェイン『いや、大丈夫。すまない』

　　　　　『そういえばサトシ』

サトシ『はい』

ガウェイン『今日お前、夏休み明けのテストの結果を返される日だよな？　どうだった？』

　サトシは今年の春、高偏差値の高校に入学したが、全く勉強についていけなかった。

　五教科では国語以外すべて酷ひどかったが、特に英語が壊かい滅めつ的てき。

　それを聞いた僕は英語、ついでに他の教科も教えたのだ。

　今回のテストもまずかったら、留年も現実味を帯びてくるが──

サトシ『ばっちりでしたっ！　五教科全部、余裕で平均点超えです！』

ガウェイン『そうか』

サトシ『ガウェインも夏休みとかお忙しかったでしょうに。俺のためにすみません』

ガウェイン『気にするな』

　誰かに教えることは、僕の英語力のアップにも繋がる。

　いずれ、誰とも会わずに在宅でできる翻ほん訳やくのバイトをしたいと思っているので丁ちよう度どよかった。あくまで自分のためである。

サトシ『いや気にするっすよ。ほんと俺、感謝してるっす……』

　　　『あのですね、ガウェイン』

　すると急に、サトシのメッセージが止まった。

　二十秒ほど経って、僕が『どうした』と打とうとしたとき、

サトシ『エンシェントドラゴンから素材もゲットできたし、新しく武器作りに行きましょうっす』

（なんだ？）

　今、強引に話題を変えられたような。

　怪け訝げんに思っている間に、サトシはマップ上を駆けはじめた。





　　　　●






　サトシとのプレイを終えたあと。

　僕はノートＰＣをデイパックにしまい、クーラーの効きいた図書館から外へ出る。九月の残暑はまだ厳しく、蒸し暑い空気が身体を包む。

　ここ陸む奥つ大だい学がくは東北一の偏差値を誇る、名門国立大。

　講内には仲のよさそうな友人同士や、カップルがたくさん歩いている。　近くに立つサークル棟とうには、多くの学生が出入りしていた。

「あははははは」「あの教授の講義、つまんねーよなー」「東北芸大との合コンがさー……」

　まるで縁えん日にちのような賑やかさだ。

（高校までなら、僕みたいなボッチはクラスのイジメの標的となるけど──）

　だが大学では、それはない。

　そもそもクラスがないからだ。

　自分で選択した授業を受けるため、同学年のつながりが高校と比べると非常に薄い。

　なのでボッチは、誰からも気にされない、空気のような存在となるのだ……僕のように。

（なんて素晴らしい！）

　思えばクラスなんてものは、異常な場所だ。

　力や外がい見けんでカーストが決まるなんて、猿山にも等しい。

　偶然集まっただけの集団なのに、仲良くしたり空気を読むことが求められ、できないものは群れから排除される。僕のように。

　下らないルールから解き放たれたのだ。なんて幸せだろう。

　お気に入りの言葉を口ずさみながら、歩き出す。

「『犀さいの角つののように、ただ独り歩め』」

　サイは群れを作らず、ただ一頭で生きるという。僕の心境にぴったりだ。

　アパートに帰ったら、昨日漬けた煮卵を入れてラーメンを作ろう。美お味いしくできているか楽しみ。

　門へ向かう。右手に見えるグラウンドでは、野球部やラグビー部が野の太ぶとい声をあげて練習している。

　その喧けん噪そうを縫ぬうようにして。

　清らかに澄すんだ声が耳に『すっ』と入り込んできた。

「こんにちは。放送研究会二年の、高たか嶺みね遙はる花かです」

　反射的に立ち止まり、そちらを向く。

　グラウンドの一角に、マイクを持った女性がいた。艶つややかなポニーテールが風になびいている。
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　ピンと伸びた背筋。腰の位置が驚くほど高くて、そこから細いジーンズに包まれた長い脚が伸びている。九頭身近くありそうな、抜ばつ群ぐんのスタイルだ。

（高嶺先輩）

　僕と同じ高校の出身で、インターハイの百メートルで優勝したこともある女性。

　大学では放送研究会──放送研に所属し、昨年の学園祭では司会を務めたらしい。その美び貌ぼうから『陸奥大の女神』と呼ばれている。

　高嶺さんへ、男子がカメラを向けている。放送研は動画配信サイトに動画をアップロードしているので、その撮影だろうか。

　高嶺さんの後ろには、スポーツウェアを着た二十人ほどの男女がいる。

「今日私は、ラクロス部にお邪魔させていただきました」

　僕は魂を抜かれたように、彼女を見つめた。

　三年前──ある偶然から高嶺さんに手を引かれた日から、見かけるといつも心を奪われてしまう。

（でも）

　高校時代の高嶺さんは孤高で、リポーターをするようなタイプではなかった気がする。

　大学に入って変わったのだろうか──と思っていると。

　ふと、高嶺さんがこちらを見て、目が合った。

（っ！）

　頰ほおが、かあっと熱くなった。僕はうつむき、早足で歩き出す。

　そのときスマホが鳴った。サトシからのＲＩＮＥメッセージだ。僕は彼とＩＤを交換している。




『突然すみません。いままで黙ってましたけど』

『俺が通ってる高校って、宮城県の仙台学院高校。センパイが通ってる陸奥大学の近くなんす』




　驚いた。

　だがそれに続く言葉は、さらなる衝撃だった。




『今日、これから会いませんか？　オフ会ってヤツっす』





　　　　●






　サトシがオフ会の場所に提案したのは、陸奥大学から三駅ほど離れた場所にあるファミレスだった。

　僕が知っている店は、一人メシを楽しむ大衆食堂や蕎そ麦ば屋やなどばかり。誰かと会うには向いておらず、指定してくれたのはありがたい。

　地下鉄に揺られながら、考える。

（サトシと会う、か）

　ひとり至上主義者の僕だが……

　オフ会は初体験。しかもサトシはＷＣＯで何度も共に死線をくぐりぬけてきた仲間。興味がないといえば噓になる。

　目的の駅に到着。休日はよく一人で街ブラするが、この街には来たことがない。

　少し歩いてファミレスの入り口に到着したとき、サトシから再びＲＩＮＥが来た。

『先に入ってます。禁煙席の、窓側の一番奥にいるっす』

　ファミレスに入ると、女性店員さんが「いらっしゃいませ！　お一人様ですか！」と元気いっぱいに話しかけてくる。

　その光のオーラに圧倒されつつ、

「あの、待ち合わせで……」

　では中へどうぞ！　と言われたので、禁煙席側へ歩く。

　席はほとんど埋まっていて、カップルや家族連れで賑にぎわっていた。

（ええと、窓際の一番奥──）

　改めて、サトシがどんな人間か思い返してみる。

　彼とは以前、こういうチャットをした。

『妹に、私服がダサすぎるって怒られたっす』

『いやー、居間でＶＲのＡＶ見てたら、いきなり帰ってきた妹に見つかっちゃって、大げんかっす』

　これらのエピソードから、さえない男子高校生をイメージしていた。

　だが……




　全く正反対の、派手な女子高生がそこにいた。




　染められたセミロングの、ふわふわと柔らかそうな髪。

　首には赤いリボンタイ。ワイシャツは第二ボタンまではずしており、大きな胸が少し見えていた。だがだらしなさは全くなく、着き崩くずした感じがよく似合っている。耳にはピアスをしていた。

（……お、女の子??）

　スマホを見ながら前髪をいじっていた彼女が、顔をあげた。

　視線がぶつかる。

　長いまつげに彩いろどられた大きな瞳が、ジーッとこちらを見つめてくる。

　気け圧おされてしまい……思わず『たまたま目が合っただけですけど何か？』的な感じで通り過ぎてしまった。

　イメージとの、あまりの落差に混乱。

　このままトイレに飛び込んで、状況を整理しようと思ったとき──

　目の前に、女子高生が回り込んできた。

「もしかして、ガウェインさんですかっ？」

　少し鼻にかかった声とともに、まっすぐに僕を見つめてくる。身長は僕より低いだろうが、目線の高さは同じくらいだ。姿勢がいいのだろうか。

　目をそらして、何度もうなずく。

　少女が深々と頭を下げた。ふわりと舞う栗色の髪から、シャンプーと香水が入り交じったような、甘い香りがした。

「私がサトシです、初めまして！　いつもお世話になっています！」

（え、どういうこと？）

　狼ろう狽ばいしていると、僕の腕に彼女が両手でしがみついてきた。大きな胸が密着し、柄のついたブラと、ふかーい谷間が見えた。

　力なく引っ張られ、くずおれるように椅い子すに座る。

「何を召し上がりますか？」

　向かいに座った『サトシ』が、メニューを僕に正面が向くように見せてくれた。彼女も覗き込んでくるので、きれいな顔が超近い。ぜんぜんメニューに集中できない。
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（ギャル……とまではいかないけど、派手目な子だな）

　高校時代、こういう子はスクールカーストの最上位グループだった。僕みたいな陰キャラをよく馬鹿にしていたものだ。あいつら『キモい』しか語ご彙いがないのか。

　そういう過去から、当然イメージはよくない。

（もしかしたら……この子は美人局つつもたせで、僕はこの子の彼氏に後でボコボコにされるんじゃなかろうか？）

　周囲を見回して警戒していると、『サトシ』が不思議そうに見つめてくる。

　それから『サトシ』はベルを押し、店員さんにハキハキと注文した。

「『四種のチーズ入りドリア』をお願いしますっ」

　一方、僕はオレンジジュースを頼んだ。

　固形物をとらないのは、万一美人局に腹パンされたときに備えるためである。備えあれば憂うれいなしだ。この想定自体が憂いだな。

　店員さんが去ると、『サトシ』は大きな胸に手を当てて、

「改めて自己紹介をします。私がサトシ──本名は朝あさ日ひ奈な舞まいといいます」

　申し訳なさそうに、上目遣いで、

「実物見て、びっくりしましたよね。これにはちょっと事情がありまして」

『サトシ』──朝日奈さんは理由を説明してくれた。

　彼女は以前、ＷＣＯ以外のオンラインゲームをしていたらしい。

　だが女子高生だと公表したら、男プレイヤーが群むらがってきてイヤな思いをしたという。

「なのでＷＣＯでは、苦肉の策として男を装よそおったわけです」

「い、妹とのエピソード、よく教えてくれたけど……」

「その『妹』は私です。私にはサトシって兄がいまして、名前やエピソードを使わせてもらったんですよ」

　そういうことだったのか。

『演技うまかったなぁ』とか『びっくりしたよ』とか色々な感想が湧わいてくる。

　だが僕はボソボソと、これだけ言った。

「そう……なんだ」

　朝日奈さんは、肩すかしを食らったような顔。

　だがすぐニコッと微笑ほほえんで、話題を振ってくる。

「ガウェインの本名は、なんて仰おつしやるんですか？」

「月岡草一」

「へー。私が朝『日』奈、ガウェインが『月』岡。太陽と月で、いいコンビって感じですねっ」

「そう、だね……」

「あ……あはは……」

　彼女の笑い声がフェードアウトしていき……

　沈黙が訪れた。

　朝日奈さんは前髪をいじり、視線をさまよわせる。落ち着かない様子だ。

（気まずい時間を、過ごさせてしまってるな）

　せっかくのオフ会なのに、それは悲しい。

（何か話題を振らないと）

　必死に頭をひねる。

　そうだ。以前本で読んだ、この話をしてみよう。

「知ってる？　こういう飲食店の店員さんって」

「あ、はい！　なんですか？」

「お客さんが不快に思わないよう、ゴキブリが出たとき『太郎さん来ました』と言うんだよ」

「…………」

　そのとき店員さんがドリアと、オレンジジュースを持ってきた。

　朝日奈さんが、これ以上なく顔をしかめて、

「な、なんでファミレスでそんなことを……」

　内容もタイミングも、最悪極まりなかった。

　朝日奈さんがため息をついたあと、ドリアを食べ始める。猫舌なのか、何度もフーフーする姿が愛らしい。

　……それはいいが、会話がない。

　朝日奈さんが食器を鳴らす音。そして周りからの、楽しげな会話だけが聞こえてくる。

　しかも時折、僕たちのテーブルを見て、クスクス笑う客もいる。

（何か、変な所があるのか？）

　ガラス窓に映る自分たちを見る。

　そこには、ダサいシャツを着た頭ぼさぼさのブサメンと、光り輝くような美少女が映っていた。なるほど、変な所は僕か。

　十五分ほどして、朝日奈さんが食べ終えた。彼女は口を紙ナプキンで拭ふいたあと……

　僕を軽蔑するどころか、なぜか気遣うように、

「ガウェイン──いや、年上なのでセンパイって呼びますけど、大学生活、どうですか？」

「どう、って？」

「あの、たいへん失礼ですけど、お友達とか、います？」

　どうやら僕がコミュ障気味なので、心配になったらしい。

　僕は、こう呟つぶやいた。

「ずっと、一人で過ごしてるよ」

「それは寂さびしいですよね……私だったら耐えられません。友達大好きなので」

　僕はキョトンとしつつ、か細い声で、

「いや全然。なぜなら一人こそ至高。いわば僕は『ひとり至上主義者』なんだ」

　朝日奈さんは困こん惑わく気ぎ味みに、

「誰かといることは、楽しいですよ」

「楽しくないね。なぜなら僕は高一のとき、エグいほどイジメられていたし」

「そ、そういうヘビー級の話題、さらっと出さないでくれます？」

　朝日奈さんは口くち許もとをひきつらせたあと、心配そうに上目遣い。

「ちなみに、イジメ大丈夫でしたか？」

　うなずき、説明する。

「イジメの首謀者は、野球部のレギュラーだったんだけども……」

　そいつが率いるグループから、イジリという名の悪口、そして暴力を受けた。他のクラスメイトも、遠巻きに笑っていた。

　僕は高校に入るまで、親の仕事の関係で転校の繰り返しで、友達が一人もできなかった。ようやく腰を落ち着けたと思ったら、これである。

　僕は学校に行き続け、イジメの記録を録音やメモなどで集めた。

　そして一ヶ月後、証拠を首謀者につきつけ、逆に脅迫した。

『これを高こう野や連れんに送るぞ。間違いなく大会は出場停止だろうな。お前は野球部の先輩から、ボコボコにされるだろう』

　首謀者は顔がん面めん蒼そう白はくになった。

　その要領で、僕をイジメていたヤツ全員に逆ぎやく襲しゆうすると、高校生活は実に楽になった。周りから距離を置かれ、卒業までずっと一人になった。

「むろん修学旅行も、一人で京都を満まん喫きつした。行きたいところに行けて、とても楽しかったよ」

　朝日奈さんは感心半分、呆れ半分といった顔で、

「な、なんかすごい生いき様ざまですね。私は友達とワイワイするのが大好き……『いっしょ至上主義』とでも名付けましょうか。なので、そんなの耐えられません」

　テーブルに両手をついて、僕の目を覗き込んでくる。

「でもセンパイ。本当に、今までの人生で一度も、誰かと過ごして楽しかったことはなかったんですか？」

「もちろ……」

　あれ？

　三年前、高嶺さんと手を繋いで走ったこと。あれだけは楽しかったぞ。

　考え込む僕を見て、朝日奈さんが勢いづいた。

「あった顔です！」

「う、うーん……そのとおりだ」

　高嶺さんのことを考えると、胸があったかくなる。

（これって僕、高嶺さんが好きってことなのかな……）

　誰かに恋をした経験がないから、断言できない。

　だが恋愛とは、他人がいて初めて成り立つもの。僕が高嶺さんに恋をしているなら、『ひとり至上主義』と矛盾している。

　苦悩していると、朝日奈さんがたたみかけてきた。

「だから言ったでしょう。誰かといるの、楽しいですって。単なる食わず嫌いですよ」

　むっとして、反射的に言い返す。

「いや、『ひとり至上主義』」

「『いっしょ至上主義』！」

「「ぐぬぬ」」

　僕と朝日奈さんは、至近距離で睨にらみ合った。

　だが少しして……目をそらしてしまう。朝日奈さんが万ばん歳ざいし、胸がたゆんと揺れた。

「そらしました。センパイの負けー」

「違う。そらしたのは、君があまりにも可愛いから」

「あ、え」

　ぽつりと正直な感想を言うと、朝日奈さんが万歳したまま固まった。

（だが、考えてみると……）

　高嶺さんに抱く感情は、明らかに『ひとり至上主義』に反するものだ。

　この矛む盾じゆんを解決しなければ。

「君の言う『いっしょ至上主義』……それを確かめる価値はあるかもしれない」

「あ、やっぱり寂しいんですか？」

「違う。僕は共にＷＣＯをしてきた『サトシ』を信頼してるんだ。君が『楽しい』と言うなら、試す価値もあるだろう」

　大学生活は長い。

　現状、一人生活に全振りしているリソースを少し削って、新しい価値観に触れる。

　その上で『やっぱり誰かと一緒はつまらない』とわかれば、『ひとり至上主義』という僕の価値観の正しさが証明される。

　逆に、万一『いっしょ至上主義』の良さに気づけたなら、それは人生を豊かにすることになる。

　どっちに転んでも損はない。

　それを説明すると、朝日奈さんはゲンナリした顔で頰ほお杖づえをついた。

「め、めんどくさい思考回路ですね。じゃあ大学で友達作って、確かめてみたらどうです？」

　友達、か。

　高嶺さんを恋人にして確かめるよりは、よっぽどハードルが低い。

「よしやってみよう。だがひとつ問題がある」

　なんです、と細い首をかしげる朝日奈さん。

「僕は、生まれてから友達が一人もいたことがない。だから作り方がわからない」

「す、筋すじ金がね入いりですね……でもだったら余計に、友達作らないと『ひとり至上主義』の正しさが証明できません。彼女いたことない人が『女なんてくだらねえ』と言っても説得力ないでしょ？」

　確かにそうだ。

　ではどうやって、大学で友達を作ればいいのか、と考えていると……朝日奈さんが豊かな胸に手を当てた。

「よし！　私が友達の作り方をお教えしましょう。勉強を教えていただいたお礼れいです」

　派手な見た目のわりに、随ずい分ぶんと義理堅い子だ。

「君は友達作りうまいの？」

　朝日奈さんはスマホを僕に見せ、アルバムアプリを立ち上げた。

　画面には、首がだるんだるんのスウェットを着た少年が映っている。姿勢がだらしなく、目が死んでいて覇は気きがない。年齢は僕より少し下くらいだろうか。

「私の兄の、サトシです」

「ああ……居間でＶＲのＡＶを見ていたとき、君と遭遇したという……」

「お、思い出させないでください！」

　忌いまわしい記憶を振り払うように、朝日奈さんは頭かぶりを振って、

「兄は高二です。今年の春まではボッチで、休み時間はいつも、教室の隅すみで寝たふりしてるようなダメ人間でした──ですが」

　朝日奈さんが次の写真を表示させる。

『サトシ』は、別人のように髪も服装も垢あか抜ぬけていた。数人の男子や、可愛い女性と映っている写真もある。

「私の丁てい寧ねいな指導により、なんと今ではたくさんの友達や、カノジョもできましたっ」

「なんか、真研ゼミの漫画みたいだな……」

　朝日奈さんは苦笑した後、

「センパイって以前の兄に似てるから、少しほっとけないんですよね」

　遠回しに、ダメ人間呼ばわりされとるな。

　だが朝日奈さんは指導実績があるようだ。友達作りを教わるには恰かつ好こうの人材だろう。

「では、よろしく。僕に色々教えて」

「わかりました。これからセンパイに目標達成のための課題──いや、クエストを出していきますからね。覚悟してください」

　朝日奈さんは『覚悟』と言ったが、僕は少しわくわくした。

　誰かと過ごす面倒くささも、もちろんあるけど……

　クエストなんて、まるでＷＣＯみたいじゃないか。
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　朝日奈さんは、水で喉のどを潤うるおしたあと、

「大学で友達を作るには、センパイはある程度変わらなければいけないでしょう。基本の訓練が必要です」

「訓練……」

　確かに友達初心者の僕がいきなり作ろうとしても、うまくいかないかも。

「まず、これから言う三つを改善していきましょう。センパイと話していて、気付いたことですが──」

　人差し指を一本立てて、

「まず『声』。張りがなくてボソボソして、相手に悪い印象を与えます」

「……」

「『人間の印象の四割は、声で決まる』という説もあります」

　驚いた。それほどとは。

「まあ昔『人は見た目が九割』っていう大ヒット本があったらしいですから、一いち概がいには言えないですけど……」

「どっちだよ」

　僕のツッコミに「ふふっ」と朝日奈さんが目を細めた。

「では二つ目は？」

「それはですね──」

　そのとき。

　さっきまで笑っていた朝日奈さんが突然、能のう面めんのような無表情になった。

　なにか機嫌を損そこねるようなことでもしたのだろうか。

　不安になっていると、朝日奈さんが微笑して、

「これがセンパイに欠けているもの、二つ目──笑顔です。私が無表情になったとき、不安になったでしょう」

「うん。『何かまずいことしたのかな』って」

「その気持ちを、普段表情を変えないセンパイは、相手に味わわせてるんですよ。私も不安でした」

「……ぼ、僕はクールな人間だからね」

「自分でクールっていうのって、かっこよくないです」

　そりゃそうだ。

　恥ずかしくなって目をそらすと、朝日奈さんが豊かな胸の前で×を作った。

「はい、それ三つ目ー。センパイあまり相手の目を見ないですよね。話してるときに明後日の方向見られると、『この人、話聞いてるのかな』と相手を不安にさせちゃいます」

　ダメ出しの嵐である。

「まとめると、友達を作るためにまず目標にすべきは『声』『笑顔』『目を見る』の改善です。これから、この三つのトレーニングメニューを言いますから、メモしてください」

　僕はスマホにメモしながら、感心していた。

　朝日奈さんの指摘は明めい快かいだったし、なにより──

（目標達成のための原則は、大きな目標を立てつつ、それを達成するための細かい目標に分解することだ）

『友達を作る』が大きな目標なら、『三つの要素の改善』が小さな目標。

　小さな目標を、日々のトレーニングで改善するうちに『大きな目標』を達成するための地力がつく。

　僕はＷＣＯで難クエストに挑む前に、そこで必要なスキルを得るために易やさしいクエストをこなした。それと同じである。

「よし、やってみるよ。朝日奈さ──」

「舞ですよ」

「え？」

「これもクエストです。『私を名前で呼んでください』。友達ができたら、その人を名前で呼ぶかもしれないでしょう？」

　そういえば僕、誰かを名前で呼んだことないな。

　少し緊張しながら、声を詰まらせて、

「あの、ま、舞」

「ぎこちないですねー。一日百回、私の名前を呟いて練習してください」

　僕はうなずいた。

　そのあと会計を済ませて別れ、帰り道で「舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞……」と呟いていたら警官に職質された。

「人間の名前を呼ぶ練習です」と説明したら、デイパックを隅すみ々ずみまで検査された。違法薬物でも所持してると思われたのかも。

　練習の時と場所は選ぼう。
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　朝あさ日ひ奈なさん──舞まいと会った翌朝。

　僕は万まん年ねん床どこで目を覚ました。布団ふとんの周りには本やゲームソフトが山積みになっており、壁には本がぎっしりつまった棚。散らかり放題だが誰も来たことがないので、問題ない。

　陸む奥つ大だい学がくから徒歩五分のところにある、築三十年のアパートだ。

　朝食をとったあと、舞に教わったメニューをやってみる。

　対人関係の熟じゆく練れん度どを上げて友達を作り、僕の『ひとり至上主義』が本当に正しいのか確かめるのだ。

　まず『声の張り』の上達法だが、舞はこう言った。




『小説でも漫画でも何でもいいので、自分の好きな文を、一日二十分朗ろう読どくしてください。大きな声で、おなかに力を込めて』




　で、張り切って朗読を始めたが、隣の部屋から壁ドンされて驚いた。

　そりゃ近所迷惑だろう。申し訳ないことをした。

　僕はネットで、いい防音方法がないか調べた。

　結果、近所にある二十四時間営業のドン・キホーテへ行き、二千円で『防音マスク』を買った。これは口にラッパみたいなマスクをつけることで、音が漏れない物だ。マスクから伸びたイヤホンで声を聞くこともできるという。

　部屋に戻り、防音マスクをつけてお気に入りの詩を朗読してみる。

　イギリスの作家ヘンリの詩『インビクタス』だ。




「『私を覆おおう漆しつ黒こくの夜　鉄てつ格ごう子しに潜ひそむ奈な落らくの闇

　どんな神であれ感謝する　我が負けざる魂に

　無む残ざんな状況においてさえ　私はひるみも叫さけびもしなかった

　運命に打ちのめされ　血を流そうとも　決して頭は垂たれまい』」




　南アフリカ共和国・初の黒人大統領ネルソン・マンデラも、この詩を愛していたらしい。

　マンデラは人種隔離政策アパルトヘイトに反対したため、なんと二十七年間も投とう獄ごくされた。

　過酷な獄ごく中ちゆう生せい活かつでも、この詩を心の支えにして、ひたすら勉強を続けたという。




「『激しい怒りと涙の彼方には　恐ろしい死だけが迫る

　だが　長きにわたる脅しを受けてなお　私は何一つ恐れはしない

　門がいかに狭かろうと　いかなる罰に苦しめられようと

　私が我が運命の支配者　我が魂の指揮官なのだ』」




　この詩は僕にも、高校時代に勇気を与えてくれた。

　イジメられていたときに証拠集めをして、相手を逆に追い詰めるまで、これを読んで耐えたのだ。

『私が我が運命の支配者』である。遊び半分でイジメてくるヤツらに、僕の運命を支配されてたまるものかと。

　他にも僕は司し馬ば遼りよう太た郎ろうの本や漫画、ラノベなどを朗読した。

　次は『笑顔』のメニュー。舞はこう言った。




『〝思いっきり笑い、無表情に戻る〟。これを一分間繰り返すのを、一日二十セットやってください』




　表情筋の筋トレらしい。これを繰り返せば、自然と笑えるようになるんだとか。

　やってみる。

　一分くらい楽勝……と思っていたけれど、三十秒を過ぎたあたりで頰ほおがピクピクしてきた。意外とつらい。

　僕はこのトレーニングを、家や、大学のトイレなどでこなした。

『目を見る』については、毎晩アパートで、舞との『ＷＣＯ』で鍛える。

　今までのようにチャットではなく、スカイブでのテレビ電話を使ってプレイすることにしたのだ。

　その際に僕は『声の張り』『笑顔』にも留りゆう意い。

　ネット越しとはいえ、舞みたいな派手な美少女相手だと、やや緊張してしまう。

　だが毎日やると、さすがに少し慣れてくる。舞が話題を巧たくみに振ってくれるのも大きいけど。

『センパイ。こないだ討伐で手に入れた『てんめいの宝石』、ゲーム内で価格が上がってるみたいですよ』

「そうなんだ」

『売って武具買いません？』

「いいね」

　そんな風に過ごして、一週間ほど経った頃……

　舞は画面の中で長い脚を組み、プッキーを食べながら、

『ん～。まあ少しずつ、三つの要素が上達してきましたね』

　頭をかいて喜んでいると、舞がプッキーの先端をビシッと向けてきた。

『でもまだセンパイはＲＰＧで例えると、最初の街の周りでチマチマとレベル上げしてるだけです。まだ冒険に出てるとはいえません』

　まあ、そのとおりだ。

　あくまで目的は大学で友達を作り『ひとり至上主義』と『いっしょ至上主義』のどちらが楽しいのかをハッキリさせることである。

『冒険に出るにはレベル上げも大事ですが、装備を調えてステータスを底上げしなければいけません』

「装備っていうと……」

『服です！　ついでにそのモッサモサの髪も切ります。あと会話の訓練もしましょう。今までは私が話題を振ってましたけど、今度はセンパイにも振ってもらいます』

　それってつまり。

『私と店をめぐり、私や初対面の人と話すのが次のクエストです』

　美少女と二人きりで出かける。

（それって、デートみたいなもの？）

　ううむ、緊張してきたぞ。
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　そして土曜日。舞と出かける日。

　僕は朗読や笑顔のトレーニングをしたあと、悩んでいた。

　舞からは『できる限りかっこいい服装で来てください』と言われたが……

　僕の服は全て、高校時代に母さんが『草そう一いちも年頃なんだから私服くらい持ちなさい』と適当に買ってきたもの。

　くたびれ気味のパーカーを羽は織おり、ゆったりしたジーンズを穿はく。貧ひん弱じやくな体型がコンプレックスなので、服で隠す作戦だ。靴は、三年ほど履いているヨレたスニーカー。アパートに姿すがた見みなんてものはないが、見るまでもなくダサイだろう。

　髪はいつもどおりモッサリしているが、最低限、手につけた水道水で寝ね癖ぐせを直す。本当に最低限だな。

　地下鉄に乗り、待ち合わせ場所である仙台駅へやってきた。

　東口へ向かう。笹かまぼこや牛タンなど、仙台名物を売るブースを過ぎると、大きなステンドグラスがあった。地元の大名・伊だ達て政まさ宗むねが描かれている。

　ここは待ち合わせスポットとして有名だ。現に今も、若い男女が沢山いる。皆さんバッチリお洒落しやれされており、僕の浮きっぷりがハンパない。

（考えてみれば……）

　齢よわい十八にして、家族以外と休日に出かけるなど初めてだな。

　スマホで服について調べてみる。何事も予習は大事だ。

　メンズファッションのサイトを開く。ぶかっとしたシャツを着た男がドヤ顔を浮かべた写真が載のっており、こう解説されていた。

『ドロップショルダーが特徴なビッグシルエットのシャツで、トレンド感を演出。足元はあえて外はずしてみました』

（……わからん）

　ドロップショルダー？　トレンド感？　外し？　専門用語の嵐でくじけそうになる。

　とりあえず『外し』について調べてみた。

『外しとは、キチンとした格好の一部をあえて着崩したりすること。そうすることで街ナカになじめるようになります』

（うーん……要は、あまりキッチリしてると、とっつきにくい印象を与える。だからあえて弱点を作るってことか？）

　意味を考えていると、周りの空気が変わった。

　待ち合わせしている男女が、一斉に同じ方向を向く。僕もつられて見ると──

　こちらへ舞が歩いてきていた。まだ距離があるけど存在感がすごい。

　ショートパンツから『むちっ』と形容するのがぴったりな瑞みず々みずしい太ふと股ももが見える。履はいているのはブーツ。

　白いインナーの上に、クリーム色の裾すその長いコートを羽織っている。バッグとインナー、帽ぼう子しとコートがそれぞれ同系色だ。

　着こなしとかはわからないけど、すごくよく似合っている。それが舞の華はなやかさと相あいまって、オーラが尋じん常じようでない。「あの子モデル？」と周りが騒いでいる。

「おはようございますセンパイ」

「おはよう！」

　僕はとりあえず笑みを浮かべ、声を張った。朗読や笑顔の練習の成果を出す。

（ラノベでは、私服姿を褒ほめると、女の子が赤面して好感度が上がるけど……）

　僕にはそんな器用なことはできない。見とれてしまうだけだ。

　対して舞は堂々と腕組みし……僕の全身を頭から靴まで見た後、

「しっかしまあ、ＷＣＯで毎日見てますけど……今日もダッサいですね」

「ぐはっ。それはその……」

　覚えたての言葉を使ってみる。

「あえて外してるんだよ」

「全身外してどうするんですか？」

　そのとき、周りから「あの子、超可愛いけど、男の趣味は最悪だよねー」というヒソヒソ声が聞こえてきた。

　なるほど。僕という『外し』によって舞が街ナカになじんでいる。僕は絶望するけれど。

（いきなりディスられた。つらい）

　やはり一人が最高なのか──と思っていると、舞が突然眼がん前ぜんに現れて驚いた。後ろ手になり、見上げてきたのだ。

「でも『笑顔』とか、『目を見る』とかはできてるじゃないですか」

「え」

「前より声に『張り』もあります。朗読の効果出てますね。センパイ、すっごく進歩してますよ！」

　おお、努力の成果がでるのは嬉しいものだ。

　舞が人差し指を立てて、得意げに、

「ちなみに今のは『マイナス・プラス話わ法ほう』といいます。先にマイナスな情報を言ったあとにプラスのことを言うと、好印象を持たれやすいんですよ。頭の片かた隅すみに入れて置いてください」

　なるほど。確かに褒められたあとで『ダサイ』と言われたら、僕はヘコんだ気持ちを引きずっただろう。

　しかし。

「手玉にとられてる気がする……」

「実際とってますから、仕方ないですよ」

　舞が笑って、背中を叩いてきた。

　仙台駅の東口から外に出る。休日なので、たくさんの人が歩いている。

　舞が、僕を改めて見て、

「……初めて会ったときから思ってたけど、センパイすごい猫ねこ背ぜですね。姿勢も、大きく印象を左右する要素ですよ」

「そうか。直すためのメニューはない？　『声を張る』における『二十分朗読』みたいな」

　舞は顎あごに指を当て「センパイは座ることが多いから、あの方法が……」とブツブツ呟つぶやく。

　そして近くのベンチに座った。

　帽子を脱いで、何を思ったか──頭頂部の己の髪を握り、引っ張り上げる。

　通りすがりの人々が、不思議そうに舞を見た。だが彼女は全く気にしていないようで、

「やってみてください」

　舞の隣に座り、真似してみる。

「『空から背骨を引っ張られてる』とイメージしてください。そして、背骨と地面が、垂直になるようにします」

　……なるほど、背筋が伸びている。

「こういう姿勢になると、心が引き締まる感じがしませんか？」

「確かに」

「これからはパソコンするときも、椅い子すの高さなどを調整して猫背にならないようにしてください。姿勢が崩れたら、すぐにチェックする習慣もつけてくださいね」

　うなずこうとしたが、髪を握っていたのでできなかった。舞が吹き出した。

「くすくす……姿勢はとても大事です。気管が伸びて『声』が出やすくなるし、自信が湧わいてきて『笑顔』になりやすくなります。猫背では相手と『目を合わせる』とき上うわ目め遣づかいになってしまいます。姿勢は、三つの要素と繋がっています」

「そんな大事な『姿勢』について、何な故ぜこの間は言わなかったの？」

「『三の法則』ってご存じですか？　『人間は三つのことは記憶しやすいけれど、四以上だと多い』というものです。最初からあんまり多くのことを言っても、混乱するかもしれないと思って」

　僕のことを気遣ってくれたらしい。

　それに『三の法則』というのも、腑ふに落ちる部分がある。

「三だと記憶しやすいか……」

　舞が「なんですか？」と優しく問うてくる。僕の言葉を引き出そうとするように。

「童どう話わでも『三匹の子豚』とかある。それに桃太郎の仲間はイヌ、サル、キジだね。子どもが覚えやすいようにしているのかもしれない」

「そうそうっ！」

　舞は弾けるような笑顔で、

「今のセンパイの返し、すごくいいですよ。『相手が言ったことに、適切な例を出す』っていうのは『貴方が言ったことを理解していますよ』という証明です。これをされると、相手は嬉しいものです」

　なるほど覚えておこう。新しいスキルみたいなものだ。

　舞はバッグから手鏡を出し、乱れた髪を直した。

　僕の髪も同様に直し、おまけに襟えり元もとや袖そでも整えてくれる。ずいぶん面倒見のいい子だ。

「ではセンパイ、今日最初のクエストです。今日行く美容院──『ヴォヤージュ』まで先導してください」

「僕、その店知らないよ」

「大学で友達ができたら、どこかに出かけるでしょう？　行ったことのない場所に、友人を案内する機会もあります。そのためのクエストです」

　なるほど。舞の指示には全て明確な意味がある。

　僕はスマホのナビを立ち上げ、それを頼りに歩きはじめた。舞がついてくるが……

（これ、意外と緊張するな）

　僕はよく一人で街歩きする。道に迷うこともあるけれど、それはそれで新鮮な風景と出会えるため、わくわくするものだ。

　でも誰かを案内するなら、自分が道を間違えると、皆が迷うことになる。

　スマホを確認しながら歩いていると、舞が背中をつついてくる。

「何か話を振ってくださ～い。今日は会話の練習も兼ねてるんですから」

「あ、そうか」

　だが考えてみると……今までのＷＣＯでの会話も、話題はほとんど舞に振ってもらっていたのだ。

　自分から何を話せばいいのか、わからない。

「お困りのようですね。では会話の奥義を二つお教えします」

「おお、奥義っ」

「まず一つ目は──」

　大いに期待しながら、舞の言葉を待つ。




「『共通の話題によるキャッチボール』です」




「……なんか、普通じゃない？」

　舞が真っ赤になった。背伸びして、鼻がつくほどの距離まで顔を近づけてくる。

「ふ、普通こそが一番大事なんですよ！　現にセンパイ、ダメダメでしょ。私と最初にファミレスで会ったとき、ロクに受け答えできなかったし」

　まことにその通りなのだが、可愛い顔が近いので頭に入ってこない。
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「あげくの果てに、『ファミレスではゴキブリを太郎と呼ぶ』なんて、変なボールを投げてくるし。私あのとき、食べる直前だったんですよ。どう投げ返せと？」

　反省しつつ、舞に尋たずねた。

「わかった。『共通の話題によるキャッチボール』。じゃあもう一つは？」

「『角度をつける』ことです」

　今度はよくわからない。

「ただキャッチボールするだけだと、飽きてくるでしょう？　相手が少し取りづらいボールとか、バウンドを織おり交まぜるとかすると、キャッチボールに緩かん急きゆうが生まれます──それと同じように、会話の流れに沿そいながらも、少し意外な言葉を投げてみるんですよ」

　キャッチボールにずいぶん詳しい。野球好きなのだろうか。

「あ、そういえば──」

　舞がぽんと両手を叩いて、

「私、ガウェインのことが男性として好きだったんですよ」

「は!?」

　確かにこれは、意外なボールだ。

「ＷＣＯでの戦闘では頼りになるし、とても丁てい寧ねいに勉強を教えてくれたし」

　ということは先日、舞がオフ会を提案したのは。

（僕に──好きな人に会いたかったからか）

「ファミレスで会う前はすごくドキドキして、トイレやスマホの鏡アプリで何度も身だしなみを整えました」

　そういえば初めて見たとき、スマホを見ながら前髪をいじってたな。

　僕は、少し声をうわずらせて、

「で、実際に会ってみてどうだったの？」

　舞は舌をぺろっと出して、

「そこは、察してください」

　実物の僕を見て、幻滅したのかな？

「ちなみに今のが『角度』です。私が『ガウェインを好きだった』と聞いて、センパイ驚いたでしょ？　そこで会話に緩急が生まれた」

　自然な流れで実践してみせた舞に、感嘆する。

「ではセンパイ。今の二つを念頭に、話題を振ってください……あ、『共通の話題』っていっても、私といつもやってるＷＣＯの話題は禁止です。あくまで、大学で友達を作るための訓練ですからね」

　僕は歩きながら頭をひねる。

（共通の話題、か──）

　そうだ。僕たち二人の過去になら、共通する部分がある。あのとき思ったことを、話題にしよう。

「……僕の方こそ、舞を見たときはびっくりしたなぁ」

「え、どうしてですか？」

「いやその、僕が会ったこともないタイプの、すごい美人だし」

「い、いやぁ～」

　舞は頰に両手を当て、うつむいた。自画自賛はするが、人に言われると照れるらしい。

　ここで思い切って、強めに『角度』をつけてみよう。

「だからその、美人局つつもたせかと思った」

「……へ？」

　舞が大きな目をぱちくりさせる。こういう顔を見たのは初めてだ。

「美人局って──女性が囮おとりになって男を誘い、彼氏が『俺の女になにしてんだ』っていうアレですか？」

「そう。君と話したとたん、近くの席に隠れてる、君の彼氏に殴りかかられるんじゃないかと」

　舞が、くってかかってきた。

「そ、それちょっと酷ひどくないですか？　確かに私、誤解されそうな見た目してるって自覚はありますけど」

「ごめんごめん。でも君が美人局じゃないって、すぐわかったよ」

「ならよかった」

　もう一度『角度』をつけてみる。

「美人局だったら僕みたいな貧乏学生じゃなく、もっと金のありそうな人を狙うだろうし……」

「そっちですかっ」

　舞がそう言ったあと、目を丸くして、

「……今の、結構よかったですね。『共通の話題によるキャッチボール』も、『角度』もできてました」

「よしよし」

「ただちょっと失礼ですけどねっ」

　舞が微笑ほほえんで、かるく耳を引っ張ってくる。

　そんなことをしているうちに、美容室『ヴォヤージュ』へ到着した。とりあえず一つのクエストを達成だ。

　しかし。

（うぉ……）

　美容室の外観は木もく目め調ちようで、おしゃれなカフェみたいだ。いつも行く千円カットの店とは、あまりに違いすぎる。

　おそるおそる入ると、

「「「いらっしゃいませー！」」」

　キラキラした笑顔の店員が次々挨あい拶さつしてきて、僕の心しん胆たんを寒さむからしめる。

　舞が予約していてくれたらしく、すぐに席に座らされた。

　舞が、やたら美形な美容師に、髪型を細かく指示しはじめた。

「全体的に短くして、襟えり足あしは──」

「あのぅ舞、僕の意見は」

「サトにー……じゃない。センパイ、今日は私に任せてください」

　一瞬、僕を兄と間違えたようだ。

　しかし兄の『サトシ』のこと『サトにー』って呼んでるんだな。ちょっと可愛い。

　舞は指示を終え、待合室へ戻っていった。

（あとは、スマホで電子書籍でも読みながら終わるのを待とう）

　一人の時間にホッとしていると、舞からのＲＩＮＥがきた。




『クエスト：美容師さんに話題を振って、五分間会話してください』




　これも会話の練習か。

（この美形で明るそうな人と、共通の話題……うーん）

　美容院といえば、毛髪。毛髪といえば、こんな豆知識を本で読んだことがある。

「あのぅ」

「はい、なんでしょう」

「人じん毛もうって、かつて醬しよう油ゆに加工されてたって本当ですか？」

「え!?　いや、知りませんけど」

　ダメか。共通の話題にしても、人毛醬油はちょっと酷すぎた。

　戦後のモノ不足の時代には、人毛を原料に代用醬油が作られていたらしいのだが……

　美容師さんは笑顔を崩さずに、ハサミを動かしながら、

「すごい知識ですね。美容師として勉強になります。どこかの学生さんですか？」

　こちらを褒ほめつつ、巧たくみに話題を変えてくれる。

　陸奥大学に通っていることを言うと、

「陸奥大学！　すごいですねー」

　僕は謙けん遜そんして、

「いやぁ、頑張って勉強すれば誰でも受かりますよ」

「あー、私、陸奥大学落ちて、美容師の道に進んだんですよね」

（げっ）

　イヤミに聞こえたかもしれない。また失敗か。

「すみませ……」

「いえいえ、こうして好きな道に進めたのですから、落ちて結果的によかったと思っています」

　フォローしてくれた。優しい。

　その後、美容師さんは舞のことを話してくれた。彼女はここで『サロンモデル』をすることもあるらしい。カットして美容院のホームページに載る仕事だという。

　実際にスマホで、この美容院のホームページを見てみると、トップにでかでかと舞の画像があった。

（僕、けっこうすごい子と一緒にいるんだな）

　そう思いつつ、美容師さんの話術にも感嘆した。舞という共通の話題で、見事に盛り上げてくれたのだ。

　……人毛醬油なんて口走ったのが恥ずかしい。
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　そして四十分後。カットが終わり、美容師さんが声をかけてきた。

「お疲れさまでしたー。いかがですか？」

　僕はしぶしぶ鏡を見た。

　なるべく己の姿を見ないようにしてたのだ。ブサメンの悲しい性さがである。

　だが改めて自分を見てみると──

（ん？　んんん!?）

　結構かっこよくない？

　もっさりした感じが消え、すごく爽さわやかになっている。

「気に入っていただけましたか？」

　僕は何度もうなずく。

　この美容師さんが、ブサメンという不ふ治じの病やまいを治してくれた名医ゴツドハンドに思えてきた。握手したい気分だ。

（よく漫画であるじゃないか。地味な女の子が髪を切ったら、別人みたいに可愛くなるってのが）

　僕もそのタイプかもしれない。

　レジへ向かって意い気き揚よう々ようと歩く。待合所のソファで、舞が長い脚を組んで雑誌を読んでいた。

　僕に気付くと勢いよく立ち上がり、目を輝かせて──

「すごいっ!!　一気によくなりましたよ！」

「そうだろう」

「見た目の点数、五点から二十五点くらいに」

「……」

　まだ余裕で赤点。

　どうやら僕は、髪を切っただけで美青年になれる男ではなかったらしい。

「だ、だが、点数が五倍になっただけよしとしよう」

「そうですよ。これから服を買って、もっと点数を上げるんですから」

　僕は高い会計をすませ、店を出た。

　次の目的地へ、またスマホのナビを駆く使しして進んでいると、

「センパイ、さっきのクエストですけど、美容師さんにどんな話題を振りました？」

「じ、人毛醬油……」

　はぁ？　と呆あきれられた。まぁ無理もない。

　それから十分ほど歩いて、きれいなビルにたどりついた。

　仙台エヴァース。

　よくテレビＣＭを流している、県内では有名なファッションビルだ。

　僕の手を舞が握って、引っ張る。

「さあ次のクエストです。ここで服を買いましょう！」

（わわっ、手すべすべで、滅め茶ちや苦く茶ちや小さい……）

　女子と手を繋いだのなんて、三年前の高たか嶺みねさんと以来だ。心臓がバクバクする。

　中に入る。

　仙台エヴァースは一階～二階がウニクロやＣＵなどの低価格帯の店。三階以上がブランドもののフロアになっているようだ。

　まずエスカレーターで三階に行き、手近な店に入ってみた。

　なにげなくＴシャツを手に取る……タグを見て仰天した。

（高い！）

　七千円。

　Ｔシャツなのになんという価格。新作ゲームが買えるじゃないか。

「『新作ゲームが買える』って顔してますね」

　タグを覗のぞき込んできた舞に、図星をつかれる。

　Ｔシャツのデザインを見ても、高い理由がわからない。白地に、ブランド名のロゴがあるだけだ。デザイン以外の特長があるのだろうか。

「これ、ウニクロより丈夫だったりするの？」

「そんなことはないですよ」

　舞は値段の理由を説明してくれた。

「ウニクロが安い理由の一つが、同じ品を大量生産するからです。こういうブランドものは、少数生産だから高くなるんですよ」

「くっ。陸奥大生が、女子高生に経済論理を教えられるとは……年上としての立場がないよ」

「今日、ほとんど『年上の立場』なかったじゃないですか」

　納得してしまう自分が悲しい。

「勉強を教えてくれるときは、頼りがいあってカッコイイんですけどねー」

　さきほど教わったマイナス・プラス話法だ。それがわかってるのに喜んでしまうのが、ちょっと悔しい。

　やられっぱなしもシャクなので、こう言い返してみる。

「僕には『頼りがいがある』か……なるほどね」

「え、なんですか？」

「一度はそこに、君が惚ほれたくらいだからな」

「そ、それはガウェインへの話ですっ！　ガウェインの！」

　舞が頰を染めて言い返してきたとき、トートバッグから着信音がした。

「あ、すみません。ちょっと友達から電話です」

　舞はスマホを耳に当て、廊ろう下かへ出て行った。

　一人になった僕。手持ちぶさたにジャケットの値札を見ていると、足音が後ろから近づいてきた。

「どんな商品をお探しですか？」

　若い女性店員だ。いきなり声をかけられ、たじろいでしまう。

（いかんいかん。これもコミュニケーションの練習）

『声の張り』『笑顔』『目を見る』を一つずつ意識して相あい対たいする。ＲＰＧで、防御魔法かけまくってから戦うヤツみたいだな。

「あの、普段着られるものが欲しくて。あとは……」

　僕の拙つたない説明に「へぇ」「なるほどぉ～」などと、笑顔でハキハキ返してくれる。

「是ぜ非ひ、お客様にオススメの商品があるんです」

　そして店員さんが持ってきたのは、鮮やかすぎるほど紫色のジャケットだった。

（え、紫??）

　戸惑う僕に、店員さんは流れるようにセールストーク。

「これ今すごい売れてて、残り一着しかないんですよ。紫は今年のトレンドカラーと一部で言われてますし、着回しもききます。読モの峰みね岸ぎしトオル君も着てますし」

「へー。売れてる……残り一着しかない……」

「お客様にお似合いだと思います」

　素敵な笑顔。この店員さんが言うなら、検討してもいいのでは？

　それに結構会話したし、何も買わないのも申し訳な……

（いや待て！）

　こんな派手なジャケット買っても、普段着にはしたくないぞ。絶対無駄になる。

「すいません！　持ち合わせがありませんでした」

　逃げるように店から出る。

　そこに舞が立っていた。電話は終わったらしい。

　柔らかそうな髪を、耳の上に掻き上げながら、

「今のやりとり見てましたけど、あのショップの店員、在庫を消化するつもりでしたね」

「そうか」

「でもあの店員さん見ると好感持っちゃって、なんか『買わないと悪いな』という気分になりますよね。さすが接客のプロです。ああいう笑顔とか、見習った方がいいと思いますよ」

　世間には、手本とするべき人間が山ほどいる。それは一人だと気付けないことだな。

　しかしあの店員……ダサイ僕をナメて、在庫を売りつけようとは。ちょっと腹が立ってきた。

「おのれ……つうか『ショップの店員』ってなんだよ。ショップって『店』って意味だから、訳すと『店の店員』になるじゃないか。『山の山奥』みたいなもんだろ」

「はいはい、そーゆーのいいですから」

　舞が面倒そうに流して、僕の腕をひっぱってくる。ボ、ボディタッチ多いな。お兄さんがいるせいか、それともリア充だからか。

「まだセンパイは、このビルで一人にはできませんね。店員に食い物にされるおそれがあります。姿勢の悪さ、ダサめの服装などが、店員にナメられる要因ですよ」

　強い仲間なしでは魔物に瞬殺される、ザコプレイヤーみたいだ。

　ふだんは孤独を気取っていても、人の中で揉まれるとなかなかうまくいかないもんだな。
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　とりあえず、店を一ひと通とおり回ることにした。

「『この店の服、なんかいいな』と思うのがあったら、覚えておいてください」

　舞に言われた通り、そういう店をスマホでメモしておく。

　店員さんが話しかけてきたら、『笑顔』『声の張り』『目を見る』に留意しつつ応対する。猫背になってきたら、頭頂部の髪をつかんで直す。受験勉強と同様、訓練はコツコツやるのが大事だ。

　一通り店を見終わった後、舞にメモを見せてみる。

「じゃあこの三つの店の、どこかで買いましょうか」

「僕が選んだ店でいいの？　自信ないけど」

「直感は大事です。自分が『この服着てみたい』と思わないと、買っても楽しくないですからね」

　それから僕たちは、その中の『ヴィズマ』というブランドの店に入った。

「ここ、全体的に落ち着いた感じで、なんかいいな、と思った」

「なるほど──あ、あのパンツ、センパイにいいですね」

　なんで下着？　と思ったら、舞が指さしたのは、マネキンが穿いている黒いデニム生き地じのジーンズだった。ジーンズをパンツっていう風ふう潮ちよう、ややこしくない？

　だがこのジーンズ、もといパンツは……細い。身体に張り付くような感じだ。僕が穿いているブカブカのものとは随分違う。

「こういうの穿くと、僕の貧弱な足腰が丸わかりになって、ひ弱さが際きわだたないか？」

「センパイの体型は、確かにド貧弱ですけど」

「おい」

　僕が軽く突っ込むと、舞が白い歯を見せた、

「あはは、ごめんなさい──でも、手足が長くてモデル体型ともいえるんですよ」

（モ、モデル体型？）

　そんなの初めて言われたぞ。貧弱体型は高校時代にイジられたこともあり、コンプレックスなのに。

　納得しきれないでいると、男の店員さんが近づいてきた。

「お連れの方が言われた『モデル体型』というのは正しいと思いますよ」

　そう言った店員さんこそ、モデルみたいだった。

　身長は百八十半なかばくらい。かなり整った顔立ちに、安心感を与えるような柔らかい微笑み。

　スーツが似合っているけれど、履いているのは革靴でなくスニーカーだ。これが『外し』ってヤツか？　なるほど、革靴より親しみが持ちやすい気がする。

（あれ？　でも、この人どこかで見たような……）

　怪け訝げんに思っていると、店員さんが僕の脚を見て、

「いま穿かれてるゆったりしたパンツより」

　そして先程、舞が提示したマネキンを指さす。

「あれくらいの方が、お客様の美しいシルエットを活いかせていいと思います」

（美しい）

　自分の身体で、そんなこと言われたの初めてだ。

　僕は頰を染めて、もじもじした。

「そ、そこまで言うんだったら……試着しちゃおっかな」

　純朴な女の子が、おだてられて水着グラビアを撮られるときって、こんな感じかもしれない。




　試着室に入ってジーンズを脱ぎ、店のものを穿いてみる。

　そして、鏡に映った自分を見てみた。

「お……」

　さっきまで穿いていたジーンズは、今考えるとだらしない感じだった。

　でも今はシュッとしてて、足が長くも見える。驚いた。パンツ一つでこんなに違って見えるのか。

　期待半分、不安半分でカーテンを開けてみる。

「「いいですね！」」

　舞と店員さんの、異い口く同どう音おんの賛さん辞じ。

　舞がしゃがんで、パンツの裾すそを伸ばしながら、

「私の予想通り綺麗なシルエットですね。しかも黒なら、他の服とも合わせやすい！　さあレジへ！」

「君は店員か」

　そう返すと二人が笑う。僕も嬉しくなる……なるほど。笑顔って、会話相手を気持ちよくするものなんだな。

　店員さんは外国人のように肩をすくめて、

「私の言いたいこと、お連れ様に全て言われてしまいましたね。でも本当にお似合いですよ」

「ですよねー！　じゃあ店員さん。次は上着を見み繕つくろいましょう」

「喜んで」

　そして舞は店員さんとともに、シャツやジャケットを手に取って議論したり、僕の背中に服を当てたりする。

　……その真剣な姿に、少し見とれてしまった。
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「ありがとうございました」

『ヴィズマ』のイケメン店員さんが、廊下へ出て僕たちを送り出してくれた。

　初めて体験したが、こういうお洒落な店では、買った客をこうして見送ってくれるらしい。不思議なシステムだ。

　いま身にまとうのは先程試着したパンツと、舞が選んだジャケット。購入した際さい、店で値札を外してもらった。着てきた服は袋の中に入れてある。

　値段は合計一万八千円。パンツとジャケットを選ぶのに、一時間を要した。

「買い物って、結構大変だね」

「何を甘いことを。まだまだこのエヴァース内で、買い物しますよ」

「え、さっき一万八千円も使ったのに？」

「高校では、私服で出かけるのは休日くらいしかないですから、少ない服でも誤ご魔ま化かしがききますけど……毎日私服で過ごす大学は、ある程度の服を持ってローテーション組まないと、きついです」

「なるほど～」

「って、なんで女子高生である私が教えてるんですかっ」

　舞が、軽く肩をぶつけてきた。

「でも僕、もうお金がそんなに」

「大丈夫。これから行くのはウニクロやＣＵです」

「え、ウニクロ？」

　今日着てきた服も、実はウニクロだ。それなのに？

　舞が指を一本立てて、

「最近のファストファッションを嘗なめてはいけません。安くて高品質です──今日着てきたヤツは、どうせ試着も吟ぎん味みもせずに買ったんでしょう？」

「そりゃ、母さんが買ってきたからね」

「はぁ!?　信じられない！」

　舞が額ひたいに手を当てて、ガックリとうなだれた。

「私、こんな人を好きだったなんてぇ……」

「時が癒いやすよ」

　僕は適当に慰なぐさめつつ、

「じゃあウニクロでもいいなら、なんでブランドショップを色々回ったの？」

「最初から、スタンダードなものがメインのウニクロに行ったらセンパイの好みがわからないじゃないですか。センパイは色々見た上で、『ヴィズマ』をいいなと思い、その服を買った。その服に系統が似たものや、合わせやすいものをウニクロで色々買うんですよ。それらを組み合わせて、ローテーションを回すんです」
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　立て板に水の説明に、僕はうなずくしかない。
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　その後、ウニクロで着回しのできるパンツやアウター、シャツなどを買った。合わせるとかなりの出費。ついでに靴も買ったので、財布には大ダメージである。

　だが舞は「だいぶ陣じん容ようが整ってきましたね」と満足げだ。一つ一つのアイテムを、まるで自分が買うみたいに悩んで、選んでくれた。感謝しかない。

　二人でエヴァースから出る。向かいにツーティワンがあったので、今日のお礼にアイスをおごることにした。

　店内の椅子に、向かい合わせに座る。

「すみません、おごってもらっちゃって」

　彼女はアイスを食べながら、イタズラっぽく微笑み、

「センパイなら『買い物終わったら、一刻も早く帰って一人になりたい』とでも言うかと思いました」

「それも考えたが、一日付き合ってもらったしお礼するのが礼儀だろうと」

「考えたんですね……」

　舞が嘆たん息そくしたあと、

「でも私、今日行った美容院にお客さんを紹介したから、次回の料金が三千円引きになるんですよ……だからお礼は、それで充分だったんですけど」

「おごられる前に言いなよ」

　舞がころころと笑った。

（……あ、今、舞は『角度をつけて投げ返す』をやったんだ）

　なるほど、会話が弾はずむものなんだな。

「でもこれで」

　舞が唇くちびるについたアイスを嘗めとる。いちいち色っぽい。

「『笑顔』『目を見る』『声を張る』が、トレーニングで改善されています。

　姿勢については、これからも意識してください。

　髪や服も整えました。

　コミュニケーションは今日、二つのコツを教えましたね」

　ＲＰＧで例えれば装備を整え、初心者スキルを覚えたってところか。スキルの熟練度はまだまだ低いけど。

「さぁ、そろそろ大学で友達を作りましょう。センパイの『ひとり至上主義』が正しいのか、私の『いっしょ至上主義』が正しいのか、検証するときです」

「具体的に、どう作ろう？　今はもう九月で、人間関係が固まってるからね」

　舞は後頭部に両手をやり「うーん」と天井を見上げた。そんな風にすると、胸元のボタンが両側から引っ張られて、ブラがちょっと見えるんですけども……

「『大学で一人でいる人』にターゲットを絞って、話しかけるのはどうですか？　そういう人って『誰かに話しかけてもらいたい』って思ってるかもしれませんよ」

「そうかな」

「センパイが特殊なんですよぅ」

　舞が拗すねたように言う。

「それだと大学内で、一人でベンチに座ってる人とか？」

「いえ、それだと誰かと待ち合わせしてる可能性もありますし……」

　頭をひねったあと、僕は言った。

「講義かな」

　思い返してみれば……僕が受けているいくつかの講義で、ボッチの人は何人かいた。彼らが『誰かに話しかけてもらいたい』と思っているなら、友達になりやすいかもしれない。

「うん、いいですね。大学で誰だれ彼かれかまわず話しかけるよりは、よほどハードルが低そうです」

　舞は人差し指を立てて、

「では明後日の月曜日から、大学の講義が始まる直前、一日一人に話しかけてください」

「いつまで？」

「友達ができるまで、ずっとです」

　そういう風にノルマを決めると、不安と緊張感が出てくる。

　だが今日得た装備や、練習してきたスキルが、目標達成にどう役立つのか楽しみでもある。

　旅立つ冒険者の気分だな。
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　月曜の朝。

　朝食を食べた後、日課の笑顔トレーニングや、防音マスクをつけて二十分間朗ろう読どくをする。

　続いて僕はブランドショップ『ヴィズマ』で買った服をまとう。

　頭頂部の髪を引っ張って、姿勢のチェックをしてから大学へ向かった。

（おお）

　背筋が伸びているからか、景色が違って見える。それにお洒落しやれして出かけるのって気分がいいな。新たな発見。

（まあ友達いないから、僕の変化に誰も気付かないんだけど）

　午前の講義が終わり、昼休みになった。

　僕はこの時間いつも、校こう舎しやと校舎の間にある、人気のない場所で昼食をとる。

　静かな場所で動画配信サイトを見ながら、自分で作った豚の角煮入りの弁当をとる。なかなか幸せなものである。

　食べ終えて『満面の笑みになって、無表情になる』メニューをこなしていると……

　向こう側から女性がやってきた。

　人気のない場所で満面の笑みをする僕と、目が合う。

　女性はビクッとなり、駆け足で引き返していく。『刺される』とでも思ったのかもしれない。

　そして五時限目、『現代文学』の講義前の休み時間。

　階段教室に入る。

　隅すみに、この講義でいつも一人でいる男がいた。

『友達を作るため、一日一人話しかける』──そのターゲットとして、彼に狙いを定め、隣に腰を下ろす。

　ターゲットは怪け訝げんそうな顔で、僕を見てくる。

　笑顔を返しながら『共通の話題』を探した。

『現代文学の講義を受けてるってことは本が好き？　どの作家が好き？』

　こう言おうとしたが……緊張のせいか声が出ない。

　結果的に僕は、いきなり隣に座って笑顔で見つめる、かなり怖いヤツになってしまった。

　ターゲットは不気味そうに、席を変える。

（つうかそもそも『共通の話題』以前に、挨あい拶さつだろ）

　反省しつつ、翌日──

　階段教室で、一人でいた別のターゲットに「こんにちは」と話しかけた。

　だがよく見ると相手はイヤホンをしていた。音楽を聴いていたらしい。

　僕に気付いてイヤホンを外し「なに？」と聞いてきた。

　挨拶しなおすと、相手も挨拶を返してきて再びイヤホンをつけた。明確な拒絶のサインだった。

　……その翌日も失敗し、三連敗。

　講義が終わったあと、制服姿の舞まいと、大学の近くの公園で合流してベンチに座る。

　友達作り三連敗について話すと、舞は僕を見つめてきて、

「残念でしたね」

「そうだね」

「でも、一日一人の目標は達成してるじゃないですか。今だってセンパイ、背筋伸ばしてます。声の張りとかも、二人で出かけたときより更によくなっています。間違いなく成長してるんですよ」

　言葉を尽くし、一生懸命に慰なぐさめてくれる。

「相手に与える印象はよくなってます。間違いなく友達を作れる確率は上がってます。だから元気を──」

　僕は微笑した。

「ありがとう。でも別に落ちこんでないよ」

「へ？」

「失敗すると、改善点が見つかるだろ。それを直していくのが面白いんだ」

　一人目の反省……挨拶をしなかったこと。

　二人目の反省……相手がイヤホンをしてるか確かめなかったこと。

「改善して何度も挑戦できる。まるで死に覚えゲーみたいじゃないか」

　舞は呆あきれたように空を見上げた。栗くり色いろの髪が、夕日にキラキラ輝く。

「はぁ、センパイって、陰キャラなのに前向きですね。もっと落ちこんでると思ってました」

「ぼくは『ひとり至上主義』を掲げているんだよ。一人なのに後ろ向きだったら、どんどんドツボにハマっちゃうだろ」

　今日だって、舞のような可愛い子と一緒にいるのに、初対面のときほど緊張していない。

『女慣れ』というステータスがあるなら、間違いなく成長している。レベル上げみたいで楽しい。

「ただ、自分では気付かない改善点もあるかもしれない。それは一人でいる弱点かもしれないね」

　舞は制服のポケットに両手をつっこみ、何かを考えている様子。

「センパイ、明日はいつ話しかけるんですか？」

「ん？　六時限目の『日本史』の講義の前にやるつもりだけど」

「その講義は、どこの教室で？」

　なぜそんなことを聞くのか尋たずねても、はぐらかされるばかりだった。
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　翌日。五時限目が終わった。

　僕は六時限目の『日本史』が行われる階段教室に向かう。

　一度、一番後ろの席に陣取る。ターゲットがどこに座ろうとも捕ほ捉そくできるようにするためだ。その間にも腕で口くち許もとを隠して、笑顔を作るトレーニングをする。

　学生たちが次々に入ってきた。

　そして──今日のターゲットの男子が一人で入ってきて、前から三列目に腰を下ろした。熱心な様子で、赤いノートに書き込みをしている。

（行こう）

　立ち上がり、階段を下りて近づいていく。

　すると聞き覚えがある声がした。

「がんばって」

（え？）

　僕は、それが気になってしまい……

　段差で足を踏み外した。

　視界が回転し、全身に痛みが次々と走る。気付くと階段教室の一番下まで落ちていた。

（いたた）

　すごい音がしたためか、教室中の学生が注目してくる。僕を笑う声も聞こえる。

　高校時代の、イジメられる僕を見て笑っていたヤツらを思い出す。

　立ち上がろうとしたとき──




「人が痛がっているのに、何がおかしいんだい？」




　突如響いたハスキーボイスで、笑いが止まった。

　その声の主は、ターゲットの男子。

　椅い子すから立ち上がり、笑ったヤツらに鋭い目を向けていた。

　非常に顔立ちが整っている。『イケメン』というより『可愛い』という感じ。身長は百六十センチくらいだろうか。だぼっとしたパーカーを着て、ジョガーパンツを穿はいている。

　僕のもとに駆けより、気遣いに満ちた瞳で、見下ろしてきて、

「大丈夫かい？　医務室へ連れていこうか？」

「そこまで酷ひどくないよ」

「良かった……」

　心からホッとしたように笑う。

　続いて小さな手を伸ばしてきて、立ち上がらせてくれた。そして僕の全身を見て、怪け我ががないか確認してくる。

　……彼のことが、一気に好きになってしまった。

（考えてみれば）

　僕の『ひとり至上主義』と、舞の『いっしょ至上主義』。

　そのどちらが楽しいのか検証するため友達を作るなんて、傲ごう慢まんな話だ。

　そんなことどうでもいいから、彼と話してみたくなった。

「あまり動いたら良くないかも。ボクの隣に座りなよ」

　まず彼が座り、僕は隣に着席。

　笑顔を作って、

「僕は月つき岡おか草そう一いち。文学科一年！」

　いかん。力んで声を張りすぎた。もっと絞らないと。

「ボクも文学科一年。みなづきあおい」

　彼はノートに綺麗な字で『水み無な月づき　葵あおい』と書いた。動きの一つ一つに気き品ひんがあるし、すごく良い匂いがする。陳ちん腐ぷな例えだけど『王子様』って感じだ。

[image: ]

「月岡君は、どこ出身？　ボクは秋田なんだけど」

「宮城だよ」

「地元だね。じゃあ仙台のオススメスポットとか教えてくれない？」

　オススメの場所か。

　たまに一人でいく蕎そ麦ば屋や？　このまえ行った仙台エヴァース？

（どこにしよう……ん？）

　ふと気付いた。水無月の前に、司し馬ば遼りよう太た郎ろうの文庫本が置いてある。しかも付ふ箋せんが沢山ついていて、かなり読み込んだ様子。歴史好きかな？

　だったら舞に教わった『共通の話題』にできそうな場所を言おう。

「んー……仙台城とか」

「仙台城！　伊だ達て政まさ宗むねの居きよ城じようだね！」

（よし、食いついてきた）

　歴史は『共通の話題』になりそうだ……なんかＲＰＧでボスの弱点を探ってるときみたいで、面白い。

　水無月はかなりの歴史好きらしく、目を輝かせて宮城史について語る。僕も詳しいので、うまくキャッチボールができている。

（好きなことを、誰かと話すのって楽しいんだな）

　このへんで『角度』をつけてみるか。

「でもさ、『伊達政宗のせいで、宮城県には美人が減ってしまった』っていう説もあるんだ」

　ええ？　と水無月は興味深そうな顔をする。

　僕は理由を説明。

　伊達政宗は、たいへんな見栄っ張りだったらしい。ゆえに『俺の土地にはこんなに美人がいるんだぞ』とアピールするため、海外との貿易で地元の美女を『輸出』してしまったのだとか。

　いま宮城にいるのは『輸出』しなかった人──美女ではない人の子孫というわけだ。

「うーん。そうなのかなぁ。僕、宮城に来てきれいな子といっぱい会ったけど」

「その通り。完全な俗説、デタラメだよ」

　僕は、舞のことを思い出した。

「現に僕、宮城出身でメチャクチャ可愛い子と最近会ったし」

「げほっ」と、むせる声が後ろから聞こえた。振り返ると、女子が慌あわてた様子で顔をそらした。

（？　なんだ？）

「うん。宮城は可愛い子多いよね。来て良かったよ」

　水無月が笑ったとき、教授が入ってきた。

　すると彼は僕に身体を寄せて、耳打ちしてきた。

「講義が終わったあと、どこかでもっと話さない？」

　反射的にうなずき返す。

　生まれて初めて、友達ができたのかもしれない。

（──あれ）

　胸のあたりが、ホワホワする。

　すごく嬉しいぞ。

『ひとり至上主義』を掲げる僕に、ふさわしくない感情のはずなんだけどな。
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（……楽しそうですね、センパイ）

　私は今、センパイの少し後ろの席に座っている。

　高校の授業が終わったあと、着替えて電車に乗り、ここ陸む奥つ大だい学がくへ来たのだ。

　潜入は容易だった。少しメイクを濃いめにして、大人びた服を選べばバレることはない。

　さっきは思わず「がんばって」と声をかけてしまった。反応したセンパイが転んでしまい、駆け寄ろうかと思った。

　だけど、ターゲットの人が先に介抱してくれた。優しい人らしい。

　……センパイが「宮城出身でメチャクチャ可愛い子と最近会ったし」と言ったときは、むせてしまい、危うく気づかれかけたけど。

　授業が終わると、センパイは男性と談笑しながら出て行った。これからどこかで話すのだろうか。

（盛り上がって、もっと仲良くなれればいいな）

　センパイの『ひとり至上主義』と、私の『いっしょ至上主義』。

　どちらが楽しいかをハッキリさせるために、始めた勝負。

　結果は、私の勝ちかもしれないが……

（まぁ別に、それはどうでもいいや）

　大事なのは、勉強を教えてくれた恩人であるセンパイの生活に、彩いろどりが生まれたこと。

　ご機嫌で学内を歩いていると、持ち前の好奇心がうずいてくる。

（来たついでに、探検しようっと）

　学内は、非常に雑然としていた。

　酔っ払って寝ている学生がいるし、アニメキャラの胸像があるし（生徒が勝手に設置したらしい）、『大学当局は資本主義の豚！　授業料を我らへ返還せよ！』と手書きされた看板が立っている。

（カオス……）

　一番驚いたのは、中庭で艶つややかなポニーテールの女性を見たとき。あまりの綺麗さに見とれてしまった。数人の女学生に「写真一緒にお願いします！」と迫られていた。

　色々な人がいるものだ。

（にぎやかで楽しそうな大学。私もここに入れたら、センパイと楽しい時間を過ごせるかな──）

　そう思って、ハッと立ち止まる。

　センパイを追いかけて進学するみたいではないか。片思いか！

（いやいや、ないわ～。『ガウェイン』への恋心は、ダッサいセンパイに対面した途端に消えたんだから）

　頭かぶりを振って、否定する。

（……でも、いいところもあるんだよね）

　陰キャラなのにすごく前向きだし、私が教えたトレーニングで、着実に成長していく。

　それに先日の買い物は、結構楽しかった。間違いなく私は『月岡草一』さんのことが嫌いではない。

　私はいま、彼を男性としてどう思っているのだろう？

　兄の『サトにー』みたいで、放っておけないだけ？

「あ～……わっかんないな」

「何がわかんないの？」

　いきなり二人の大柄な男性に前をふさがれ、びっくりした。

　片方は短い顎あご髭ひげをはやしている。パーカーを羽は織おり、だぼっとしたパンツを穿いている。

　もう一人はシルバーの指輪をつけ、おそらくハイブランドのライダースジャケット。

　顎髭が私の全身──特に胸元をじろじろ見てきて、

「君、すっごく可愛いね～。一年生？」

　身を縮めながら、愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

「そうです。あの、急いでるので」

　避けていこうとしたが、回り込まれる。

「いいじゃん少しくらい。どこのサークル入ってるの？」

「入ってないです」

「そりゃいい。俺たちのイベントサークルの部屋いかない？　お茶やお菓子もあるよ」

　そう言って、近くにあるサークル棟を指さす。

　逃げようとしても、二人は巧たくみに通せんぼしてくる。しかも少しずつ、周りから死角になる場所に追いこまれている。

　そのしつこさと、好色な視線が怖くなってきた。

（ううっ……）

　チラチラこちらを見ている学生はいるが、厄やつ介かい事ごとに関わりたくないのか助けてくれる様子はない。

（こういうとき、ＷＣＯなら）

　ガウェインがいつも助けてくれた。でも当然、現実にはいないのだ。自力でなんとかしなければ。

　でも脚がすくんで、立ちつくすしかない。
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　僕はふわふわした足取りで、学内を歩いていた。

　さっきまで、学内のカフェで水無月──いや、葵（名前で呼び合うことにした）と話していたのだ。

　本当に楽しい時間だった。

　話は合うし、葵は醸かもし出だす空気が優しくて、いつまでも一緒にいたい気持ちになる。

（友達って、いいもんなんだな）

　十八歳にしてようやく、そのことに気づけた。教えてくれた舞には感謝しないと──

「通してください……」

　聞き覚えのある声に、僕は立ち止まった。

　なんと舞がいた。サークル棟の近くの木陰で二人の男に絡まれ、小動物のように身を縮めている。

（え!?　なんで舞が大学にいるんだ？）

　いつもより少し派手な格好をしているし、髪型も違う。

　でも……合が点てんがいった。

　葵に話しかける前に聞こえた「がんばって」という声。あれは舞のものだったのだ。応援にきてくれたのだろうか。

　絡んでいる男の一人は顎髭をはやし、片割れはライダースジャケットを着ている。

　いずれも僕より、身長も横幅もでかい。だが放っておけるわけがない。

　迷わず駆け、舞を二人から守るように立ちふさがった。

「セ、センパイ……」

　背後からの弱々しい声。勝ち気な彼女が、いつになく怯おびえている。

　ライダースジャケットが僕を見下ろしてきた。

「あぁ？　おまえ、この子の彼氏？」

　違う、と言おうとしたとき、顎髭が続けた。

「違うよな。ぜんぜん釣りあってないし」

「そう思うなら、質問するな」

　言い返すと、顎髭が僕に額ひたいを押しつけてきた。ドスの利きいた低い声で、

「ヒョロ男が口答えすんの？　ボコられたくなければ失せろ」

（君は本当に、名門の陸奥大生ですか？）

『どっかのヤクザ見習い』とか言ったほうが、まだ説得力がある。

（こんなふうに絡まれるのも、久しぶりだな）

　高校時代にイジメられたことを思い出す。

　でもいくらブチのめされようが、屈したことなど一度もない。今は舞を守れればそれでいい。

「舞、逃げろ」

「でも」

「案ずるな。僕はこう見えても喧嘩慣れしている」

　生しよう涯がい全ぜん敗ぱいだけど。

「……！」

　背後から、舞が駆けていく音。

　男二人が、追いかけようとする。

　僕はその前に立ちはだかり、毎朝の朗読で鍛えた喉のどで一いつ喝かつする。

「行かせん！」

「ヒーロー気取りか？　うぜえんだよ！」

　顎髭が振りかぶって、パンチを放ってきた。

　僕はかわす──のではなく。

　自分から己の額を、相手の拳にぶつけにいった。

（人間の額は非常に堅い。小しよう口こう径けいの拳けん銃じゆうの弾丸なら弾くこともあるという）

　それを利用し、相手の拳を砕くことを考えたのだ。完璧な作戦。

　衝撃。

　顎髭の拳が鮮血に染まった──！　……僕の鼻血で。

　命中したのは僕の額ではなく、鼻だった。

（ぐっ）

　背中からぶっ倒れる。

　超痛いし、鼻がツンとして涙がボロボロ出てくる。思わず目を閉じてビビってしまった分、狙い通りにいかなかったらしい。

（追撃がきたらやばい）

　起き上がろうとしたとき、事態は思わぬ方向へ進んだ。

　慌てたのは敵だったのだ。ライダースジャケットが、顎髭に叫ぶ。

「おい、なに殴ってんだよ！」

「し、知らねえよ！　こいつが勝手に突っ込んできたんだよっ」

　どうやら威い嚇かくのためのパンチだったらしい。

　だが僕からぶつかりにいったので、混乱しているようだ。

　この流れに乗ってやる。喰らえ必殺──

「ぎゃああああああ！　鼻が折れた！」

　地面を転げ回って、慰い謝しや料りよう目当ての当たり屋のごとく悲鳴をあげた。

　多分折れてはいないだろうが、思い切りビビらせてやる。

「おいやべえよ。逃げるぞ！」「おおっ」

　二人は、脱だつ兎とのごとく駆けていった。

（追っ払ったか……）

　大きく息を吐く。極めて情けない戦い方だが、舞を守れたからそれでいいのだ。

　服を見れば砂だらけ。おまけに鼻血までついていた。これ『ヴィズマ』で買ったばかりなのに……

（くそっ、クリーニング代置いていけ）

　心中で毒づいていると、舞の声が聞こえた。

「センパイ！」

　そちらを見ると、舞が胸を揺らしながら駆けてくる。その後ろから一人の男性がついてきている。すごいイケメンだ。

「その人は？」

「センパイが危ないと思って、頼りになりそうな人に声をかけて連れてきたんです──ところで大丈夫ですか!?」

「見た目ほどは、酷くない」

「あぁ血が……！　拭かないと……」

　舞が僕の傍らに膝をつき、バッグを開けた。

　狼ろう狽ばいしているのか、取り出すのは手鏡やらスマホの充電器やら、関係ないものばかり。

　ようやくポケットティッシュを取り、鼻に当ててくれる。

　ティッシュ越しに、舞の震えが伝わってきた。大きな瞳に涙があふれて、今にもこぼれそうだ。

　残念ながら僕は女の子の涙をぬぐったり、頭をポンポンできたりする男ではない。「大丈夫だから、お、落ち着いて……」と情けなくオロオロするしかない。

　するとイケメンさんが、しゃがんで声をかけてきた。

「勇気あるねー。女の子守るために、自分が盾たてになったんだって？」

「は、はあ……あれ？」

　この人、どっかで見たことあるな。

　彼はいたずらっぽく笑って、己を指さす。

「覚えてない？　俺、俺」

　あ。舞と一緒に、僕の服を選んでくれた……

「『ヴィズマ』の店員さん」

「正解。俺あそこでバイトしてるんだ。先日は、毎度ありがとうございました！」

　冗談めかして頭を下げてくる。

「俺は青森出身、理工学科一年の光こう城じよう光みつ輝てる。光る城に、光り輝くと書く」

　光城が手を貸して、立ち上がらせてくれる。

　彼は続いて、僕の全身に付ふ着ちやくした砂を払ったあと、

「ジャケットに血がついちゃったな。脱いで」

「なんで？」

「血は早く水洗いしないと、取れなくなるんだ」

　ジャケットを脱いで渡す。

　光城は近くの水道へ行き、血がついた箇所に流水を当てて軽く叩く。さっきまでニコニコしてたのに、今の表情は真剣そのものだ。

「……よし。血が落ちた。ちょっと冷たいだろうけど、ガマンしてな」

　僕にジャケットを羽は織おらせてくれる。

「うん、やっぱりよく似合ってる」

　まじまじと僕の全身を見てきて、

「それになんていうか、この間から少し雰囲気も変わった？」

「前と比べて、背筋が伸びてるからじゃないでしょうか」

　舞の言葉に「なるほどね」と光城がうなずいた。

　舞以外の人に、トレーニングの成果を褒ほめられたのは初めてなので、嬉しかった。
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　私とセンパイは、陸奥大学内のベンチに二人で座った。

　夕焼けに染まったグラウンドで、運動部員が練習している。

　光城光輝さんはセンパイとＲＩＮＥのＩＤを交換したあと『俺のことは光輝と呼べ。じゃあな、サークルへ行く！』と去っていった。距離の詰め方がすごい人だ。

　ティッシュを鼻に詰めたセンパイが、私を見て、

「ところで、なんで陸奥大ここにいるの」

　私は後ろめたさから目をそらし、ぼそぼそと、

「その……高校の授業が終わった後、着替えて侵入を」

「なんで」

「昨日センパイ『自分では気付かない改善点もあるかもしれない』って仰おつしやってたじゃないですか。私も近くで観察して、ご指摘できればなと」

　なるほど、とうなずくセンパイに、深く頭を下げる。

「教室で声をかけてしまって、ゴメンなさい。そのせいで転んで……」

「気にしないでいい。あれがきっかけで、葵と話す機会が生まれたんだ。むしろ感謝してるよ……あ、葵って彼の名前ね。名字は水無月」

　私を気遣ってくれているのだろうか。優しい。

（それに）

　さっきは身体を張って助けてくれた。意外なほどに肚はらが据わっていて、とても男らしかった。殴られて痛いはずなのに、うろたえる私を『落ち着いて』と気遣ってくれた。

　思い出すと心臓が高鳴り、全身が火ほ照てってくる。

　最近抱いていた心のモヤモヤの正体が、はっきりした。

（私、この人が好きみたいだ）

　以前『ガウェイン』に私は恋していた。

　だがそのプレイヤーであるセンパイと会うと、ダサくて、『サトにー』と同じように覇気もなくて……

　ガウェインと正反対だと思い、その気持ちはしぼんだ。

（でも、私は表面的なところしか見ていなかった）

　センパイは、何者にも屈しない強靱な芯を持っている。それは私が憧れたガウェインそのものだ。

　私がそんな自覚をしているとも知らず、センパイは呑のん気きに鼻のティッシュを取り替えている。

（で、でも、これからどうしよう）

　私たちがいま一緒にいるのは……『ひとり至上主義』と『いっしょ至上主義』のどちらが楽しいかハッキリさせるため。私がクエストを与えているからだ。

　今日、センパイにいい友達ができたことで、ほぼ目的は達成されている。

　共にいる口実がなくなってしまった。

（なんとかしなきゃ）

　焦っていると、

「ところで、僕たちの信念のどちらが楽しいかだけど」

「あ、はい。私の信念『いっしょ至上主義』の素晴らしさがわかりましたか？」

「うん。友達と過ごすことは楽しいんだな。葵は素晴らしいヤツだ」

　あっさり認められ、拍ひよう子し抜ぬけする。

「ず、ずいぶん簡単に認めるんですね。信念曲げちゃうんですか？」

「信念は、人生を豊かにするためのものだよ。固こ執しつして、人生が貧しくなったら意味がない。舞のおかげで、僕は新しい楽しさに気づけたんだ！」

　子どものような無む邪じや気きな笑顔に、見とれてしまう。

「本当にありがとう舞。親身になって、たくさんのことを教えてくれて」

　こんなに感謝されたのは生まれて初めてかもしれない。しかも思いを寄せる男性から。

　心が幸せでいっぱいになる。

　ゆるみきった口許を、地面を見ることで隠しながら、

「で、では勝負は『いっしょ至上主義』である私の勝ちですね」

「いや、それは違う」

「は!?」

　センパイは、曇りなき瞳で言う。

「誰かと一緒にいることも楽しいとわかった。でも一人でいる時間も、大好きなんだ」

「……」

「つまり一人でいても、誰かといても充実できる。素晴らしいじゃないか。つまり引き分けということだよ」

「うーん」

　釈しやく然ぜんとしない。

　まあ勝ち負けとか、別にどうでもいいんだけど……

（あ、そうだ）

　これ、うまく使えば、これからも一緒にいる口実にできるかも？

　頭を高速で回転させ、台詞せりふを紡つむぐ。

「いや、私は納得いきませんねぇ。どっちの主義が上か、白黒ハッキリつけてもらわなきゃ」

「む、どうすればいいんだ？」

「『いっしょ至上主義』の極みといえるものに、センパイが挑戦するんです」

　興味深そうに見つめてくるセンパイ。

　私は一度唾つばを飲み込んだ後、声が震えないように言う。

「恋人を、作るんですよ」

「はぁ!?」

「恋人ができて、一人でいるのが寂しくなったら完璧に証明されるでしょう。私の『いっしょ至上主義』の正しさが」

「な、なるほど、そうかもしれない……」

　考え込むセンパイ。よし、いい流れになってきた。

「誰か、気になる女性はいないんですか？」

　センパイは、頰ほおを染めて目をそらす。か、可愛い。

（私が気になってるって、言ってください）

　優良物件ですよー。ＪＫですよー。こう見えても家事とか結構できますよー。

（で、でも私）

　先日買い物に行ったとき、『ガウェインは好きだったけど、センパイのことは男性として見てない』というニュアンスの話をしてしまった。

　あのときセンパイは驚いていたが、ショックは受けていなかったようだ。

（つまり私のこと、なんとも思ってないのかな……）

　心に暗雲が広がっていく、

「気になってる女性なら、いる」

「ど、どんな人ですか？」

「すごい美人で……」

　あ、わたし、センパイに『すごい美人』って言われたことある。もしやこれは……

「手を繋いだとき、とてもドキドキしたんだ」

（きたぁ！）

　喜びのあまり、ベンチから立ち上がってガッツポーズ。

（これ私でしょ！　エヴァースに入るとき手を繫いだもの！　センパイ私と会うまでぼっちだったんだから、そんな女性は他にいないだろうし！）

　私をセンパイが不思議そうに見上げてきた。慌てて腕を回して誤ご魔ま化かす。

「これ、睡眠の改善に効果あるんですよ──ところでその人、今どこにいるんですか？」

「今？　この大学にいるよ」

（きゃー！）

　私は陸奥大学の敷地内にいる。可能性がますます高まった！　センパイったら焦じらすような言い方しちゃって！

　それから私は、先輩の一語一句に驚きよう喜き乱らん舞ぶした。

「その人は、長い髪が綺麗で」私、髪長い！

「モデルみたいなスタイルで」街を歩いてたらモデルのスカウトされたことあります！

「親切で」さっきセンパイ、私のこと親身って褒めてくれた！

「その人のこと考えるだけで、心があったかくなる。言うなれば……この世界に降臨した女め神がみみたいな女性だ」

　センパイは、私を悶もだえ死じにさせる気ですか？

　次々受けた賛さん辞じにより、私は妙なヨガみたいなポーズになっていた。しかも顔がデレデレに崩れている。通りすがった大学の人が変な目で見てきたけど、どうでもいいや。

　もう焦らされるのは耐えられない。

　センパイ、早く私だと明言してください。

「で、その、すごい美人で、センパイと手を繫いだ女神みたいな人は、なんていうお名前ですか？」

　はい、センパイこれから『朝あさ日ひ奈な舞』って言いますー。

　びっくりする演技するのが大変。困りましたー。

（それから『私も好きです！』とセンパイに抱きついて、その勢いのままデートに行って、それから……）

「高たか嶺みね遙はる花かっていう人」

「誰ぇ!?」

　演技する必要もなく、びっくりした。

　私の甘美な計画は、一言で崩壊……まさか全然知らない女性の名前が出てくるとは。

「その高嶺……さん？　どんな人ですか？」

　センパイはスマホを取り出した。私は隣に座って身体をくっつけ、覗き込む。画面が滲にじんで見えるのは、涙目になってるからだろう。

　高嶺、という女性の写真でも持っているのだろうか──と思ったが、センパイが起動したアプリは動画配信サイト。

『陸奥大学放送研』というチャンネルを開く。

「放送研？　はぁ、そんな研究会があるんですね」

　センパイはそこから『陸奥大学祭ミスコン』という動画を選んだ。

　ステージの上に、ずらりと参加者が並んでいる。美人ばかりだ。

「まさか、ミスコンの出場者ですか？」

　センパイは首を振り、参加者の右側にいる司会らしき女性を指さした。

　思わず「はっ？」と叫んでしまった。

　その人の美しさはミスコン参加者たちを、ぶっちぎりで上まわっていた。

　凜とした顔立ち、意志の強そうな切れ長の瞳、『大手事務所が売り出す正統派女優』と言われても納得するだろう。よく通る声で司会をこなし、立ち居振る舞いも堂々としている。

　コメント欄には『参加者気の毒ｗｗ』『どう見てもこの司会の子が優勝じゃん』という感想が溢あふれている。

（あ、そういえばこの人）

　さっき学内で見た、ポニーテールの人だ。

「この人が高嶺遙花さん。高校の先輩で、ずっと憧れなんだよ」

　その言葉に、驚くほど胸がずきんとする。

　私は呼吸を整えたあと、

「……何か憧れるきっかけが？」

　センパイは虚空を見つめる。まるで、夢見るような表情。

（も、もしかしたら、恋愛ドラマみたいな素敵な出会いが？）

「不良に絡まれてたところを、助けてもらったんだ──」

「……」

　少しの間、その言葉を脳内で整理したあと、

「え、逆じゃないですか？　『助けた』んじゃなく『助けてもらった』？」

「いや、そのまんまの意味」

「ええー……」

　センパイの話によると。

　高一の秋、学校からの帰り道、近くの高校の不良たちに絡まれ、金銭を要求されたらしい。

　通りすがる誰もが見て見ぬフリをする中、颯さつ爽そうと高嶺さんが現れたという。

『こっちへ』とセンパイの手を握り、駆けだしたらしい。

　彼女はインターハイで優勝したほどの俊しゆん足そく。センパイは必死についていったという。

　不良たちは自転車を持っていたが、高嶺さんは細い路地を選んだため逃げ切ることができたそうだ。

「不良たちから逃げ切り、高嶺さんは脚を止めた。そしておもむろに、近くの自販機で缶コーヒーを買い、小さな声で『これを飲んで元気を出して』と差し出してきた」

「へえ」

「でも問題が一つ……僕はコーヒーが大の苦手で、飲むと吐きそうになるんだ」

　え。でもその流れだと、飲まないわけにはいかないだろう。

「思い切って飲んだはいいものの、吐くのを我慢して、えずいたり、涙ぐんだりしていたら」

　高嶺さんは「そんなに辛かったの……」と頭を撫なで、優しく慰めてくれたらしい。いい人そうだけど、ちょっと天然？

　それからセンパイは、学校に行くと高嶺さんを目で追うようになったという。

「部活では黙々と、誰よりも練習して他の部員を引っ張るし。その姿はまさに孤高で……」

　センパイが、見たこともないウットリした顔で、高嶺さんを讃える。

　ムカムカしつつも、私は恋こい敵がたきの情報を集めるべく聞き続けた。

　高校時代の高嶺さんは口数が少なかったらしい。でもミスコンの動画では流りゆう暢ちように、明るく喋っている。大学でキャラを変えたのだろうか？

「高嶺さんは、大学内でも大人気なんだ」

　そういえば、女子から一緒に写真を求められたりしていた。

（そんなすごい人を、基本陰キャラであるセンパイが落とせるかな？）

　これほど綺麗だと彼氏がいる可能性も高い。いや、いない方が不思議だ。

（……よし）

　私は、非常に大きな決断を下した。

「次のクエストが決まりました──高嶺遙花さんがいる放送研に入りましょう」

「え？　なぜ」

「いずれは、高嶺さんに告白するためです。彼女こそ、いわばラスボスです」

「……僕が、高嶺さんに」

　表情を強こわばらせるセンパイを見て、私は思った。

（入部したあと、高嶺さんに告白するように背中を押して──玉砕してもらおう）

　そうすれば傷心のセンパイは、私に目を向けてくれるかもしれない。

　我ながら策さく士し。

　センパイはうつむいて、考え込んでいる。私は説得を続けた。

「今、センパイの友人は水無月さんだけ。これでは色々なクエストを出すのは難しいです。でも放送研というコミュニティに入ることによってそれは変わります」

「たとえば？」

「『集団での会話』、『空気を読む』などのクエストです。それをクリアしたらセンパイのレベルアップに繋がり、高嶺さんを落とすための武器になるでしょう」

　そしてダメ押し。

「それに何より、高嶺さんとふれあう時間を増やし、距離を縮めることができるじゃないですか」

　センパイは唇くちびるを引き結んだ。

　そして一分ほど唸うなったあと、

「わかった。高嶺さんに……こ、告る第一段階として、放送研に入る」

「はい」

「万一お付き合いできて楽しかったら、舞の『いっしょ至上主義』の楽しさが証明されるわけだもんな」

　そしてセンパイは、呆れたように肩をすくめる。

「しかし、そんなに己の信念の正しさを証明したいなんて。舞は負けず嫌いだなぁ」

「はい、負けず嫌いです」

　貴方は誰にも渡しません。

　だから早くフラれて、私を見てください。
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　いずれ高たか嶺みね先せん輩ぱいに告白するため、放送研に入る──これが舞まいからの新たなクエスト。

　高嶺さんを彼女にできて、それが一人よりずっと楽しければ、今度こそ舞の『いっしょ至上主義』の正しさが証明される。

　しかしそこまでして、舞は己の信念の正しさを証明したいのか？

（負けず嫌いな子だなあ……）

　まあとりあえず、目の前のクエストである『放送研に入る』ことに集中しよう。

　自宅アパートで、ネットで放送研について調べてみた。

　陸む奥つ大だい学がくのページにあった活動概要を読むと、こうある。




・アナウンスの発声練習や、朗ろう読どく（読み）の練習、学祭や地域の催もよおしの司会、ナレーションをします

・ラジオによるドラマや番組を作ります

・ドラマ、ニュース、ドキュメンタリーなどの動画を作り、動画配信サイトのチャンネルにあげています




　以前高嶺さんたちがグラウンドで取材していたのは『ニュース』だろうか。

　続いて動画配信サイトの『陸奥大学放送研』というチャンネルを見てみる。

　一番視聴されていたのは、去年の学祭ミスコンの動画だ。

　他には『災害時における陸奥大と仙台市の連携』という、硬めのテーマの動画があった。レポーター役の高嶺さんが、仙台市や大学の人からテーマに沿った話を聞き、問題提起している。これが『ドキュメンタリー』だろうか。

　動画を一通り見ていると『陸奥大学の男子は草食か否か!?』という、ずいぶん砕けたタイトルを見つけた。

（高嶺さんがこんな取材を？）

　驚きつつ再生してみて……愕がく然ぜんとした。

「マジか」

　ガックリきていると、スマホにＲＩＮＥがきた。

　舞からかな、と思ったが──今日、人生初の友人になってくれた、水み無な月づき葵あおいからだ。

　簡単な挨あい拶さつと『今度どこかに遊びに行こうよ』というメッセージ。

　へこんでいた僕に、慈じ雨うのごとく優しく染みこんでくる。

（友達ってのは、いいもんなんだな）

　教えてくれた、舞と葵に感謝だ。





　　　　●






　週末はいつものように舞とＷＣＯをして『話す練習』、朗読や笑顔、姿勢などの基礎トレーニングをした。

　むろん一人で本を読んだり、仙台を散策したりもする。

　街を観察すれば、伊だ達て政まさ宗むねによる都市作りの意い図とが垣かい間ま見みえ、その深しん謀ぼう遠えん慮りよに感嘆させられるのだ。た、たまらねぇ……

　そして月曜日。『放送研に入る』クエスト決行の日。

　講義を受けたあと、大学の本館の一階──放送室へやってきた。

　ここが放送研の部室らしい。

　ドアの上には『放送中』と書かれたランプがある。病院の『手術中』のアレみたいだ。これが点灯したら、大学全体に放送が流れるのかな？

　ドアの向こうに、高嶺先輩たち放送研の面々がいるのだろう。

　僕はスマホを取り出し、舞にＲＩＮＥ電話をかけた。クエスト開始前にそうするよう指示されていたのだ。

『センパイ、そろそろ放送室へ突入ですか？』

「うん……怖いな」

『怖い？　もう九月で、人間関係固まってるところに飛び込むからですか』

「違うよ」

　転校を繰り返してきたので、そういう状況は慣れっこだ。

「好きな人に、久しぶりに間近で会うのが怖い」

『──』

　舞が突然、無言になった。

　どうしたんだろう？

『……ああ、すみません。電波が悪くなったみたいです』

「そうなのか」

『ではセンパイ、このまま通話状態にしておいてください』

「どうして？」

『私も高嶺さんがどんな人か、もっと知りたいんです』

（これからの、クエストの参考にするためかな？）

　僕はスマホを、ジャケットの胸ポケットにしまった。

　放送室のドアノブに手をかけ──少しためらったあと、引いた。かなり重い。防音のためだろう。

　朗読で鍛えた声を出す。

「失礼します！」

「んぁ？」

　パイプ椅い子すにだらしなく座っていた女性が、声をあげた。こちらへ近づいてくる。

　派手な人だった。

　眩まぶしいほどの金髪。肌は日焼けして真っ黒。ブラウスの胸元をガッツリ開けて、スカートが太ふと股ももまでしかない──ゴリゴリのギャルだ。

　ラメ入りのリップでも塗っているのか、やたらキラキラした唇くちびるを開いて、

「アンタ誰ぇ？」

「文学部一年、月つき岡おか草そう一いちです！　放送研に入りたくてやってきました！」

「そんなでかい声出さなくていいよぉ。まあ中に入りな」

　ギャルさんはダルそうに、親指で中をさした。

　部屋の壁は、音楽室みたいに無数の小さな穴があいている。これも防音のためだろう。

　隅すみには、沢山のボタンやレバーがついた大きな機械が鎮ちん座ざしている。

　奥にはもう一つ部屋があって、大きなガラス窓から中が見えた。マイクが設置されているところを見ると、スタジオだろうか。

「初めての人には珍しいよねぇ。まあ座りなよ」

　ギャルさんがパイプ椅子を引き、中央に置かれたテーブルの側に座らせてくれた。

　ギャルさんの他に、三人が座っている。

　高嶺遙花先輩が「あっ」という風に口を開いて、切れ長の瞳で見つめてくる。

　こうして間近で対面するのは三年ぶりだ。ずっと大人っぽくなっていて、運動部を辞めたせいか色白。七分袖のカットソーとスキニーパンツというシンプルな装いが、均整の取れたスタイルを際立たせている。

　もう一人は眼鏡めがねの男性。分厚い本を読んでいる。どうやら医学書のようだ。

　あとは……チャラ男。以前、僕が図書館の半個室でゲームしてたとき、『暗っ』とかディスってきたヤツだ。がっちりした身体を誇こ示じするかのように、足を大きく広げて座っている。

　こいつも放送研だったのだ。昨日『陸奥大学の男子は草食か否か!?』という動画で、ＭＣをやっていた。内容は面白くない上に、滑かつ舌ぜつが酷ひどくて聞き取りづらかったけど。

「しかしこの時期に入りたいとは、珍しい」

　ギャルさんが、僕の顔を覗のぞき込んできて、

「ひょっとして我が大学の女神、遙花が目当てとかぁ？」

（げっ）

　いきなり真相を突かれて、面食らう。

　言い訳を考えていると、思わぬ人から助け船が出された。

「んなわけないっしょ、こんなヤツにゃ高嶺は無理無理」

　チャラ男が半笑いで手を振った。しかしほぼ初対面で『こんなヤツ』呼ばわりするかね？

　すると高嶺先輩が、低いがよく通る声で、

「鬼おに塚づか君。それは貴方が決めることではないわ」

「っ」

　チャラ男──鬼塚さんというらしい──が絶句した。ざまあ。

　高嶺先輩が、かたちのいい胸に手を当てた。鎖骨の間にネックレスが輝いている。

「私が放送研部長の、高嶺遙花です。史学科の二年生です」

「はい」

「月岡草一くん。入部を希望してくれてありがとう。わからないことがあれば何でも聞いてね」

　続いて眼鏡の人が「歓迎するぞ」とうなずき、ギャルさんは笑顔で拍手。チャラ男は鼻を鳴らした。

（……あれ？　クエスト完了？）

　あっさりできてしまった。

　達成感というより、拍子抜けしていると……

「はいはーい！　自己紹介しようよ！」

　ギャルさんが勢いよく手を挙げて、

「アタシは農学部二年、土つち屋やつむぎ！　ツッチーって呼んで。実家は宮城の農家で、肉牛、お米、野菜に果物、色々作ってる」

　己の、こんがり焼けた肌を見て、

「夏休みは農作業の手伝いばっかで、真っ黒になっちゃった」

　その肌の色は、日焼けサロンではなく農作業か。親近感が湧わいてきた。

　土屋さん……ツッチーさんは、眼鏡の青年に後ろから抱きつく。

「で、こいつが彼氏の前まえ橋ばし万ばん里り！　群馬出身の、医学部二年だよ！」

　よろしくな、と前橋さんは微笑ほほえみかけてきた。

　続いて高嶺さんが、

「私は高嶺遙花。史学科二年よ」

「あ、はい……さっき聞きましたけど」

　ハッと目を見ひらく高嶺さん。

　頰ほおを染めてうつむき、細い指をもじもじ絡ませて、

「し、新入部員を歓迎するための、小こ粋いきなジョーク……」

　ツッチーさんが吹き出した。

　高嶺さんが「もう！」と拗すねたようにツッチーさんを睨にらむ。仲がよさそうだ。

（高嶺さん、ちょっと天然なところもあるんだな）

　ほっこりしていると、高嶺さんが優しく目を細めて、

「こうして貴方と話すの、久しぶり。二人で走ったあのとき以来ね」

　僕は何度もうなずいた。高嶺さんは、あの出来事を覚えていてくれたのだ。

　興味を惹かれた様子の放送部員たちに、高嶺さんは言う。

「私と月岡君、同じ高校なの」

「へー、でもそれだけじゃないって感じだけど。『二人で走った』って何？」

「二人だけの秘密」

　詳しく説明しないのは、僕がカツアゲされてたことを言わないためだろうか。優しい。

「ね、月岡君」

『はい』と言おうとしたとき。

「俺は理学部二年、鬼おに塚づか流りゆう星せい。自動車部と掛け持ちしてる。[image: ]城出身だ」

　チャラ男──鬼塚さんが耳をほじりながら、僕と高嶺さんの会話にかぶせてきた。

　そしてヤンキーがガンをつけるように、僕を睨みつけてくる。な、なんだ？

「お前──どっかで見たと思ったら、こないだ図書館でＰＣゲームしてたヤツだな」

　……覚えられていたか。面倒だな。

「はい」と仕方なく言うと、鬼塚さんは嘲ちよう笑しようを浮かべて、

「なんかちょっと、服とか雰囲気が違うな。何？　おっそい大学デビュー？」

　完全にバカにされてるな。

　だがここで怒ったら入部しづらくなることは、僕でもわかる。

（あ、そうだ）

　この間、鬼塚さんは図書館で女性を連れていた。それを『共通の話題』に使って、おだてておこう。

「鬼塚先輩みたく、綺麗な彼女ができたら嬉しいですけどね」

「はぁ？　いねーよ」

　吐き捨てられる。

　ここで引いておくべきだったのだが、空気を読むのが苦手な僕はこう言ってしまった。

「え？　ちょっと前に、図書館で見……」

　バン!!

　すさまじい音が響きわたった。

　鬼塚さんが、机を大きな掌で叩いたのだ。

　空気が張り詰める。前橋さんとツッチーさんは渋い顔を見合わせ、高嶺さんは眉をひそめた。

「おめーの見間違いだろ」

　何が逆げき鱗りんに触れたんだ？　それになぜこの人、噓ついてるんだ？

　その理由は──鬼塚さんが、チラッと高嶺先輩の方を見たことでわかった。

（もしかして鬼塚さん、高嶺さんを狙ってる？　だから僕の言葉に過剰に反応したのか？）

　鬼塚さんが机を何度も叩きながら、そのリズムに乗せて、

「おーまーえーのー勘違いだろ？　そうだろ？」

（ふざけるな）

　なんでここまでバカにしてくるヤツに、気を遣わなきゃならない？　僕も引く気はないぞ。

「鬼塚君、いい加減に──」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、高嶺さんが口を開いたとき……

　放送室のドアが開いた。

　皆がそちらを向く。

　そこに立っていたのは、きらびやかな美少女──舞だった。

（!?　ま、また大学に来たのか？）

「こんにちはー！　ちょっと見学させていただきたいんですけど」

　皆の視線など意に介さず、堂々と入り込んでくる。高嶺先輩の手をとって、大きく振った。

「高嶺遙花さん！　『陸奥大学放送研チャンネル』見ました！」

「は、はぁ、どうも」

　目を白黒させる高嶺さん。

　ツッチーさんが首をかしげて、

「てゆーか、アンタ誰？」

「申し遅れました」

　舞は気をつけをし、部屋に響きわたる声で、

「仙台学院高校一年生、朝あさ日ひ奈な舞です！　ずっと前から陸奥大学さんの放送研にあこがれており、見学に来させていただきました！」

（『ずっと前から』って）

　この前『放送研？　はぁ、そんな研究会があるんですね』って言ってたじゃないか。

（でも、舞はなんでここに……あっ）

　僕のスマホは、舞とＲＩＮＥで通話状態になっている。

　おそらく舞は今日、また大学に侵入して、この放送室の近くで通話していたのだ。そして部室の剣けん呑のんな空気を和やわらげるべく、飛び込んできたのだろう。

　そして舞は、いかにも興きよう味み津しん々しんな様子で室内を見回す。すごい演技力。

「立派な設備！　私の学校は放送部がないから、うらやましいですっ」

「そう？　いつでも見学に来てくれていいわ」

　高嶺さんの意外な言葉に、舞が瞳を瞬しばたたかせる。

「え、そうなんですか？」

「陸奥大学は地元との交流のために、いくつかの高校と提携を結んでいて、確か仙台学院はその一つだったはず。そこの生徒なら参加申請書を大学に提出すれば、審査の後にゲスト参加が認められるの」

「やりました！　皆さん、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします！」

　舞が万歳して飛び跳ねた。たわわな胸が揺れ、短いスカートが舞ってすべらかな太股が見えた。

　鬼塚さんが鼻の下を伸ばし、

「わかんねぇことあったら、何でも教えてやるよ」

　僕との扱いの差の、露ろ骨こつさよ。

　ともあれ舞の登場によって、鬼塚さんの怒りは雲うん散さん霧む消しようした。

　舞はツッチーさんにうながされ、僕の隣に座る。そして耳打ちしてきた。

「ピンチに登場。お助けＮＰＣです」

「ありがとう」

　彼女が来なかったら、鬼塚さんと激しくぶつかっていたかもしれない。最悪の放送研デビューになったはずだ。

　舞は照れくさそうに笑って、

「この前、私を助けてくれたじゃないですか。そのお返しですよ」

　ひそひそ話す僕たちを見て、高嶺先輩が細い首をかしげた。

「二人は知り合い？」

「そうです──私、月岡センパイとは、とっても仲良しなんです！」

　そして何を思ったか。

　舞が二の腕に、思い切り抱きついてきた、ぎゅうぎゅうと双丘が押しつけられ、僕の脳髄が瞬間沸騰する。

（え、えっ!?）

　舞を見ると、火花が出そうなほどの眼光を高嶺さんに向けている。

　まるで僕の所有権を主張するかのように……どういうつもりだろう。

　戸惑う僕、そして舞の前に、ツッチーさんが入会届と参加申請書を差し出してきた。

　僕たちはそれに記入して、高嶺さんに提出。

「はい。受理しました。これからよろしくね。月岡君、朝日奈さん」

　高嶺さんが白い手を伸ばしてくる。

　僕は少しためらったあと、それを握った。憧れの人の手の感触にボーッとしていると……

　それを舞がやや強引に奪いとった。

「よろしくお願いします！　ところで、高嶺さんってすっごくお綺麗ですよね」

　高嶺さんが「そんな」と首を横に振る。

　そして舞は、おそるおそる尋たずねた。

「か、彼氏さんとか……もちろんいらっしゃるんですよね？」

「いないわ」

　おお。これは僕と舞にとって朗報。

　僕が高嶺さんとつきあえて楽しければ、舞の『いっしょ至上主義』も証明されるのだから。

　だが舞は、なぜか愕がく然ぜんとした様子。「マジで……？」と固まっている。

　ツッチーさんが言った。

「遙花はモテるのにね～。今まで二十人以上の男子が、フラれて散っていったよ。サッカー部のエースやら、医学部の主席候補やら高スペックだらけだったんだけどね」

　舞が「へぇ～。それは落とすの不可能に近いですね～」とニヤニヤした。なんで喜ぶの？

　そのとき、再び放送室のドアが開いた。

「失礼します」「ちわーっす」

　聞き覚えのある声が二つ。

　入ってきたのは、先日できたばかりの友人──水無月葵。それにイケメンの光こう城じよう光みつ輝てるだった。もしかしてこの二人、放送研？

　葵が、小動物のようにこちらへ駆けてきて、

「草一じゃないか。どうして放送研にいるの？」

「今日入ったんだ」

「わぁあ！　嬉しいよ。一緒に頑張ろうね！」

　椅子の後ろから両手を回して、僕にしがみついてくる。相変わらずイイ匂いがするな、お前は。

　鬼塚さんが言う。

「んぁ？　水無月。月岡とは知り合いか？」

「はい、昨日友達になったんです」

「友達、ね」

　鬼塚さんがニヤリと笑い、後頭部に両手を当てて身体をそらした。

「あー、月岡は、あのことまだ知らねーのか」

　葵の可か憐れんな顔が、強こわばった。

（なんだ？）

　そのとき、高嶺さんが立ち上がった。

「月岡君と朝日奈さんのため、放送研について説明するわ」

　葵が、ほっと息をはく。

　高嶺さんは葵が困っているのを察し、説明にかこつけて空気を変えたのだろう。見事な気遣いだった。

　でも『あのこと』とは何だろう？

「放送研は、アナウンス班と技術班の二つに分かれているの」

　高嶺さんがホワイトボードに字を書いて、説明する。

　アナウンス班は学内放送のアナウンス、文化祭のＭＣ。それに映像作品でナレーターやインタビュアーを務めたりするらしい。

　技術班は、撮影や機材の操作などをする。それにラジオドラマを作る際は、脚本も担当するという。

「アナウンス班は私と鬼塚君。そのほか全員が技術班」

　確かに『陸奥大放送研チャンネル』の映像作品で司会をしていたのは、高嶺さんと鬼塚さんだけだった。

　光輝が頰ほお杖づえをついて、

「俺がカメラ撮影、葵が脚本、前橋さんが動画編集、ツッチーさんが……何もしてないっすね」

「アタシは彼氏といたいだけだからねぇ～」

　皆が笑った。しかし光輝、上級生のツッチーさんをイジって笑いをとるとはすごい。

　それに『ヴィズマ』で光輝と会ったとき、見覚えがあった理由がわかった。以前高嶺さんがグラウンドで取材していた際、撮影していたのが光輝だったのだ。

　高嶺さんが僕を見て、

「それで月岡くん。アナウンス班と技術班、どっちを希望する？」

　想像してみる。

　アナウンス班だと……高嶺さんみたいに動画配信サイトに出たり、さらにはミスコンの司会もするのか？

（いや無理だな）

　ちらりと舞を見てみたが、彼女はスッと目をそらした。自分で選べということだろうか。

　僕は決断する。

「技術班でお願いします。動画編集とかなら、できそうかなと」

　鬼塚さんが鼻で笑った。

「だよなー。お前、どう見ても裏方だし」

（この人、いちいち揶や揄ゆしないと死ぬ病気なの？）

　思わず言い返そうとした僕を見て、舞が手を上げた。

「私もアナウンスの練習やってみたいです。鬼塚さん、色々教えてくださいませんか」

「おぉ？　なんでも聞きなよ」

　鬼塚さんが瞬時に笑顔になる。その変わり身に僕は呆あきれつつも、

（……舞にまた助けられた）

　僕が怒ったら、空気を悪くしていただろう。

　そして高嶺さんも、僕をフォローしてくれる。

「月岡君。編集を前橋君にしっかり教わってね。動画のクオリティを決める、すごく大事なお仕事。期待しているわ」

（高嶺さんが、僕に期待）

　高こう揚ようのあまり、思わず「ひゃい」と声を裏返らせる。

　皆が笑う中、舞だけはスタジオの方を向いていて、顔が見えなかった。
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　その後、放送研は活動を切り上げて解散となった。

　僕は明日から活動できるが、学外の人間である舞は、審査のため少し時間がかかるらしい。

　先輩方や葵、光輝と別れたあと、舞と並んで夕暮れの講内を歩く。

　やはり舞の可愛さは目立つようで、すれ違う男子学生の二度見する確率が尋じん常じようじゃない。

　彼女は僕の前に回り込み、ニコッと笑う。

「センパイ、今日もクエスト達成できましたね、おめでとうございます」

「うん」

「放送研の人たち、いい人そうですね──」

　舞は苦いものを食べた子どものように、ウエッと舌を出して、

「鬼塚さん以外は」

　その様子に、僕は吹き出した。

　舞が足元の小石を蹴って、

「あの人、マウントとろうとしてる感がすごいですね」

「うん。君が来てくれなかったら、僕が言い返して口論になってたかもしれない……本当に、ありがとう」

　僕の礼に、舞は驚いたような顔をした。

　そして口くち許もとが嬉しそうに緩み、耳や頰がほんのりと染まっていく。

「セ、センパイに空気を変えるお手本を見せただけですよ。不利な状況になったら、多少強引にでもアクションを起こして空気を変えることが──」

　やたら早口で、べらべらと喋しやべる。彼女なりの照れ隠しなのかもしれない。

　微笑ましく見ていると、

「……あと皆の出身地とかは、覚えておいたほうがいいです。あとで会話のネタにできるかもしれませんし。聞いてますか？」

「あ、ああ！」

　僕は慌あわてて返事した。

「ならいいです……でもセンパイ。最後の最後に、ダメな選択しましたね」

「ん？　なんのこと？」

「アナウンス班に入れば、高嶺さんに練習を教わったりできたじゃないですか」

「あ、そうか」

「まだまだですねー」

　舞が回れ右をし、スカートがふわっと翻ひるがえった。

　歩いて行く小さな背中を見ながら、僕は思う。

（でも、なんで）

　放送室にいたとき、舞は『高嶺さんと一緒のアナウンス班にすべき』と伝えてこなかったのだろう？
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　私はセンパイの前を歩きながら、悩んでいた。

（……高嶺さん、間近で見たらいっそう綺麗だった）

　なのに彼氏がいないってどういうこと？

　しかも、センパイのことを歓迎しているようだった。

　私がセンパイに放送研に入ることを勧めたのは、失敗だったのでは？　『策さく士し策に溺れる』とはこのことだ。

（ていうか私、おつきあいした経験ないんだから、策士でもなんでもないよね……）

　でも『高嶺さんを落とすため放送研に』と言った以上、センパイに高嶺さんと仲良くするためのクエストを出さないわけにはいかないし……

　どうしよう。

　どうしたら、高嶺さんでなく私を見てもらえるのだろう。

　私は、起伏に満ちた自分の身体を見下ろした。ここだけは高嶺さんに勝ってる気がする。

（い、色仕掛けとか……どうかな？）

　我ながら迷走している気もするが、他にアイデアが浮かばない。思いついたことは、とにかくやってみよう。

（ああ、でも）

　少し前まではセンパイを導いていたつもりなのに、いつの間にか彼を追いかけるようになるとは。
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　放送研に入った日の夜。自宅アパート。

　僕はいつものようにノートＰＣに向かい、舞まいとテレビ電話をしていた。ただ今は、ＷＣＯではなく僕の作った数学の問題を、舞が解いている。先程メールで送って、彼女の家でプリントアウトしたものだ。

『この問題がちょっと難しいんですけど。ほら、ここですよ』

　僕は思わず、画面から目をそらしてしまった。

『センパイ、ちゃんと見てくださいよ』

「あーうん。そこね。第三問とよく見比べてみて」

『……あ、第五問って一見難しいけど、第三問を複雑にしただけなんですね』

「そうです」

　なぜ僕が挙きよ動どう不ふ審しんかというと。

　今の舞は風呂上がりでパジャマを着たまま、ベッドの上でうつぶせという体勢だからだ。

　頭にタオルをターバン状に巻いている姿が新鮮だし、大きく開いた襟えり元もとから、胸の谷間が見えるしで破壊力がすごい。なにこれ？　僕に女性の耐性をつけさせるためのクエスト？

　画面から目をそらしながら、

「あのせめて、もう少し胸元を閉じていただけませんか」

『あの』

　舞が頰ほおを染め、消え入りそうな声で言う。

『誰にでも見せるってわけじゃ……ないですよ』

　いつになくしおらしい姿に、ドキッとする。

（ま、まさか舞は僕を……）

　舞がベッドの上でひっくり返った。胸を弾はずませ、僕を逆さかさまに見てくる。

『なんちゃって。センパイみたいな陰キャラは、そーゆーの好きなんでしょ？』

　くっ。からかわれた。まあ好きなんだけど。

（そもそも舞は『ガウェイン』のことが好きだったはずだが、僕を実際に見て幻滅したはずだ）

　勘違いして、恥ずかしい。

『いつもと違う私で誘惑しようと思ったんですが、うまくいきませんね』

「また、からかおうとしてもムダだよ」

　舞が笑った。その顔が、なぜか少し寂しそうに見えた。




　舞が問題を解き、僕が答え合わせを終える。

　全問正解で、彼女は大喜びしていた。ベッドの上で飛び跳ねるので、胸が揺れまくる。

　僕は理性を総動員して目をそらしつつ、

「さて舞、高たか嶺みねさんを彼女にするための、次のクエストについて考えようか」

『……そうですね』

　舞が女の子座りになる。なぜか、気が進まなそうな声で、

『高嶺さんがラスボスだとして、ＲＰＧなどにおいて敵を攻略するためには？』

「レベル上げ」

『それは今もやってますね。『声』とか『笑顔』などのトレーニングは順調にきてますし……レベル上げ以外に、敵の攻略法といえば？』

　僕は少し考えたあと、

「敵の情報を集める」

『そうです。次のクエストは『放送研の誰かと話して、高嶺さん攻略の糸口をつかむ』です。コミュニケーションの練習にもなりますしね……葵あおいさんか、光こう城じようさんあたりが適任でしょうか』

　なるほど、その情報を使えば高嶺さんとの距離を縮められるかもしれない。

（葵といえば）

　ひとつ引っかかることがあったので、舞に尋たずねてみる。

「あのさ、今日放送室に、葵が入ってきたよね。そのあと彼が僕のことを『友達です』と説明すると、鬼おに塚づかさんが『月つき岡おかは、あのことまだ知らねーのか』と言った」

「あ、はい」

「その一言で、なんか妙な空気になったよね。あれはなんだったんだろう」

　舞が細い首をひねる。わからないようだった。

　テレビ電話を終えたあと、静かになった部屋で、僕はスマホを手に取る。

『高嶺さんについて知る』クエストのため、葵に会う約束をしないと。

　でも僕が、葵について知らないことって一体……

（放送研の皆は知っているようだったけれど）

　悩んでいると、スマホが鳴った。当の葵から、ＲＩＮＥメッセージが来ている。

『明日、いっしょにお昼食べないか。大事な話があるんだ』
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　翌日──火曜の陸む奥つ大だい学がく。昼休み。

　受講している講義は午前のみなので、あとは昼食をとって放送研に行くだけだ。

　僕はまず中庭へ向かった。たくさんの人がいて、賑にぎやかだ。

　待ち合わせ場所の、花か壇だんの側に行くと……

　葵が、シートの上に胡座あぐらをかいていた。僕に気付くと笑って、小さな手を振ってくる。

　傍かたわらには大きな弁当箱が置かれている。昨夜ＲＩＮＥしたとき、葵が『お弁当作るよ』と言ってくれたのだ。

　靴を脱いでシートに座る。葵は弁当箱のふたを開け、いつものハスキーボイスで言った。

「お口に合えばいいんだけど」

　太巻き、唐揚げ、出汁巻き卵、お浸し、筑ちく前ぜん煮にが入っていた。

　それを葵が紙皿に盛り付け、水すい筒とうからお茶も注いでくれた。

　いただきます、と言ってから、まず太巻きを食べてみる。

「うまっ」

　具はかんぴょう、キュウリ、桜でんぶ、干ほし椎しい茸たけなど。これを綺麗に太巻きにするのって相当難しいはずだ。他のおかずも、びっくりするほど美味しい。僕も大学に入ってから料理をよく作るが、これはケタ違いだ。

「よかった。親からみっちり仕込まれたからね」

　男が親から料理を仕込まれる、というのは少し珍しい。料亭の息子か何かだろうか。

　僕たちはそれから、とりとめのないことを話した。『大事な話』をすることを、少しでも先送りにしたい──二人の間で、そんな暗黙の了解ができていたのだろう。

　だがやがて雑談が止まったとき。

　居住まいを正して、葵が切り出してきた。

「で、昨日ＲＩＮＥで伝えた『大事な話』なんだけど」

（きた）

　葵は、怯おびえと緊張が入り交じった表情で、

「君と友達になれて嬉しいと思ってる。だから言うのが怖いんだけど……」

　そして葵は。

　いつものハスキーボイスではなく、綺麗なソプラノで言った。

「ボク、実は女なんだ」

　え？

　じゃあ僕はボーイッシュな女の子を、男と勘違いしてたのか？

　それは申し訳ないことをした──と思った瞬間、

「身体は女性だけど、心は男」

「？」

「性せい同どう一いつ性せい障しよう害がい、ってヤツなんだ……知ってる？」

　僕は慌あわてて、新聞などで聞きかじった知識を想そう起きする。

「ええと『精神的な性』と『肉体的な性』が一致しないこと、だったかな」

　葵はうなずいて、遠くを見つめた。

「高校までは普通に女子として暮らしてたんだけどね……きつかった。『戦隊シリーズグッズが欲しい』というと親から激怒されたし、制服のスカートも『女じよ装そう』してるみたいで嫌だった」

　小さな手をギュッと握って、

「ウチは代々続く国会議員の家で、すごーい保守的だから親に相談もできない。それどころかパーティにドレスを着て連れていかれて、他の議員の息子と顔合わせ。親同士で縁えん談だんを始めるわ、議員の息子はボクを嘗なめるように見てくるわ、身の毛がよだつとはこのことだよ」

　家族に悩みを打ち明けられず、ため込んできたらしい。

「で、厳しい親元を離れた大学からは」

　葵は己の両手を広げて、

「こうして、男の格好をしはじめたんだ。ナベシャツを着たりして」

「ナ、ナベシャツ？」

「胸の膨らみをつぶすためのシャツだよ。こう見えてもボクはＤカップあるからね」

　反射的に葵の胸元を見たが、慌ててそらす。

（……生まれて初めてできた友人が、超可愛い女の子。しかも性同一性障害……）

　僕のコミュ力では荷が重すぎる。

　舞に聞いた会話のコツ『共通の話題によるキャッチボール』ができるはずがない。『角度』をつけて盛り上げるべきときでもない。

（いや、そういうコツ今いらないだろ）

　葵は真剣に思いを吐と露ろしている。ならば僕も真しん摯しに聞くしかない。

「葵がそういう人だって、放送研のみんなは知ってるんだよね？」

「うん、入部したときに話した」

　鬼塚さんの『月岡、まだ知らねーのか』は、そういうわけか。

「できれば誰にも知られずに、大学生活を送りたかったけれど」

「……なぜカミングアウトしてまで、放送研に入ったの？」

「ボクは──」

　いつもは優しい瞳に、強い意志を込めて、

「いずれは性同一性障害についてのドキュメンタリーを作りたいんだ。世間の理解をもっと深めたいし、映像を見たボクと同じ悩みを持った人たちに、勇気を持ってもらえるような」

　高嶺さん目当てで入った僕と、なんという違いだろう。

「ボクの話は以上……どう思った？」

　葵は裁判を待つ被告人のように、怯えた目でこちらを見ている。何一つ悪くないのに。

（……何て言えば、いいんだろう）

『気にしない』とか『これからは個人の性的指向を尊重する時代だ』とか言うのは簡単だけど、コメンテーターからの借り物みたいで、しっくりこない。

　感じたことを、そのまま言うことにした。

「あのさ葵、僕は生まれて初めての友達が、君なんだ」

「う、生まれて初めて!?」

「ああ。僕は一人が好きだからね。でも──」

　舞や葵と出会えたことで、『誰かといることも楽しい』と知ることができた。

「それは、葵が素敵な人だからだよ。僕が転んだとき手をさしのべ、笑ったヤツらを怒ってくれた。話しても楽しい。君と友達になれてよかったと思う」

「……」

「今日の話を聞いてもそれは、何一つかわらない。それどころか『ドキュメンタリーで世間を変える』なんて聞いて、その気持ちが余計に強まったくらいだ」

　葵の強こわばっていた表情が、ほころんでいく。

「良かったぁ……草そう一いちに受け入れてもらえて」

　僕の頰に、口くち許もとを近づけてきて、

「大事なお願いがあるんだ。耳を貸して」

　なんだろう。

　緊張しつつ、言われた通りにする。

　そして葵は、きわめて真剣な口調でささやいた。

「今度、エロＤＶＤ貸してくれない？」

　僕は吹き出した。それから葵と、顔を見合わせて笑いあった。
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　ひとしきり二人で笑ったあと、葵から更に話を聞いた。

「え、葵、高校のとき彼女いたの？」

「うん。後輩に告られてね。二人で夜行バス使って、千葉にある夢の国へ行ったり、楽しかったよ」

「夢の国か。僕も夜行バスを使って一人で行ったことあるよ」

「うん、あそこ楽しいよね……って、一人で行ったの!?」

　僕なりに夢の国を楽しんでいたのだが、近くにいたカップルに『あいつ一人？　すげえウケる』と笑われた。

「そのとき僕は知ったんだ。あそこは『夢の国』といいつつも、受け入れてくれるのはカップルだけなのだと」

「うーん……」

　苦笑いする葵に、僕は尋ねる。

「で、彼女さんとはどうなったの？」

「数ヶ月付き合ったあと『やっぱり男の人がいいです』と別れを告げられた。あれはキツかった。『ボクは男じゃないのかよ』と」

　葵は悲しげにうつむく。やはり様々な苦労があるのだろう。

　元気づける言葉を考えていると、

「でもそのすぐ後、また違う子に告白されて付き合ったけどさ。いやぁ、あの子も可愛かったな～」

　……僕が元気づけるまでもなかった。

　それから色々話したあと、僕はクエスト『放送研の誰かと話して、高嶺さん攻略の糸口をつかむ』を達成すべく、切り出した。

「あのさ、高嶺先輩について教え……」

　そこまで言って、ハッとする。

　これでは高嶺さんに気があるのが見え見え。せめて『放送研の人たちについて教えて』と言うべきだった。

　案の定、葵がイタズラっぽく笑って、

「あっ、やっぱり高嶺さん気になる？　すっごい美人だもんね」

「そ、そんなんじゃない！　ただ放送研の皆について知りたいから、まずは部長の高嶺さんについて……」

　お茶を飲んで誤ご魔ま化かしていると、

「あ、そういえばこないだ、高嶺さんとデートしたんだけど」

「!?」

　お茶を吹きそうになった。

「はは、噓だよ。やっぱり気になってるんじゃないか」

　完全に見透かされている。

　葵は得意げに人差し指を立てて、

「では教えてあげよう。高嶺さんはすごく『頼られたがり』なんだ」

「？」

「以前、高嶺さんに男声を出す方法を相談したら、一緒にトレーニングメニューを考えてくれたんだ。とてもやりがいに溢あふれた感じでね」

　葵のハスキーボイスは、それが理由だったらしい。

「誰だって、自分が必要とされると嬉しいものだ。でも高嶺さんはその傾向がかなり強いと思う。あくまでボクの独断ではあるけれど」

（頼られたがり、か）

　なら悩みなどを相談すれば、高嶺さんは熱心に聞いてくれるかもしれない。

「草一は、今日もう授業ないんだよね？　高嶺さんもそうだから、午後から部室行けば二人きりのチャンスだよ」

『火曜の午後は二人きりになれる』。これも攻略のための情報になるだろう。

　それから葵は、他の放送研メンバーについても教えてくれた。

　光みつ輝てるは車が趣味で、国産スポーツカーのテンサーエボリューション──テンエボに乗っていること。

　そのため光輝は、自動車部と掛け持ちしている鬼塚さんと話が合うらしい。

　前まえ橋ばしさんとツッチーさんのカップルは、なんと大学内でもエロいことをしているという。

　使われていない教室、屋上の死角……

　なんと放送室でＨしたこともあって、そのときは高嶺さんがキレて一時間も説教したそうだ。

「が、学内でえっちなことするなんて、あの人たち半はん端ぱじゃないよ」

　それを頰を染めて言う、葵の可憐さも半端ない。心は男なんだから、ドキドキしちゃいけないんだけど……

　それから弁当を食べ終え、二人で片付けをしていると。

　中庭の向こうから光輝がやってきた。あちこちの女子から声をかけられ、笑顔を返している。リア充感すげえな。

「おぅ葵、そろそろ授業いこーぜ」

「了解……ああ、草一は受け入れてくれたよ」

[image: ]

「だから大丈夫だって言っただろ。俺の目に狂いはないのさ」

　光輝は僕を見ながら、葵を指さして、

「葵のヤツ、昨日俺に電話してきて『大丈夫かなぁ、草一に嫌われないかなぁ』って半泣きだったからな」

「……バラすなよ」

　葵が、光輝に軽くパンチしたあと、

「ところで光輝。草一はこれから、部室にいる高嶺さんのもとへ突撃するらしいよ」

「ほー、お前『陸奥大の女神』狙い？　チャレンジャーだなぁ……」

　光輝は感心したようにうなずき、

「舞ちゃんも気の毒になぁ」

（え、どういうこと？）

　まさか舞が、僕に気があると思ってるのか？

（いやいや、ないない）

　光輝はさっき『俺の目に狂いはない』って言ってたけど、そういうわけでもないみたいだ。
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　葵、光輝と別れ、放送室へ向かう。

　高嶺さんと二人きりなんて、カツアゲから助けられたとき以来だ。

　もちろん嬉しいけれど、それ以上に緊張する。

　そもそも、今日のクエスト『高嶺先輩攻略の糸口を得る』は達成したのだ。このままアパートに帰っても舞は褒ほめてくれるだろう。

（でも……目標を自主的に立てられないと、いつまでも成長できない）

　よし、自分でクエストを決めよう。

『葵から得た情報で、高嶺さんとの距離を縮める』

　これだ。

　頭頂部の髪を引っ張って、不安で曲がっていた背中を伸ばす。

　大学の本館に入り、放送室のズッシリした扉を引く。

　──瞬間。




「ひらがなをもって『ういろう』と記しるせしは──」




　清らかに澄すみきった大きな声が、僕の全身を打った。

　部屋の中央で高嶺さんが一人、お腹に両手を当てて、古文のようなものを暗あん誦しようしている。

　おそるおそる近づいていくが、全く気付かれない。すごい集中力。

「……書しよ写しや山ざんの社しや僧そう正じよう。粉こ米ごめのなまがみ、粉米のなまがみ、こん粉米の小こ生なまがみ……」

　意味はよくわからない。だが一言一言に感情がこもっていて、抑よく揚よう、リズムがとても心地良い。舌が絡からまりそうな言葉ばかりなのに、一切嚙かむことはない。

　それから高嶺さんは五分近くも、暗誦を続けた。

「……ご照しよう覧らんあれと、ホホ敬うやまって、ういろうは、いらっしゃりませぬか」

　ふうっ、と息を吐いて、おそるおそる腕時計を見る。

「よし、嚙まずに言い切れた。タイムは……？」

　その瞬間、会心の笑みを浮かべた。

　両拳こぶしを突き上げ、ウイニングランのようにテーブルの周りをぐるぐる回る。

「高嶺遙花選手、新記録です。やりました─────」

　呆然とする僕。

　高嶺さんはピタッと止まった。そして壊れたロボットのように、ぎこちなく首を回してこちらを向く。

　艶つややかな黒髪を手で整え……

「月岡君、こんにちは」

（なかったことにした！）

　高嶺さんは澄ました顔をしているが、耳まで真っ赤だ。ガッツポーズには触れない方がいいだろう。

「こんにちは。古文を暗誦していたんですか？」

「えっ、暗誦のときからいたの？」

　高嶺さんはテーブルに両手をついて、うなだれた。

「やはり……全部見られていたのね……」

　しまった。古文のことを言ったら『ガッツポーズ全部見てました』と言うのと同じだ。

「誰にも言いませんから」

「ほんとう？」

　不安げな上目遣いが、超可愛い。

「……あのね。さっきのは『外うい郎ろう売うり』。声優やアナウンサーの研修でも使われるほど、滑かつ舌ぜつや発声の練習に不可欠な文章」

　高嶺さんは本棚からホチキス留めされた紙をとり、僕に渡してくれる。

　Ａ４数枚に、古文が書かれていた。これが『外郎売り』らしい。

「放送研の全員、これを読んで練習してるんですか？」

「いいえ、アナウンス班の私だけ」

「あれ？　鬼塚さんもアナウンス班では」

　高嶺さんが、腕組みしながら嘆息して、

「鬼塚君は、最初は熱心だったけれど……すぐに飽きて、今は滑舌の練習をほとんどしないの。困ったものだわ」

（あれ？）

　高校のとき、高嶺さんは主将として陸上部を引っ張っていた。

　口数は少ないけれど、誰よりも激しく練習することで、部員たちを鼓舞する。遠目に見ても、部の緊張感が伝わってきた。

　だが放送研の部長である今は、部員の怠慢を『困ったものだわ』で済ませている。『彼氏がいるから入っただけ』と公言するツッチーさんがいるように、空気もゆるい。少し違和感がある。

（でもこれで、鬼塚さんが司会してた動画で、声が聞きとりづらかった理由がわかった）

　単純に練習量が少なかったのだ。鬼塚さんは、高嶺さん目当てにアナウンス班になっただけかも。

「月岡君は技術班で、編集希望だったわね？　だったら『外郎売り』はやらなくていいわね」

　僕は『外郎売り』の紙を返そうとしたが──

　舞と、葵の言葉が脳裏をよぎる。




『会話の基本は共通の話題によるキャッチボール』

『高嶺さんは、すごく『頼られたがり』なんだ』




　僕には高嶺さんとの『共通の話題』にできる、悩みがある。

　思い切ってボールを投げてみよう。

「あの」

　高嶺さんが細い首をかしげ、大きな瞳を向けてきた。

　その綺麗さに少し気け圧おされつつ、

「僕、志望はあくまで編集ですけど──声に張りがないのが悩みなんです。知人に指摘されて、改善するよう練習してるんですが」

「どんな練習？」

「自分の好きな文章を、大声で一日二十分朗ろう読どくすることです。『インビクタス』とか、よく読んでます」

「『インビクタス』！　あれは素晴らしい詩ね。『私を覆う漆黒の夜　鉄格子に潜む奈落の闇──』」

　意外なところで意気投合できた。

　高嶺さんと詩について少し語り合ったあと、紙を示して、

「この『外郎売り』。滑舌や発声の練習に使われるといいましたけど、僕がやっても効果があるでしょうか」

「ええ」

「では、僕に教えていただけませんか」

　頭を下げる。『頼られたがり』なら、乗ってくるはずだ。

　……だが、返事がこない。

（アナウンス班でもないのに、頼むなんて変に思われたかな）

　そう思ったとき──僕の両肩に手が乗せられた。

　顔をあげると、高嶺さんが鼻がつきそうな距離にいた。僕の全身が硬直した。

　高嶺さんは頰を紅潮させ、目を爛らん々らんと輝かせている。

「もちろん！　私が手取り足取り教えてあげる」

『頼られたがり』という性格をうまく突くことができた。ＲＰＧでいうとクリティカルヒットだ。





　　　　●






　高嶺さんは僕を、大きなガラス窓がついた壁で仕切られた、スタジオの中に案内してくれた。

　マイクがいくつか設置されている。ここで録音や放送をするのだろう。

　高嶺さんが僕の隣に立って、

「では私が手本として読むから続いて。『拙せつ者しや親方と申すは──』」

「せ、『拙者親方と申すは──』」

　高嶺さんがいきなり、僕の下腹部を掌てのひらで触ってきた。

（わわっ）

「ここ。おヘソから十センチくらい下。丹たん田でんを意識して」

　好きな人が、僕のデリケートゾーンに──って、真面目に教えてくれているんだ。しっかりやらないと。

　深呼吸して落ち着こう、とスーハーしたら、高嶺さんの良い匂いを吸い込んで一層テンパる。ドツボだ。

「ではいきましょう。繻しゆ子すひじゅす、繻子、繻しゆ珍ちん」

「しゅしゅひじゅちゅ、しゅしゅ、しゅちん」

「親かへえ子かへえ、子かへえ親かへえ」

「親おやはへえへえ子はへえ、こはへえこはへえ」

　……たっぷり二十分ほどかかって、『外郎売り』を音読し終えた。

　あまりのダメさに冷や汗がでる。朗読を日課にしているから、少しは自信があったんだけど……。

　なにせ、この『外郎売り』。嫌がらせかと思うくらい音読するのが難しい。

「すみません」

「初めは誰でもそんなもの。私だって放送研に入ったばかりの頃は、何度も舌を嚙んだし」

　そういえば、高嶺さんは高校時代は口数が少なかったらしい。僕を助けてくれた日も、ぼそぼそと喋しやべっていた。

　そんな人が、ここまで声を出せるようになったのだ。相当練習したのだろう。

「でも月岡君、声はしっかり出ているわ。ふだんの朗読の効果が出ているのでしょうね。姿勢もそれほど悪くないし、それが声せい量りようにも繋つながっている」

　レベルアップを褒ほめられて、喜んでいると、

「でも貴方の姿勢のよさは、やや不自然ね。無理に力を入れている感じ」

「『姿勢がくずれてるな』って思ったら頭頂部の髪を引っ張って『空から背骨を引っ張られてるイメージ』で修正しているんです」

　高嶺さんは興味深そうにうなずき、

「なるほど。でもそれだと、背中に余計な力も入ってしまうの。自然に姿勢を良くしたいのなら、体たい幹かんを鍛えるのが効果的。そうすると声量も増えるし」

　体幹を鍛えると、僕の課題である姿勢が改善され、声量も増える。

　一いつ石せき二に鳥ちようではないか。

「体幹は、どうすれば鍛えられるんですか」

「では筋トレ『バックエクステンション』を教えましょう」

　高嶺さんが、突然うつぶせになった。

『服が汚れる』と思ったが、それが気にならないほど指導に熱が入っているようだ。

　両手を後頭部に当てる。

　それから──頭と脚を上げ、海老反りになった。

「このまま三秒キープ」

　高嶺さんのシャツの襟えりがたわんで、胸元がちらりと見える。

　思わず目をそらすと、

「私を見なさい」

「は、はい」

「そして海老反りの状態から、ゆっくりと、うつぶせに戻る……これを十回ね」

　言われた通りやってみる。

　最初は楽だったが。五回目を過ぎたあたりから、急激にきつくなる。十回を終えると、腹筋がぴくぴく痙けい攣れんしていた。

（きっつい……でも終わった）

「十秒休憩の後、あと二セット」

「え」

「終わったら『プランク』と『デッドリフト』を教えるわ。これも体幹を効率よく鍛えられるの。ファイト月岡君！」

　熱血スイッチが入っている。一緒にトレーニングできるのは嬉しいけど、僕の身体はもつだろうか。
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　筋トレは続く。運動不足の身には滅め茶ちや苦く茶ちやきついが、隣で好きな女性が倍以上のメニューをこなしているのだ。弱よわ音ねは吐けない。

　ガラスの向こうを見ると、放送研の面々がいつのまにかいた。

　鬼塚さんは光輝と談笑し、ツッチーさんと前橋さんはお菓子を食べさせあってイチャついている。

　葵だけが、熱心にノートに何か書き込んでいる。

　全体的にはゆるい雰ふん囲い気き。高嶺さんが高校のとき率いていた陸上部とは、かなり違う。

　なぜだろう、と思う暇もなく、僕は筋トレをこなし続ける。

　メニューを終える頃には全身が痙攣し、起き上がることもできなかった。

「ご、ごめんなさい。やりすぎたわ」

　息も絶え絶えな僕の隣に、高嶺さんが正座した。

　そして不安げに──捨てられた子猫みたいに見つめてくる。彼女らしからぬ姿に、ドキッとする。

「放送研、やめたりしない？」

「まさか」

「良かったぁ……」

　心から安心したように、形のいい胸に手を当てる。嬉しいけれど、少し過剰な反応。

「そういえば月岡君。こうして二人きりで話すの、手を繫いで走ったとき以来ね」

　僕が四人の不良に絡まれて、金を要求されたときだ。

　高嶺さんが人差し指を立てて、お姉さんっぽい口調で、

「あのね、気をつけなきゃダメよ。あのとき私が通りかからなかったら、どうなっていたと思うの？」

「あいつらの自転車の防犯登録番号を暗記していたので、警察に『この番号のヤツらに強ごう盗とうされました』と届けていたと思います」

「なかなか逞たくましいわね……」

『カツアゲ』というと犯罪感が薄れるが、要は『強盗』である。立派な犯罪なので、普通に警察に相談するのが最良。

「でも月岡君、あのとき泣いていたでしょう」

（ああ、高嶺さんに嫌いなコーヒーを渡され、我慢して飲んで涙ぐんだときか）

　高嶺さんは吐き捨てるように、

「私ああいう風に、徒と党とうを組んで誰かを泣かせる人は大っ嫌い」

　少し勘違いしている。

　舞に教わった『角度』をつけてみよう。

「いや、あの涙は、苦手なコーヒーを飲んだからで……」

「じゃあ泣かせたのって、私!?」

　ええ～……と高嶺さんが頭を抱える。

　僕は慰なぐさめるべく、こう言った。

「高嶺さんは、徒党を組んで泣かせたわけじゃないでしょう」

「そういうことじゃないでしょっ」

　高嶺さんが笑顔で、僕をかるく叩いてくる。

　可愛いなー、こういう一面もあるんだなー、と思ったとき。

　鋭い視線を感じた。

　ガラス窓の向こうから鬼塚さんが『てめぇ高嶺に近づくな』って感じで睨にらんでいる。

　だが言うことを聞く筋合いもないので、そのまま高嶺さんと過ごした。すげぇ幸せな時間だった。
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　高嶺さんとの練習を終えたあとは、前橋さんにパソコンで動画編集の方法を教わった。

（いつか葵が作る、性同一性障害のドキュメンタリーに役立てたいからな）

　字幕や、画面効果の付け方などを学んだ。

　その後、放送研の皆で雑談が始まったが、とりとめのない感じだったので一人で先に帰宅した。

　アパートで本を読んだり、ＷＣＯのソロプレイで遊んだりしていると、舞がログインしてきた。

　いつもどおり、テレビ電話で会話する。

　制服姿の舞が、椅い子すにふんぞり返りながら言った。

『では今日のクエストの報告を頼む。月岡君』

「上司か」

　僕は軽く突っ込む。

『あはは、すみません──クエストは『葵さんか光城さんから、高嶺さん攻略の糸口をつかむ』ことでしたけど、何か使えそうな情報はありました？』

「あ、その前に」

　僕は葵の性同一性障害について話した。本人から、舞に話す許可は貰ってある。

　舞は驚いていたが、きっと彼女なら葵とうまくつきあえるだろう。

　続いて、葵が高嶺さんを『頼られたがり』『人に必要とされると喜ぶ傾向が強い』と評したことも言う。

　舞は興味深そうにうなずいた。

『じゃあクエスト達成ですね。おめでとうございます』

　そして頰杖をつき、なぜか物もの憂うげに、

『……では明日のクエストは、高嶺さんの『頼られたがり』という性格を突いて、距離を縮め……』

「それ、もうしたよ」

『えっ』

　驚く舞が見られた。なんか嬉しい。

『で、でもどうせ、上手くいかなかったんでしょ？』

　なぜか舞は、失敗を期待するように言う。

　僕は説明した──高嶺さんに声などの悩みを相談すると、親身になって指導してくれたことなどを。

「『共通の話題』や『角度』など、舞に聞いた会話のコツを応用させてもらったよ。結構仲良くなれたと思う」

『セ、センパイのポテンシャルが、私の想像を超えてくる…………放送研に入ってもらったのは、やはり失敗だった…………？』

　声の後半は、ぼそぼそして聞こえなかった。あれほど舞は『声の張りが大事』と言っていたのに。

　僕は上機嫌に続ける。

「高嶺さんと過ごす時間は素晴らしいね。僕の『ひとり至上主義』も少しグラつくほどだよ」

『……ふーん。そうですかぁ～』

　舞が唇くちびるをとがらせる。

　なぜ自説が証明されかかっているのに、不機嫌なのだろう。

　もしかして、光輝が言ってたように……

「僕が高嶺先輩と仲良くなって、嫉しつ妬としてる？」

『……してますよ』

　舞が僕を、真っ直ぐに見つめてきた。

『……センパイ、これから真剣な話をします』

　覚悟と、恐怖が入り交じった表情だ。まるで性同一性障害をカミングアウトしたときの、葵のように……

　固かた唾ずを呑んで、次の言葉を待つ。

『なぜ私が、嫉妬しているかというと、あ、貴方が』

「？」

『月岡草一さんのことが、男性として好きだから……！』

　マジで!?

　でも。僕は高嶺さんが好きだし……と思って目をそらす。

　すると慌てて舞が続けた。

『──とかではなく、兄がカノジョできそうになったときも、嫉妬してしまいましたしー！』

　そうか、やはり僕を兄と重ねているんだ。

　僕は苦笑して、

「冗談を言うとは、人が悪い」

『あはは！　本気にしちゃいましたー!?』

　しちゃいましたよ。

　僕は対人経験値が少ないから、冗談かどうかのニュアンスがイマイチわからないんだから。

　舞はひとしきり笑ったあと、胸に手を当てて何度も深呼吸。

『……で、センパイ。他に放送研ではどんな活動を？』

「編集とか教えてもらったあと、メンバー全員で、放送研とは関係のない雑談が始まったので帰った」

『ひ、一人で先に帰ったんですか？　マイペースな……』

「だって鬼塚さんの車がどーしたとか、ツッチーさんと前橋さんがどこにデートに行ったとか、ぜんぜん興味ないもん。だったら帰って本でも読んだほうが有意義だ」

『鬼塚さんあたりから『空気読まないヤツ』って思われますよ』

「かまわない」

　それくらいで嫌われるのなら、別にいい。

　多数の意見を忖そん度たくして振る舞うのが『空気を読めるヤツ』なら、別になりたくない。そういう『空気を読めるヤツ』が、企業や国の不ふ祥しよう事じの隠いん蔽ぺいに荷か担たんするのではないかと思う。

　舞は『そういう負の一面もありそうですけど』と苦笑しつつ、

『でも少しもったいないですよ。多人数での会話は、少人数との会話とは違う楽しさがあるんですから。是ぜ非ひセンパイにも知ってもらいたいですね』

「ほう？」

　僕は目を輝かせる。

　舞が『楽しい』と言うことは信頼できる。おかげで葵とも友達になれたのだから。

「どこが楽しいの？」

『一人一人が発言するごとに、複雑に状況が変わります。そこで何を言うか──己の判断力・センスが問われるわけです』

　なるほど、と僕はうなずき、

「リアルタイムで行われるＦＰＳや、ストラテジーゲームみたいだね」

『あっ。それ『相手が言ったことに、適切な例を出す』ですね。素晴らしいっ』

　以前舞に教わった『貴方の言ったことを理解していますよ』というサインだ。教わったことがしっかり血肉になっている。

「舞の話を聞いて、多人数の会話に興味が出てきた」

『おっ。いいですね。ではどうすればいいか、攻略法をお教えしましょう』

「うん。そうすれば高嶺さんとも、更に仲良くなれるかもしれないし」

『……』

　舞が頭を両手で抱え、机に突つっ伏ぷした。

「ど、どうしたの？」

『また私、墓穴……アホすぎる……』

　またも張りのない声。そして舞は『攻略法はまた今度……』とログアウトした。

「舞……」

　僕が高嶺さんと仲良くすると、兄の『サトシ』に彼女ができたときみたいに寂しくなる──

　それが本当にイヤなんだな。

　僕をお兄ちゃんと重ねるほど、慕ってくれてるってことか。なんか嬉しい。
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　高たか嶺みねさんと練習した翌朝から、僕に新たな日課が加わった。

　アパートで防音マスクをつけて朗ろう読どくをしたあと、『外うい郎ろう売うり』を読む。

「拙せつ者しや親方と申すは──……」

　何度もつっかえるが、二十分ほどかけて何とか読み終えた。

　続いて教わった筋トレ『バックエクステンション』と『プランク』、『デッドリフト』をする。

　外郎売りと筋トレを続けることで、僕の『声』と『姿勢』はさらに改善していくだろう。ＲＰＧでステータスを伸ばすみたいで楽しい。

（さて大学行くか）

　何となくつけていたテレビを消そうとしたとき、ニュースの映像が目に飛び込んできた。

　川原で若者たちが鍋を囲んでいる。そしてアナウンサーが、

『ここ広ひろ瀬せ川がわのそばでは、宮城の秋の風ふう物ぶつ詩しである芋いも煮にが……』

　芋煮。

　宮城と山形の名物の汁物だ。

　それぞれ味付けは異なるが、我が宮城県の芋煮は『豚汁に里芋を入れたもの』を想像すればいい。これを仲間たちと川原で食うのが、宮城のレジャーの定番だ。

　高校のとき一人でやってたら、同じ学校の教師たちもそこで芋煮をやっていて『寂さびしいだろう？　一緒にやろう！』と引っ張りこまれ、可か哀わい想そうな子扱いされた。

（ものすごい、余計なお世話だったな……）

　そんなことを思い出しながら、僕は押し入れを開けて『あるもの』を準備し、大学へ向かった。
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　講義を終え、葵あおいと合流する。

　大学本館へ入ったが、放送室へ行く前に、葵を人気のない階段の陰へ連れていく。

　小動物のように、首をかしげて見上げてくる葵。

　僕はデイパックから黒いビニール袋を取って差し出した。

「……ほら」

「え？」

「昨日『貸してくれ』って言ってたろ。エロＤＶＤだよ」

　お気に入りを三枚ほど持ってきた。

　葵は袋の中を一いち瞥べつして、笑った。

「お、草そう一いち、イイ趣味してるじゃん」

　ありがとう、と僕はよくわからない返事をする。

「今度、ボクんちで鑑かん賞しよう会かいしない？」

　心は男だが、身体は美少女とエロＤＶＤを見る……状況が複雑すぎるが、妙な気持ちになることは間違いない。

「イヤかな？」

　不安げな上うわ目め遣づかいで見てくる葵。ぞくっとするほど色っぽい。

「そんなことはない」

「やった！　じゃあ泊まっていきなよ」

（お、お泊まり？）

　隣で葵が寝息を立ててたら、僕は理性を保てるのか？　一体どうすれば──

「こんにちはセンパイ！　葵さん！」

　いきなりの舞まいの声に、文字通り飛び上がった。

　振り返ると彼女が、人なつっこい笑みを浮かべている。制服姿だが、大学に来たためか、いつもよりカッチリと着こなしている。

（まずい）

　今はエロＤＶＤのやりとりの最さい中ちゆうなのだ。中には、どことなく舞に似たギャル女優のものもあるし……

　だが、葵は微み塵じんも動どう揺ようせず、

「やあ舞ちゃん、来たんだね。参加申請書が大学に受理されたの？」

「はい！　『審査が通った』って、高嶺さんからメールが来ました……ところで今お二人、何してたんですか？」

「草一から、オススメのＤＶＤを借りたんだけど」

「へー、どんなのですか？」

　袋を見る舞に、葵がきっぱりと告げる。

「舞ちゃんに似た女優が、出てくる作品もあるよ」

（おぉい!?）

　なぜ言う？

「へ、へー……センパイは、私に似た女優が出てくる映画が、お気に入りなんですか……」

　なぜか舞は、まんざらでもない様子。頰ほおを染め、後ろ手になって太ふと股ももをすりあわせている。

「ちょっと見せてください」

「ダメだ。絶対見せない」

　僕がそう言うと、舞はあっさりと諦めた。

　そして足取り軽く歩いて行く。ご機嫌さを示すように栗色の髪がふわふわ揺れている。

　葵が僕にウインクしてきた。

（……なるほど）

　僕が単にＤＶＤを隠したら、舞は『怪あやしい』と思うだろう。エロＤＶＤと悟さとられるかもしれない。

　だがこの流れで隠すと『舞に似た女優の映画を持っているから、見られるのが恥ずかしい』という風に見える。

（葵、可愛い顔をして策士だな）

　感心しながら、三人で放送室のドアを開ける。

「失礼しまー……」

「あっえっいっうっえっおっあっ！」

　今日も高嶺さんが一人、丹たん田でんに両手を当てて、発声練習をしていた。

　僕たちが挨あい拶さつすると、高嶺さんは「お疲れ様」と微笑ほほえみかけてきた。

　そしてストレッチをしつつ、チラチラ僕を見てくる。目が合うと、慌あわててそらす。

「あの高嶺さん、今日も発声のご指導お願いしていいですか」

「──！」

　高嶺さんは、心から安心したように破は顔がんした。昨日厳しくしたから、僕が発声練習をやめると思ったのかな？

「もちろん！　では今日は、舌の体操をしましょう」

　舌の筋肉を鍛えることで、滑かつ舌ぜつをよくできるそうだ。

「まず舌を出してみて。こんな風に。べー」

「べ……べー」

　舌を出した高嶺さんと、間近で見つめ合う。妙な状況だ。高嶺さんの濡れた舌が悩ましい。

「ろろらららんりゅーりょー」

「？」

　高嶺さんは舌を引っ込めた。

　そして前髪をいじりながら、恥じらうように窓の外を見て、

「……『そのまま三十秒』って言ったの。舌を出す前に言うべきだった」

　やはり高嶺さん、少し天然……ほっこりしていると、視線に気付いた。

　舞が、ジーッと僕たちを見ている。

（練習法を学ぼうとしてるのかな？　熱心だなぁ）

　その後、舌の体操法を教わった。上下左右に三十秒ずつ、舌を力一杯出すだけ。これも習慣に取り入れよう。

　机に座る葵を見ると、赤いノートに熱心に書き込んでいる。このノート、僕と友達になった日も使っていたものだ。

「葵は、なにしてるの？」

「今度映像ドキュメンタリーを作るんだけど、構成を考えてるんだ」

「へぇ。題材は？」

「ウチの大学の藤とう堂どうゼミが、企業とコラボして食品開発をしたんだよ」

　高嶺さんが目を細めて、

「水み無な月づき君くんの初めての企画だものね。頑張っていいものにしたいわ」

　葵はいずれ、性せい同どう一いつ性せい障しよう害がいについてのドキュメンタリーを撮るという目標がある。そのための第一歩なのだろう。

　葵が脚本を考え、高嶺さんがナレーションするなら良いものが作れるに違いない。僕も、編集として力を尽くさないと。

　そのとき、放送室に光みつ輝てるが入ってきた。舞へ手を振り、

「いらっしゃい舞ちゃん」

「あ、どうもです」

「しかし高校生活も忙しいだろうに、よく大学へ来られるねー。そういえばこないだ、草一と買い物もしてたし……」

　僕の肩に手を置いて、

「もしかして、草一のことが好きとか？」

　舞が固まった。

　頰だけでなく、耳や首まで赤くなっていく。もじもじと居心地悪そうに両手の指を絡からめている。

（いかん！　光輝がまた誤解している）

　舞が好きだったのは、あくまで『ガウェイン』。今の彼女は、僕を兄と重ねているだけなのだから。

「いやいや、そんなこと、天地がひっくり返ってもないよ。なあ舞？」

「……そうですね！」

　舞が笑顔を向けてきた。ふぅ。誤解されたままはよくないからな。

　なぜか葵と光輝は、顔を見合わせてニヤニヤしている。何がおかしいんだろ？

「じゃあ月つき岡おか君、そろそろ次の練習をしましょうか」

　高嶺さんと、再び舌の体操をしていると、

「ちーす」

　鬼おに塚づか先せん輩ぱいが入ってきた。ポケットに手を突っ込み、肩を揺らしている。ヤンキーのような歩き方だ。

　僕を見て「チッ」と聞こえよがしに舌打ち。

「なぁ月岡、お前技術班だろ。アナウンス班じゃねーのに、なんで発声練習してんの？」

「しっかり話せるようになりたいと思いまして」

「どーだか。高嶺と仲良くしたいだけじゃねーの？」

　ぎくっ。確かにそれもある。

　高嶺さんが、たしなめるように言った。

「鬼塚君。貴方も練習すればいいでしょう。アナウンス班なのだから」

「俺は才能あるから大丈夫だって。自動車部では、バラエティのＭＣばりにトークを回してるんだぜ？」

「……そう」

　会話がかみ合わず、高嶺さんはため息を押し殺した。

　そのあと、前まえ橋ばしさんとツッチーさんもやってきた。

　僕の本業は技術班なので、発声練習を切り上げ、前橋さんから動画の編集を教わる。

　その間も高嶺さんは一人、スタジオにこもって発声練習。葵は構成を考えている。

　光輝はカメラを整備し、鬼塚さんは漫画を読んでいる。

　ツッチーさんは持参した梨を剝むきはじめた。舞も手伝っていたが、驚くほど手際が良い。

　それを切り分けて爪つま楊よう枝じを刺し、ツッチーさんが「おやつ食べよーよ」と皆に声をかける。

　放送研の全員がテーブルを囲んで座り、雑談タイムが始まった。

　僕の隣に座った舞が、スマホを素早く操作して画面を見せてきた。




『昨日言った『集団での会話』クエストですね。

　攻略法は今度教えますから、とにかく今日は話に参加してみてください。

　クエスト達成の目標は『流れを活性化させる一言を、一回言う』です』




（攻略法は、また今度……か）

　確かにどんなゲームでも、まずやってみることが大事だ。それからアドバイスを聞いた方が、理解が早い。

　まず高嶺さんから、会話が始まった。

「この梨、美味しい」

「これは実家から送ってきたものなんだ。ちょっと傷があったりして、農協が受け取ってくれないの」

　ツッチーさんの言葉を受けて、僕は、

「そういうのは、農協の規格ではなしなんですね」

　鬼塚さんが己を抱いて「寒っ」と言った。

（え？　なんだ？）

　鬼塚さんは、やたら嬉しそうにヘラヘラと、

「うーわ月岡、『梨』と『なし』をかけるって、今時オヤジでもそんなことやらねーぞ」

　冷や汗が出た。喋しやべったことが偶然ダジャレになってしまったのだ。いわゆる『ダジャレ事故』というヤツ。

　鬼塚さんは「おー寒い寒い」と己の身体を抱きながら、延々とイジってくる。

（し、しつこい）

　うんざりしていると、高嶺さんがよく通る声で、

「ドキュメンタリーの題材として、ツッチーの実家を取材させてもらうのもいいかもしれないわね。食品廃棄とか問題だし」

「いいですね」と葵が受ける。

（……高嶺さん、鬼塚さんの矛ほこ先さきを僕からそらしてくれた）

　やはり女め神がみ。

　会話は続いていくが、僕はさっきのミスで腰が引けてしまい、なかなか入れない。

　光輝が前橋さんを見て、にやりと笑い、

「前橋さん、ツッチーさんの実家の取材に行ったら、撮影のついでにご両親に挨拶してきたらどうです？」

「む……それはいいかもしれんが」

　真剣に考えこむ前橋さん。

　葵が笑顔で言う。

「その挨拶の模様を、ツッチーさんとの結婚式で流すとか」

「……それ、ドキュメンタリーじゃなくて、ウェディングムービーじゃない」

　高嶺先輩が軽く突っ込む。あはははと、放送研の皆が笑った。

　やがて雑談が終わり、舞がこう表示されたスマホを差し出してきた。




『失敗ですね。明日も同じクエストで行きましょう』
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　翌日の放送研でも、同じメンバーでテーブルを囲んで会話をする。

　その日は前橋さんの顔色が悪かった。光輝が尋たずねる。

「前橋さん、顔が青いっすよ。何かあったんですか？」

「今日、解かい剖ぼうの実習があってな。何回やっても慣れん」

　あ、そういえば前橋さんの学部は……

「医学部ならではの悩み、ですね」

　僕が言うと、前橋さんがうなずいた。その髪をツッチーさんが撫でながら、

「かわいそうに万ばん里り。ところで解剖実習での『壁に耳あり』って本当なの？」

「え、なんですか、それ？」

　葵が興味を惹ひかれたように尋ねる。

「それはなァ……」

　前橋さんが、怪かい談だん話ばなしをするように低い声で、

「ある大学で、解剖献けん体たいの耳を切り取って、それを壁に貼り付けて『壁に耳あり』って言ったヤツがいる……って話さ」

「うわぁ……悪趣味ですね」

「ただの都市伝説だ。実話ではない」

　己の細い肩を抱く葵に、前橋さんは苦笑した。

　するとツッチーさんが、僕の後ろの壁を指さして、

「そうだったんだ……てっきりそこにある耳、万里が貼り付けたのかと思ったんだけど」

　皆でそちらを見る。

　壁に、いつのまにか『耳』がついていた。

「きゃあっ!?」

　高嶺先輩が悲鳴をあげ、隣にいた舞が僕にしがみついてきた。鬼塚さんと前橋さんは目を剝いている。

　だが光輝は落ち着いて立ち上がり、その『耳』をまじまじと見る。

「これ、手品とかで使う作り物ですよ……ツッチーさんの仕し業わざですね」

「アハハ、百均で買って、さっきコッソリくっつけといたの」

　両手を叩いて笑うツッチーさん。

「ま、まったく悪趣味な……」

　呼吸を整える高嶺さん。すると鬼塚さんが、おどけた様子で、

「『きゃあっ!?』だってさ。高嶺もそんな声出すんだな」

　高嶺さんが、頰を染めて縮こまる。

　あははは、と皆で笑ったあと、雑談タイムは終わった。

（一応会話には参加したけど）

『流れの活性化』にはほど遠かった。

　舞を見ると、僕にしがみついたままだ。目が合うと慌あわてて離れ、うつむきながら「クエスト失敗です」と言う。

　僕は、まだ残る彼女の感触にドキドキしつつ、

（『多人数の会話で、流れを活性化させる一言を言う』か──）

　これは難しいな。




　放送研が終わったあと、僕は舞とモズバーガーに寄った。昨日と今日のクエスト失敗について語り合うためである。

　僕は夕食を兼ねたハンバーガーを食べたあと、

「今のところダメだね。『ダジャレ事故』で会話の流れを止めたり、当あたり障さわりのない発言しかできなかったり」

　ウーロン茶のストローをくわえている舞に尋ねる。

「そろそろ『多人数の会話』の攻略法を教えてくれないか？」

「いいでしょう……ねえセンパイ。そもそも『会話の流れがちゃんとしている』って、どういうことだと思いますか？」

　言葉に詰まった。

　確かに、すごく使われる言葉だけれど、それがなんだと言われるとうまく説明できない。

「『会話の流れがちゃんとしている』とは『会話の文脈がつながっていること』です」

「文脈……」

　国語ではよく聞く言葉だけれど。

　スマホで調べてみると『文中の語と語、文章中の文と文の論理的なつながり』とある。意味はなんとなくわかるが。

「ではセンパイ、きのう放送研で、梨の話をしたときの流れを思い出してください」

　確かこんな感じだった。




高嶺「この梨、美味しい」

ツッチー「これは実家から送ってきたものなんだ。ちょっと傷があったりして、農協が受け取ってくれないの」

僕「そういうのは、農協の規格ではなしなんですね」

　このダジャレ事故で、僕が鬼塚さんにおちょくられる。

　そしてその後、




高嶺「ドキュメンタリーの題材として、ツッチーの実家を取材させてもらうのもいいかもしれないわね。食品廃棄とか問題だし」




　舞が解説する。

「最初の高嶺さんと、次のツッチーさんの発言は文脈がつながっていますね。センパイの言葉もつながってますが、不幸なダジャレ事故、それをおちょくった鬼塚さんにより場が凍こおってしまいました。これが『会話の流れを止める』ということです」

　なるほど、わかりやすい。

「ここでファインプレーを見せたのが高嶺さんです。高嶺さんは直前のダジャレ事故をスルーし、ツッチーさんの話と文脈をつなげました。『農協が受け取ってくれない』に着目し、『ドキュメンタリーの題材にできないか』と提案した。そして再び『流れを活性化』させたんです……高嶺さん優しいですね。ちっ」

　なぜか舞が、やさぐれたように舌打ち。

　そこからの会話も思い出してみる。確かこんな感じ。




光輝「前橋さん、ツッチーさんの実家の取材に行ったら、撮影のついでにご両親に挨拶してきたらどうです？」

前橋「む……それはいいかもしれんが」

葵「その挨拶の模様を、ツッチーさんとの結婚式で流すとか」

高嶺「……それ、ドキュメンタリーじゃなくて、ウェディングムービーじゃない」




「ここでは葵さんがいい仕事をしましたね。『ドキュメンタリー』の話をしていたはずなのに、光輝さんの『両親に挨拶』という文脈を利用して『ウェディングムービー』にしてしまいました」

　舞の説明は、サッカーの名解説者のように淀よどみがない。

「これは私が前に説明した『角度』でもあります。文脈を利用して、少し意外なボールを投げる。そのことで『会話の流れを活性化』させています」

　お笑いでいう『ボケ』に近いのかもしれない。

　現に、葵へ高嶺さんが『それ、ウェディングムービーじゃない』とつっこんでいる。

　そして舞はまとめた。

「会話の流れを活性化させるためには、文脈を利用して『角度』をつけることが効果的です。今日ツッチーさんが解剖実習の話題から『壁に耳ありって本当？』と話をつなげたように」

　なるほど。確かに『壁に耳あり』には葵がかなり食いついていた。

「さすが舞。すごく明快な解説だね」

　舞の顔がふにゃっと崩れ、照れたように笑う。なんとも魅力的な表情だ。

「僕は『多人数での会話』という初体験のゲームで、何をすればいいのかわからなかった。でも君が攻略法を教えてくれた。ならばなんとかなるよ」

「言いますねぇ」

　舞が挑戦的な瞳で、見つめてきた。

「では明日のクエストは『話の流れを活性化させる一言を、二回言う』です」

　二回、か。今まで一回も言えなかったのに。

　だが攻略法を知った以上、今度こそ『多人数の会話』という、複雑なゲームをクリアしてみせるぞ。
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　そして翌日の放送研。

　いつものように、高嶺さんと発声練習、前橋さんに編集のやり方を教わったりして過ごす。

　しばらくしてツッチーさんと舞が柿を剝くと、皆がテーブルの周りに集まった。

　舞は僕の隣に座り、テーブルの下で二本の指を立てた。『クエスト達成まで、残り二回』ということだろう。

　いつものように駄だ弁べるのかと思ったら、今日は少し雰囲気が違った。

　高嶺さんが皆を見回して、

「ちょっといいかしら──今度、映像ドキュメンタリーを撮ろうと思うの」

「題材は？」と前橋さん。

「藤堂教授のゼミが、石いし上がみ市しの企業と共同で食品開発をしたらしいわ。その工場を取材させていただけることになった」

　以前から、葵が企画していたものだろう。石上市は仙台市の東にある港町だ。

　僕は高嶺さんの発言と『文脈』が繋がった言葉を放つ。

「取材って、何をするんですか？」

　ちらりと舞の指を見る──二本立ったままだ。今の発言は文脈的にはよくても、『流れを活性化させる一言』ではないのだろう。

　高嶺さんがこたえる。

「工場の人にインタビューさせてもらったり、中を撮影させてもらったりね」

「なんか地味だなー」

　鬼塚さんが耳をほじりながら言う。

　葵が唇くちびるを嚙かんだ。高嶺さんが眉をひそめて、

「じゃあインタビューは、私が一人でやるわ」

「ウソウソ冗談！　俺もバシッとやるからよ！」

　そして鬼塚さんが、僕に嫌な笑みを向けてきた。高嶺さんと同じアナウンス班であることを、見せびらかしているのかな。

　続いてツッチーさんが、前橋さんに柿を食べさせながら、

「でもさぁ、せっかく石上市まで行くんだから、もう少し足を伸ばしてみない？　どっかに泊まりがけとかでさぁ」

「フッ。月岡の歓迎会ってとこだな」

　前橋さんが眼鏡めがねを押し上げる。

（歓迎会？　僕の？）

「いいじゃん！」

　こう言ったのは、意外なことに鬼塚さんだ。僕の歓迎会に乗ってくるとは。この人、まさかのツンデレ？

　そう思いかけたが……鬼塚さんは、高嶺さんを見て鼻の下を伸ばしている。

（……いやこの人、高嶺さんと泊まりがけで旅行したいだけだな）

　下心が見え見えだ。舞と葵が、呆あきれたような顔をしている。

「じゃあ高嶺。どこか旅館でも予約するか？」

「……ごめんなさい。私、バイトのお給料日がまだ先で、あまりお金がないの」

　皆が不安げに顔を見合わせる。

　ここで舞が目め配くばせしてきた。『流れを活性化させる一言』のチャンス、ということだろう。確かにここで高嶺さんが参加できるアイデアを出せば、流れが動く。

　何かないか……頭をひねっていると。

　光輝が先に口を開いた。

「じゃあキャンプならどうです？　オートキャンプなら一区画四千円ほどで借りられます。八人ですから、一人当たり五百円くらいですよ」

　皆の目が輝いた。まさに『流れを活性化させる一言』。これまでの文脈とつながり、角度がついている。

　前橋さんが感心したように、

「なるほど、食事も、一人三千円も出せばいいものが食べられるな……高嶺、それなら大丈夫か？」

「ええ。ではみんな、キャンプでいいかしら」

　皆が了承した。

　そのあと、ツッチーさんが知り合いのアウトドア研からキャンプ道具を借りること、鬼塚さんと光輝が車を出すこと、それに岩手県のキャンプ場に行くことが決まった。

　僕はことごとく、意志決定に関与していない。誰かと泊まりがけで出かけたことがないから、手持ちのカードが少ないのだ。

　クエスト達成に暗雲が立ちこめる中、葵がツッチーさんに尋ねる。

「夕食は何にします？」

「もちろん、バーベキューだよぉ」

　舞が意地悪く笑い、肘で脇腹をつついてくる。

「よかったですねぇセンパイ、人生初のＢＢＱですよ」

「なんで人生初と断定？　一人で何回もやったことあるぞ」

「一人ＢＢＱ……!?」

　舞が珍獣を見るような顔をする。一人キャンプが流は行やってるんだから、別におかしくはないと思うのだが。

　前橋さんが「バーベキューか」と腕組みして、

「夏休みもやったからな。少し新しん味みを感じさせるものが欲しい」

（新味）

　ふと、脳裏に数日前のニュース映像が浮かんだ。

　それを、放送研の皆の出身地と照らし合わせてみる。舞に「覚えておいてください」と言われたものだ。

　……この案は『流れを活性化させる一言』かもしれない。

　僕は思い切って言った。




「芋煮とか、どうですか？」




「いもに？」

　葵が細い首をかしげる。光輝が虚こ空くうを見上げながら、

「聞いたことあるな……『秘密の県民ショー』かなんかで」

「宮城の名物だよ。里芋が入った豚汁みたいなの」

　葵は秋田、光輝は青森出身。ならば食いついてくるだろうと思ったのだ。群馬出身の前橋さん、[image: ]城出身の鬼塚さんも興味深そうにしている。

　ツッチーさんが言う。

「でもアレ、野菜をたくさん切ったり、メンドくさいよ？」

　確かに。ならば言い出しっぺである僕がなんとかしないと。

「じゃあ、僕が家で切ってきます。そうすれば時間短縮にもなるし」

「ん、いい心がけだね。んじゃアタシが野菜提供するから、お願いね」

　僕はうなずき、舞を見る──立てた指が、二本から一本に減っていた。よし、クエスト達成まであと一言。

　皆は、キャンプの話題で盛り上がり始める。

　鬼塚さんが太い腕を組んで、

「ＢＢＱに芋いも煮にか。楽しみになってきたな」

「そうだね。しっかり栄養とって、そのあと一晩中、万里とイチャイチャしよーっと」

　ツッチーさんと、前橋さんがうなずきあう。

　高嶺さんが呆れたように、

「……二人とも、ほどほどにね」

　一方、葵と光輝は、泊まるキャンプ場が天体観測の名所ということで話が弾はずんでいる。二人とも星が好きらしい。

「葵、じゃあ夜は天体観測に行こうぜ」

「いいね」

　盛り上がる皆を見ていると、ある感想が湧き上がってきた。

　文脈はつながっている。角度もついている。よし、これを言ってみよう。

「あーあ」

　突然大きな声を発した僕に、皆の注目が集まる。




「みんな、僕の歓迎会にかこつけて、騒ぎたいだけじゃないですかー！」




　少しの沈黙のあと。

「ははは、当たり前じゃねーか！」

　まず鬼塚さんが声をあげ、続いて皆が笑った。

　舞の一本立てられていた指が、折りたたまれた。

（クエスト達成だ）

　達成感に浸る僕を讃たたえるように、舞がやわらかな笑顔を向けてきた。
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　放送研が終わったあと。

　僕は舞を駅まで送り届けるため、大学の外を歩いていた。帰宅時間と重なったせいか、たくさんの人が歩いている。

「いやー、やりますねセンパイ。見事にクリアしましたね」

　駅につくと、舞が僕と向き合った。

　そして大きな瞳で、見つめてくる。

「では次は、キャンプでのクエストを与えます。今日のも難しかったけれど、間違いなく今までで最難関です。覚悟はありますか」

「……う、うん」

　大仰な前置きに、少し尻込みしてしまう。

　そして舞は、唇を開いた。

「『今度のキャンプで、好きな人に告白してください』」

　驚きよう愕がくした。

　高嶺さんに告るクエストもいずれ来ると思っていたが……しかし僕はまだ、放送研に入って間もないのだ。

「は、早くないか？」

「センパイは、努力やクエストですごく成長していますよ。それに」

「それに？」

「高嶺さんと二人で練習してるでしょ。私から見ても、とてもいい雰囲気でした。高嶺さん、少なくともセンパイに好感は抱いだいてるはずですよ」

　そう……なのかな。

　だがリア充たる舞が言うなら、そうなのかもしれない。

「第一、高嶺さんほどの人、いつまでもフリーだと思いますか？　しかも鬼塚さんも狙ってますから、心配です」

　高嶺さん、鬼塚さんのことあまり好きじゃないように見えるけど……でもモテるのは、結局ワルっぽい人だとも言うし。

　それに確かに、高嶺さんを好きな男なんていくらでもいる。モタモタしてたら、危ないかも。

　僕は天を仰ぎ、考えた。

　たっぷり五分ほども、そうしていただろうか。でも、舞は側でジッと待ってくれている。

「わ、わかっ……た。やるよ」

「おっ」

「舞が言うんなら、今度のキャンプは告白に良いタイミングなんだろ？　僕は君を信頼してるからさ」

　舞は返事をすることなく、身を翻ひるがえした。やわらかい髪が揺れ、ほのかに香水の香りがただよってくる。

「じゃあそろそろ、電車来ますので」

　舞が遠ざかっていく。

　その背は少し丸まっていた。あれほど姿勢の大事さを説いていた彼女なのに。
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　私はセンパイと別れて駅に入ったあと、力なく立ち止まった。

　放送研での発声練習を通して、センパイと高嶺さんは急速に距離を縮めているようだ。

　いずれは、もっと親密になるだろう。

　だが今なら高嶺さんは……センパイの良さをそれほど知らないだろう。ならば告白を断る確率も高いのではないか。だから私は、センパイをけしかけた。

（……）

　こんなことをする自分が、どんどん嫌いになる。

　この間はテレビ電話で、センパイに好きだと言った。

　だが彼の困った顔を見ると、フラれるのが怖くなった。

　だから慌てて、冗談のフリをして誤ご魔ま化かしたのだ。ヘタレすぎる……

（最近ずっと私、センパイのことで悩んでるなあ）

　高嶺さんとくっついたらどうしようと考えて、眠れない夜が続いている。

　苦悩のあまり昨日『サトにー』に相談したら、『お前もついにそういう悩みを持ったか』と偉そうに言われたのでケンカになった。

　この春までぼっちだったのに、恋人ができた途端マウント取ってきて実に腹立つ。

（センパイ、キャンプまでに、私のことを好きになってくれないかな……）

　そうすれば、万ばん事じ解かい決けつなのだが。

　万が一にもないだろうが、やるだけやろう。

　もっと積極的に、がんばろう。
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　ドキュメンタリーの取材と、キャンプの当日。

　僕は朝五時に起きて、日課の朗ろう読どく、『外うい郎ろう売うり』と筋トレなどをしたあと、アパートの狭い台所に立っていた。

　目の前にはにんじん、大根、油揚げ、白菜、里芋。

　昨日ツッチーさんに渡された芋いも煮にの具材である。

　八時に出発するまでに、これを切らねばならない。

　料理は慣れているので、気軽に作業を始めたが……里芋が難しい。つるつる滑るし、小さいので数多く剝むかなければならないからだ。

　四苦八苦していると、玄関のチャイムが鳴った。

「？」

　まだ六時だぞ。こんな時間にＯｍａｚｏｎの配達などあるわけがない。

　ドアの近くへ行って「誰ですか」と聞いても返事がない。開けてみると……

「え、舞まいっ？」

　スポーツバッグを持って立っている。

「下ごしらえに苦戦してると思って、手伝いに参りました」

　僕の了承も得ずに、スニーカーを脱いで上がってくる。

　このアパートには、女性はもちろん、人間を上がらせたのが初めてだ。

　彼女は居間にずかずかと入っていく。

　僕は警察に踏み込まれた密輸業者のような気持ちになった。エロ本やＤＶＤ、ちゃんと押し入れにしまっておいたよな。

　舞は万まん年ねん床どこに、勢いよく寝転がった。自由か。

「うーん。散らかったアパートの、男の部屋に入ってくる美少女。これを諺ことわざでなんと言うと思います？」

「……掃はき溜だめに鶴つる？」

「違います。『飛んで火に入る夏の虫』です」

　敷き布団を抱きしめながら、小悪魔的な瞳で見上げてくる。

「……私、襲われちゃうかもしれません」

「そ、そんなことするか」

　ですよねー、と舞は笑って、

「センパイはせいぜい、そこの押し入れにある、えっちな物を見るくらいが関の山でしょうね」

「!?　な、なぜ」

「あ、カマかけたんですけど当たりましたね。私がこの部屋に入った瞬間、焦った様子で押し入れ見るんですもの」

　敏びん腕わん刑けい事じかよ。

「つうかなんで、僕の家を知ってるの」

「テレビ電話したときに、小さく映り込んでたＯｍａｚｏｎの箱の宛先を、画像加工ソフトで拡大したからに決まってるじゃないですか」

「なにそれこわい」

　ツイッターの身元特定班みたいなことするなよ、と思ってると、舞が立ち上がり、まな板を覗のぞき込む。

「あ、でも結構、作業進んでますねー。あと里芋だけですか」

「うん。これ難しいんだよ」

　舞が「手伝います」と髪を後ろで器用にまとめる。いつもは見えない白いうなじにドキッとしていると、

「ポニテの高たか嶺みねさんが好きなだけあって、うなじマニアですね」

　またも図星をつかれる。

　舞は、鼻歌交じりに里芋を剝いていく。見事な包丁さばきだ。

「派手な外見とのギャップに、グッときません？」

「いや、放送室で果物の皮を剝いてるの見たことあるし」

「あちゃあ、あれ見せなきゃよかったですね」

　台所で並んで作業しながら、舞と談笑する。こうしてると『なんか同どう棲せいしてるみたいだな』と思ってしまう。

　舞に言ったら『きもい』と言われそうなので黙ってるけど。

「なんか同棲してるみたいですね」

「……」

「そ、そこで黙りこまないでくださいよ！　気まずくなるでしょう！」

　以心伝心していたことに、固まってしまった。
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　切った野菜を保冷剤とともにビニール袋に入れ、鞄かばんに詰める。着替えなどの荷物は、昨夜のうちに用意している。

　八時になったので、アパートの部屋を出た。今日の天気は、まさに秋晴れだ。

　陸む奥つ大だい学がくの駐車場に行くと、光みつ輝てるのテンエボ、鬼おに塚づかさんのミニバン──スキップワゴンが停まっていた。

　すでに放送研の皆が集まって、スキップワゴンに撮影機材やキャンプ道具を積み込んでいる。

　僕と舞は挨あい拶さつをして、それを手伝った。

　高嶺さんは今日取材をするためか、いつもよりフォーマルな装よそおい。黒いスカートを穿はき、ブラウスの上にベージュのジャケットを羽は織おっている。足元はヒールで、長い脚が一段と美しく見える。

　全国放送の女子アナ顔負けの美人っぷりだ。

（こんな人に、今日告白するのかよ……）

　ちょっと帰りたくなってきた。

　出発の準備を終えると、いつも通り和柄のシャツを着た鬼塚さんが、

「うーし、じゃあ上級生は俺の車。他は光輝、頼むぞ」

「はい。じゃあ葵あおいが助手席、草そう一いちと舞ちゃんが後ろな」

　光輝が、なぜか席を指定してくる。

　葵は、すぐにその理由がわかった様子。光輝と笑いあい、二人そろって舞にサムズアップした。

　舞が頰ほおを染め、葵と光輝を軽く叩く。え、何その暗黙の了解？

　怪け訝げんに思いつつ、僕は後部座席に乗り込む。続いて舞。彼女がシートベルトをしめた。

（わっ）

　豊ほう満まんな胸の間にベルトが入る、いわゆるパイスラッシュの形になっている。

　反射的に目をそらすと、いきなり頰をつかまれて顔を方向転換させられた。

　吐と息いきがかかる距離。舞は嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて、

「情けないですね～。これだから陰キャラは」

「ぐぐ」

　言い返せないでいると、光輝がエンジンをかけた。

　しばらく国道を走ったあと、仙台宮城インターチェンジから高速道路に乗った。ここから石いし上がみ市しまでは二時間ほどである。

「ではちょっと、俺の愛車の本領を見せてやるか」

　光輝がそう言った瞬間、エンジンが唸うなりをあげ加速。背もたれに押しつけられるほど、強烈なＧがかかった。

　実家の車とは全く違う。僕は車に興味がないので、『ひとり至上主義』では絶対に得られなかった快感だろう。

　僕も舞も、葵も笑っている。

「光輝！　これすごいな！」

「ははは、そうだろう草一！　……まあこんくらいにしとくか。俺の車ばかり先行しても仕方ないしな」

　光輝はスピードを落ち着かせた。

　すると舞が、僕に耳打ちしてきた。
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「ここで一つ、会話の練習のためのクエストをしましょう。何か話を振ってください」

　突然出してきやがった。隙あらば僕を鍛えようという魂こん胆たんか。

　少し考えたあと、僕は光輝に振ってみる。

「光輝は最近、バイトの調子どう？」

「どう……って、まあ、いつも通りだよ」

　……会話が終わってしまった。

　舞から「もっと具体的に」と耳打ち。確かに『調子どう？』という質問は曖あい昧まいすぎて、答えようがないかも。

　具体的か……ではこれならどうだろう。

「今まで店に、変な客とか来たことないの？」

「そうだな──」

　光輝は少し考えたあと、バックミラーで僕を見てきて、

「大学生なのに、女子高生に言われるがままになってた客とか」

「僕じゃん」

　突っ込むと「ははは」と光輝は爽さわやかに笑って、

「あとなー、めんどくさかったのが『ショップの店員ってなんだ？　店はショップって意味だから、二重表現じゃないか』と言ってくる客もいたな」

「あ、それ、センパイも言ってましたよー、『〝山の山奥〟と同じだ！』って」

「なんだ、草一ばっかりじゃない！」

　葵がそう言うと、車内が笑いに包まれた。

　イジられてるけど、嫌な気持ちはしない。

　高校の同級生や、鬼塚さんにイジられたのはムカついたのに、なんでだろう？

　その後いつのまにか、前後の座席ごとに話す流れになった。

　僕は舞に『イジってくる人によって快・不快がある』ことについて尋たずねてみた。

「あー、それはきっと『イジる人が、相手を尊重する気持ちがあるかどうか』じゃないでしょうか」

「尊重」

「葵さんや、光輝さんや……」

　舞は頰を微かすかに染めて、スカートをきゅっと握った。

「それに私はセンパイのことが好きですから、イジる際もストッパーを無意識にかけています。貴方が本当に傷つくようなことは、言わないように」

「そりゃ、どうも」

　こんな可愛い子に好きって言われたら、そりゃ心しん拍ぱく数すうが上がる。無論男性としてって意味じゃないんだろうけど。

「尊重がないイジリは単なる暴言となり、相手を傷つけ、場の空気を壊してしまいます。センパイが『梨』と『なし』でダジャレ事故を起こした時、鬼塚さんが執しつ拗ようにイジってきたことを思い出してください」

　確かに、あれは不快なだけだった。

「鬼塚さんって、センパイのこと尊重してないですよね。だからイジる際もストッパーがないんですよ」

　舞の話は説得力があった。無論これは一説で、例外もあるのだろうが。

「相手をイジるというのは、リスクが高いコミュニケーションです。普段の生活で相手を理解し、『イジってもいいボーダーライン』がわからないうちは決してやってはいけませんよ」

　肝きもに銘めいじておこう。あとで使えるかもしれない。

「舞、他にも相談があるんだけど」

「なんですか？」

　ご機嫌な舞。頼られてすごく嬉しそうだ。

「高嶺さんに告白する前に、少しでも成功率をあげたいんだ。どうすればいいかな」

　舞の笑顔が、固まる。

　そしてその表情のまま、絞り出すように、

「告白までに、多く話すことしかないでしょうね」

「そうか、がんばるよ」

　舞はうなずいたあと、窓の外に目を移した。

「早く起きたから眠くなってきました。少し寝ます」

　そしてすぐに、寝息を立てはじめた。

　だが少し経って、こちらに倒れ込んできて、僕の肩に頭が乗せられる。カーブのたびに柔らかい身体がおしつけられ、甘い吐息がかかる。

（え、えっ？）

　僕が石像のごとく固まっていると、葵がイタズラっぽく笑って、

「草一、舞ちゃんに何をしようと、ボクたちは見ないフリをするからね」

「だ、誰がするか！」

　そう言い返すと、舞が更さらに体重をかけてきた。

　まるで僕の『誰がするか』を聞いて、ムカついたかのように。





　　　　●






　一時間半ほど高速を走り、料金所を抜けて（あとで精算する）一般道へ降りた。

　石上市に到着。

　良港に恵まれており、漁業や魚介類の加工が盛んである。

　海の近くへ進むと工場地帯があり、その一角に今日取材させてもらう『石上水産』がある。

　駐車場に車を停め、降りた。

　舞との密着で僕は目を回しそうになっていたが、それを見て舞は満足そうに微笑ほほえんでいた。なぜだ。

　放送研の皆を、二人の男性が迎えてくれた。

　一人は作業服を着た初老の人。工場長らしい。

　もう一人は僕たちと同年代。石上水産と共同開発した、藤とう堂どうゼミの代表者……三年生の毒ぶす島じまさんという、少し陰いん気きな感じの人だった。先に来ていたらしい。

　高嶺さんが折り目正しく、工場長に挨拶する。

「陸奥大学放送研究会部長・高嶺遙はる花かと申します。今日はお忙しい中、取材をお受けいただき、ありがとうございます」

　皆で頭を下げる。

　高嶺さんが菓か子し折おりを渡したあと、工場の中へ案内された。説明をうけながら、光輝がカメラで作業現場を撮影する。

　高嶺さんは熱心にメモをとっていた。対照的に、鬼塚さんはあくびをかみ殺している。

　一時間ほどして、応接室へ通された。

　工場長と藤堂ゼミ代表の毒島さん、高嶺さんと鬼塚さんがテーブルを挟んで座る。

　アナウンス班の二人が、インタビューを行うのだ。光輝が三脚に固定したカメラで撮影する。

　高嶺さんが、工場長と毒島さんに質問した。

「御社と陸奥大のコラボは、どのような経緯で決まったのですか」「開発で苦労されたことは？」

　高嶺さんは相手の応答に真摯に耳を傾け、相槌のタイミングもうまい。プロのインタビュアーみたいに、興味深いエピソードを聞き出していく。

（すごいなぁ）

　だがその良い流れは、突然に終わった。

　毒島さんが、こう答えたあとのことだ。

「僕たち学生の発想と、石上水産さんの強みである加工技術を組み合わせれば、いいももが生まれるんじゃないかなと」

「あ、嚙かみましたね。『いいもも』って」

　鬼塚さんが突っ込んだ。

（芸人じゃないんだから、別に言わなくていいじゃないか）

　まさに『相手への尊重のないイジリ』。空気が固まる中、鬼塚さんがまた妙なことを口走った。

「貴方の毒島って名字は、食品開発には向かない名前ですけど──」

（そんな質問して、どうするんだ？）

　だが鬼塚さん本人は『俺おもしろいこと言ってる』的なドヤ顔をしている。

　毒島さんは「それは、あの、名字ですから」と狼ろう狽ばいし、工場長は呆あきれ顔。

　高嶺さんが慌あわてて、鬼塚さんをフォローする。

　だが嫌な空気は払ふつ拭しよくできず、インタビューは終わってしまった。

　葵が強く目を閉じ、天を仰いだ。
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　工場の前で、放送研は一列になった。

「ありがとうございました」

　高嶺先輩の号令で、全員で工場長へ頭を下げる。

　そのあと鬼塚さんはタバコをくわえ、拳をつきあげて叫んだ。

「終わった。これからキャンプだぁ！」

（苦く行ぎようから解放されたように言わなくても！　工場長さん、聞いてるって！）

　一層、いたたまれない空気になる。

　カメラを担かつぐ光輝が、苦々しい顔で、

「なあ草一。鬼塚さんってちょっとアレだよな……」

「ああ……」

　スキップワゴンに機材を積んで、二台の車で出発する。

　再び高速に乗り、キャンプ場のある岩手方面へ進む。

　葵は助手席に、力なく座っている。一生懸命進めてきた企画が、鬼塚さんの変なノリでぶち壊しになってしまったのだ。

　舞が葵の両肩を後ろからつかんで、

「葵さん、大丈夫ですよ。編集次第でなんとかなります。ね、センパイ？」

「そうだよ。僕が鬼塚さんの出演場面をカットすれば……」

「でもそうすると、鬼塚さん機き嫌げん損そこねるよ」

「……そう、だろうけどさ」

　葵は、いつか性せい同どう一いつ性せい障しよう害がいのドキュメンタリーを撮るために、放送研に入った。

　世間での認知度が低いこの事柄に、光を当てるためだ。

　今回のドキュメンタリーは、葵にとって一作目。しっかりしたものを作れれば、自信につながっただろう。

（それをあの野郎、ぶち壊しやがって）

　怒りが湧わいてくるが、一番悲しいのは葵だろう。

　僕にできることはないだろうか。

（そうだ。後日、前まえ橋ばしさんへ、鬼塚さんのくだりをカットすることを提案しよう）

　そのことで鬼塚さんと揉めるかもしれない。

　だが僕は、覚悟を決めた。

　車は岩手県に入り、陸りく前ぜん高たか田たインターチェンジで降りる。

　その後、山やま間あいの道をしばらく走り……テンエボは駐車場に停まった。光輝が選んだキャンプ場だ。整備された草原に、家族連れや、僕たちくらいの若者がたくさんいた。

　管理棟で受付を済ませると、鬼塚さんが運転するスキップワゴンもやってきた。

　光輝が叫ぶ。

「鬼塚さん、俺たちの区画、二十番です！」

　鬼塚さんはうなずいて、車をキャンプ場に乗り入れた。

　このキャンプ場は細かく区画分けされていて、その一つ一つに番号が振られている。

　割り当てられた番号の所に車を停め、そこにテントを張ったりする。

　こうして車とセットでキャンプするのを『オートキャンプ』というらしい。なるほど、これなら荷物を運ぶ労力が少なくてすむ。

　僕たちも歩いて『二十番』の区画へ向かった。

　高嶺さん、ツッチーさん、前橋さん、鬼塚さんがスキップワゴンから荷物を出していた。

「まずテントを張りましょう」

　高嶺さんの号ごう令れい一いつ下か、僕たちは動き出す。

　テントは男グループと、女グループの二つ。

　それぞれ男女に分かれてテントを張る。僕は初めてなのでやり方がわからない。困っていると、光輝が教えてくれた。

　葵も男グループのテントを張っている。どうやら男のテントに泊まるらしい。

　その後、タープ（布製の日よけみたいなの）や焚たき火び台だいの設置をする。

　高嶺さんは携帯コンロで大鍋に湯を沸かし、昆布で出だ汁しをとっている。芋煮を作るのだろう。

　僕が、切った野菜を渡すと、

「ありがとう月つき岡おか君くん。切るの一人じゃ大変だったでしょう」

「いえ、舞が手伝ってくれました」

「どこで作業したの？」

「僕のアパート……」

　あれ？　なんかこれって、誤解されかねない発言じゃないか？

　仲が良いのね、と高嶺さんはうなずいたあと、鍋に豚バラ肉、野菜を入れ、顆か粒りゆうダシ、味噌で味付けしていく。

　高嶺さんが汁を小皿にとって、僕に差し出してきた……うん。美味しい。肉と野菜から、いい味が出ている。

　高嶺さんに小皿を返すと、彼女もそれで味見しようとした。

　それ間接キスにならない？　と思ったとき──

「高嶺さん食レポしてください、食レポ！」

　いつのまにか光輝がカメラを持ち、高嶺さんに向けていた。

「グルメ番組みたいに味を伝えるんですよ。アナウンス班として挑戦してみませんか？」

　高嶺さんは少し考えたあと、うなずいた。

　光輝はニヤリと笑って、

「ただレポートするだけじゃつまらないから、ＮＧワード決めましょう。俺と草一が決めたＮＧワードを言ったら罰ゲームですよ」

「後からそんなの、ずるい」

「まあまあまあまあ」

　光輝は強引に押し切って、僕に紙とペンを渡してきた。これに『ＮＧワード』を書けということだろう。準備がいい。

（食レポで、よく言いそうな言葉か）

　グルメ番組を思い出してみる。

『コクがある』『野菜の甘み』『濃厚なようであっさり』……

　色々あるが、僕は『ホッとする味』と書いた。芋煮は高嶺さんの出身・宮城の郷土料理。こういう感想が出てもおかしくない。

　光輝も紙に何か書き込んだあと、高嶺さんにカメラを向けた。

「ではお願いします。三、二、一、スタート！」

　高嶺さんは小皿に汁をとり、すすった。

　少しトーンの高い声で、

「ん～、肉や野菜から旨うま味みが──」

「はいアウト！」

　光輝が紙を示した。そこには『ん～』と書かれている。確かにグルメ番組で、この前置きよく言うな。

「瞬殺……」としょんぼりする高嶺さんに、光輝が罰ゲームを告げた。

「では高嶺さん、語尾に『にゃん』とつけてください」

（はぁ!?）

　リア充からそういう発言が出るとは思わなかった。どっちかといえばオタの感覚だ。

　高嶺さんは頰を染めて、うつむいた。

　覚悟を決めたように皿を置き、両手で猫の手を作り、

「……ひどいにゃん」

（ごはっ）

　破壊力十分であった。言われてもいないのに、猫の手を作ったのも天然っぽくてポイント高い。高嶺さんは逃げるように「お手洗いにゃん」と駆けていってしまった。

　光輝が、得意げに顔を近づけてきて、

「ふふん、感謝しろよ草一。お前が好きそうな罰ゲームやってやったぞ」

「ししし失礼な。別に好きじゃねーよ！」

「ほぅ、じゃあ今の録画した映像、いらないんだな？」

「……すいません、好きです」

　光輝が大笑いして、僕と肩を組んでくる。僕も思わず笑った。




　その後、バーベキューコンロに炭を入れて火起こしすると、だいたいキャンプの準備が整った。

「こんなもんかな。しかし汗かいたな」

　鬼塚さんがタバコを吹かしながら、

「光輝、ここシャワー棟とうがあるんだよな？」

「はい。そこの坂を下っていった所です」

「じゃあ荷物番もあるし、四人ずつ交代で行こうぜ」

　僕は考える。このままでは、行きの車と同じ組分けになるだろう。

　告白に備えて、もっと高嶺先輩と喋しやべって距離を縮めないと。

「あの」

　手を上げた僕に、皆の注目が集まる。

「親しん睦ぼくを深めるという意味でも、組をシャッフルしませんか？」

「あぁ？」

　鬼塚さんがヤクザばりに睨にらみつけてきた。この『あぁ？』は、聞き返しているのではなく『なに調子こいて提案してんの？』という意味だろう。

　ツッチーさんが、ふわふわした声で間に入る。

「まーまー、月岡の言うことにも一理あるよ」

　そして『グーパー』で決めた結果、こんな組分けになった。




　僕、高嶺さん、ツッチーさん、前橋さん

　舞、光輝、葵、鬼塚さん




　先に僕たちの組が出発する。

　ツッチーさんと前橋さんはカップルなので、必然的に、僕と高嶺さんがペアで歩くことになる。

　シャワールームへの道はつづら折りの下り坂で、両脇にはコスモスが植えられていた。

「花が、綺麗ですね」

「そうね」

　会話が続かない。さっきの『にゃん』を恥ずかしがっているのだろうか。

　どうすれば盛り上がれるだろう。

　そのとき、若い女性二人組が近づいてきた。スマホを高嶺さんに示して、

「すいません、写真いいですか？」

「あ、はい」

　高嶺先輩はコスモスの前に立つ。

　そして右足を左足の後ろにさげ、片手を腰に当ててポージングした。

　……行動の意味がわからない。

　僕と同様、女性二人も困惑した様子で、

「あの、すみません。貴方に私たちを撮っていただきたいんですけど……」

「!?　あっ、ごめんなさい！」

　高嶺先輩は、慌ててスマホを受け取って撮影。

　二人は礼を言って去っていく。

　高嶺さんは僕に背中を向けているけれど、全身がぷるぷる震えている。うなじが赤く染まっている。

「これは仕方ないの」

「え？」

「大学内でも女子からよく『一緒に撮ってください』と求められるし先程は少しボーッとしていたし」

　ものすごい早口で言った高嶺さんに、僕は。

「……ぶっ」

　吹き出してしまった。

　高嶺先輩が勢いよく振り返る。ポニテの先端が僕の鼻をかすめた。

「わ、笑わないでっ」

「いや、だって……無理です」

　高嶺さんが唇くちびるをとがらせ、拗すねた子供のように地面を靴でつつく。

　僕はすごく思いきって、少しイジってみることにした。舞いわく、相手を尊重すれば相手が不ふ快かいに思うことは少ないらしい。

　これから言うことは、イジってはダメなボーダーラインを越えてはいないと思う。多分。

「前から思ってましたけど高嶺さんって少し……天然ですよね」

「なっ！」

　高嶺さんが顔を近づけて、くってかかってくる。ち、近い。

「そ、そんなことない。いったい何を根拠に」

　僕は。

　両手を突き上げて、高嶺さんが以前『外郎売り』を読み終わったあとのマネをした。

「『高嶺選手、新記録、やりましたー！』」

「──つ、月岡君！」

　高嶺さんが、ぽかぽか叩いてくる。元アスリートなので地味に痛い。でもその表情は笑顔。イジリに成功したようだ。

（じゃ、じゃあ次は……）

　舞に教わった『マイナス・プラス話法』をしてみようか。『マイナスのことを言っても、プラスで締めれば印象がよくなる』というものだ。

「でも高嶺さんのそういう所、親しみやすくて素敵だと思いますよ」

「！」

　高嶺さんの動きが止まった。そして「私が、親しみやすい……？」と、嚙みしめるように呟つぶやく。

「ありがとう」

　嬉しそうな笑顔。なぜか、かなり響いたようだ。

　告白に向けて、結構いい感じかも？
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　その後、高嶺さんとシャワー棟の入り口で別れ、シャワールームで身体を洗う。

　ふと思った。

（光輝は、もしかしたら葵のために、この個室のシャワーがあるキャンプ場を選んだのかもしれない）

　男女別の浴場があるタイプのキャンプ場なら、性同一性障害の葵はどちらにも入れなかっただろう。

　そんなこと、僕は考えもしなかった。光輝はあんなイケメンな上に、隠れた気遣いもできるのかよ。すごいな。

　シャワー室から上がってベンチに座っていると、高嶺さんが「お待たせ」と出てきた。

　濡れて火ほ照てった肌が激烈に色っぽい。長い髪を下ろしているのも新鮮だ。すっぴんになったことを気にしてるけど、僕には何が違うのかわからない。

　高嶺さんは僕の隣に腰を下ろす。石せつ鹼けんの香りが漂ってきて、クラクラした。

「月岡君、顔が真っ赤。のぼせたの？」

「はい、すごく」

　お湯にではなく、高嶺さんにだが。

「あれ？　でもシャワーだからのぼせるはずは……」

　彼女がふしぎそうに首をかしげたとき。

　ツッチーさんと前橋さんが、なんと一つのシャワールームから腕を組んで出てきた。

　満足感に溢れた表情。これはまさか……

（エ、エロいことをしていたんじゃないか？）

　あの高嶺さんが嚙んで「場所を考えにゃさいっ」と叱ったが、このカップルには馬ば耳じ東とう風ふうだろう。

　その後、僕たちと入れ替わりに鬼塚さんたちがシャワー棟へ行ったあと……

　いよいよＢＢＱと芋煮の始まりである。

　すでに日は落ちているが、焚き火が放送研の面々を照らしている。

　高嶺さんが、皆に紙コップを配っていく。

「一年生と朝あさ日ひ奈なさんは、未成年だからお酒は絶対ダメ」

「少しくらいなら、いーんじゃない？」

　ツッチーさんが焼しよう酎ちゆうを、己の紙コップにドバドバ注そそぐ。

「そういうわけにはいかない。月岡君、何が飲みたい？」

「ではお茶を」

　高嶺さんがクーラーボックスからお茶のペットボトルを取り、注いでくれた。恐れ多い。

　鬼塚さんが己の紙コップに注いでいるのはウーロン茶。酒しゆ豪ごうっぽい風ふう貌ぼうだが、酒に弱いのだろうか。

「みんな、飲み物は持った？」

　高嶺さんの声に、皆がうなずく。

「今日のお肉やお野菜は、ツッチーのご実家からいただいたものです。皆でお礼を言いましょう」

　ありがとうございます、とツッチーさんに頭を下げる。ツッチーさんは鷹おう揚ように紙コップを掲げた。

　そして高嶺さんが、僕へ微笑みかけてきて、

「月岡草一君」

「あ、はい！」

「放送研へ入ってくれて、本当にありがとう。今日はたくさん楽しんで──乾杯！」

　かんぱーい、と皆が紙コップをぶつけあう。

　バーベキューコンロでは炭が熱され、網の上で肉や野菜が焼けている。

「まず主しゆ賓ひんから」と、葵が僕の皿に肉を載のせてくれた。

　タレにつけて食う……うまっ！　なんだこれ。肉の旨味がすごく濃い。

　ツッチーさんが遠い目をして、

「これはアタシが育てた、花子二歳。小さい頃はそりゃ可愛くてね。トテトテと後ろをついてきてさぁ……」

「プロフィールを言うな。食いづらくなる」

　前橋さんがツッチーさんを小突いた。皆が笑う。

　皆でしばらく肉や野菜を食べた後、大鍋の側に立つ高嶺さんが、

「みんな、芋煮も食べてね」

　発泡スチロールの椀に注いでくれる。冷えてきたので、温かい汁物がありがたい。

「はい、光こう城じよう君くん」

　高嶺さんが、光輝に椀を手渡す。

「ありがとうございますにゃん」

「も、もうそれは、イジるの禁止！」

　光輝が、皆に『にゃん』について解説しようとする。それを高嶺さんが止めている。

（一人でＢＢＱや芋煮するのも、楽しいけど）

　こういう風に、気き心ごころの知れた人と食べるのもいいもんだ。

（僕の知らない世界が、あったんだな……）

　それを教えてくれた少女・舞が、近づいてくる。焚き火に照らされる彼女は、いつもより大人っぽく見えた。

「センパイの『芋煮やろう』という提案、喜んでもらってよかったですね」

「うん……あ、そういえばさっき、思い切って少し高嶺さんをイジってみたんだ」

「えっ」

「君のアドバイスのおかげでうまくいったよ。あと『マイナス・プラス話法』も使ってみた」

　舞が肩を落として、

「また私の伝授した方法を使って、高嶺さんと仲良くなれたわけですね。ことごとく私、裏目……」

　そして、力が抜けたようにしゃがみこんでしまった。

「ど、どうしたの？」

「いえ『私って、本っ当にバカだなぁ』と思いまして……」

「大丈夫だ。舞の学業成績は上向いている」

「そこじゃないですよ!?」

　じゃあどこなんだ？　と聞くと、舞は激しく目を泳がせて、

「いやその……あ、ツッチーさん、高嶺さん！　いやぁ楽しいですね！」

　極めて不自然に話題をそらし、二年生の二人と合流する。

　高嶺さんのコップに入っているのは、オレンジジュースだ。舞が尋ねる。

「高嶺さん、お酒飲まないんですか？」

「飲めないわけではないのだけれど……私はお酒を飲むと、その」

　口ごもる高嶺さん。

　ツッチーさんが、焼酎を水のように飲みながら、

「今年の夏、放送研の二年の四人で酒飲んだの。そしたら遙花のヤツ、アタシに抱きつきっぱなしで……甘えるわ『私はダメだ』と泣くわで、もう滅め茶ちや苦く茶ちや」

　想像できない。それに高嶺さんにダメな所なんてあるのだろうか。

　ツッチーさんが舞に紙コップを預ける。そしてエアギターならぬエア甘えで、当時の高嶺さんを臨場感たっぷりに再現。

　高嶺さんは恥ずかしそうに身を縮め、舞は興味深そうに聞いていた。

「へ～～そんなことが……ぶはっ!?」

　突然、舞が変な声を発した。両膝をつき、激しくむせる。

　しゃがんで彼女の顔を覗き込むと、真っ赤になっていた。

　どうやらツッチーさんに持たされた焼酎を、間違って一口飲んでしまったらしい。アルコールに全く耐性がないようで、目の焦点が合っていない。

　高嶺さんが介抱しようとしたが、舞は幼おさな子ごのように、僕へ両手を伸ばしてくる。

「しぇ、しぇんぱい、トイレ……」

　やばい。吐きそうなのか？

　少しためらったあと、舞に肩を貸して歩き出した。柔らかな身体が密着してくる。

『ひゅー』と光輝がはやし立ててきた。うるさい。

　電灯で照らされた薄暗い道を、二人で歩く。舞が体重を思い切り預けてきながら、

「あのれすねー。本当に今日、高嶺さんに告る気ですか？」

「なんだそれ。舞が出したクエストじゃないか」

「そうですけど、そうれすけど～」

　舞が駄々っ子のように言う。

「うまくいく確率は、とても低いだろう。骨は拾ってくれよ」

「拾いますよ……」

　舞はうつむいた。前髪で顔が見えない。

　そしてハッキリと、決意を告つげるように、

「拾って、心から大切にしますよ」

　トイレの近くまで来ると、よろよろと入っていく。

（……なんか今日、舞の様子が変だな）

　だが、そろそろキャンプも終盤。

　いよいよラスボス戦だ。高嶺さんに告白するため、会う約束を取り付けねばならない。

　ＲＩＮＥにするか、直接話しかけるか……

（すげえ怖い）

　さすがに今日は、いつものようにクエストを楽しむ余裕はないな。
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　舞はトイレでリバースすると、だいぶ楽になったらしい。

　二人で僕たちの区画へ戻ると、高嶺さんが髪を揺らして駆け寄ってきた。とても心配そうに、

「朝日奈さん、大丈夫？」

「はい、もう平気です。お騒がせしてスミマセンでした」

「いいえ、貴方は悪くない。監督責任は部長の私にあるのだから」

　ごめんなさい、と頭を深々と下げる。かえって舞の方が恐縮している。

「まぁ遙花、そんくらいで。さぁみんな、そろそろ片付けようよ」

　ツッチーさんが手を叩くと、皆が動き始めた。紙コップやペットボトルなどをゴミ袋に入れていく。

（元々はツッチーさんが、舞に酒のコップを持たせたことが原因だけど）

　彼女の一言で空気が変わった。ツッチーさんは高嶺さんよりも状況を動かす力に優れている気がする。

　舞には休んでいるよう勧めたが、断られた。もう本当に大丈夫らしい。元気さをアピールするように、人一倍動き回ってゴミを集めていく。

　それを見た高嶺さんは、ホッとした様子。プラスチック皿を重ねて、二十メートルほど離れた洗い場に向かっていく。

　僕はコンロの網を手にとった。これを洗いに行けば、高嶺さんと二人きりになれる。

（そして会う約束を取り付けて……）

「月岡ぁ、俺が洗ってやるよ」

「あっ」

　鬼塚さんが網を奪い、洗い場に駆けていった。そして高嶺さんに、だらしない顔で語りかけている。

　少しの間、二人は話し合っていたが……

　やがて鬼塚さんは満面の笑みを浮かべ、何度もうなずいた。

（……？）

　なんだろう。いやな予感がする。

　少しして鬼塚さんが鼻歌交まじりに戻ってきて、僕の肩に太い腕を乗せてきた。

「おぅ月岡！　高嶺に『後で二人きりで会いましょう』って言われたぞ。逢あい引びきってヤツだ」

「えっ」

　さっきの会話は、そういうことだったのか。

「お前、高嶺狙ってたろ？　はい残念ダメでした～」

　何度も腹をパンチしてくる。

「いいか、俺は高嶺に会うため夜中にテント出て行くけど、他の男連中に理由は言うなよ。一晩中帰ってこないかもしれないけどな」

　一晩中。

　鬼塚さんの情欲に満ちた瞳を見れば、その意味はわかる。

（いや、でも……キャンプ場で？）

　でも前橋さんとツッチーさんは、シャワールームでそういう行為に及んでいた。リア充にとってそれくらい普通なのか？

　高嶺さんは、鬼塚さんのことあまり好きじゃなさそうだけど……

（女慣れしてそうな鬼塚さんが、ここまで喜んでる）

　ということは、彼の言うとおりなのか？

　最近までずっと一人だった僕には、男女の機き微びがわからない。

　答えの出ない問いを頭の中でぐるぐるさせながら、僕はゴミ捨てや歯磨きなどをボンヤリこなし、テントに入った。

　葵と光輝が天体観測に誘ってくれたけれど、行く気力も起きない。

　寝袋にくるまっていると、前橋さん、そして──鬼塚さんがテントから出て行った。

　これから高嶺さんと会うのだろう。栄養ドリンクを一気飲みして、気合い充分という感じだった。

　後を追うか？

（いや──）

　もしも二人が逢い引きして『そういうこと』になったら……

　それを物陰から覗くなんて、悲しすぎる。それに憧れの高嶺さんが、嫌いな鬼塚さんと絡み合う姿なんて、死んでも見たくない。

　僕は胎たい児じのように丸まり、目を閉じた。でも嫌な想像は、消えてくれなかった。
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　私はテントの中で、高嶺さん、ツッチーさんと、とりとめのない話をしていた。

（きょうセンパイは、高嶺さんに告る）

　すでに、高嶺さんを呼び出す約束をしたのかもしれない。

　現に高嶺さんは、しきりに腕時計を気にしている。

　三十分ほど経って、ツッチーさんがウキウキした様子で出て行った。前橋さんと落ち合うのだろう。

　そして更に三十分後。高嶺さんも外へ。

　十秒ほどしてから、私も後に続く。

　あたりを見回す──いた。電灯に照らされて、シャワー棟へ続く下り坂の方へ、高嶺さんが歩いていくのが見える。

　こっそり後をつける。

　これからセンパイと会うのかと思うと、ジッとしてはいられなかった。

　シャワー棟を過ぎると、林の近くに円形のベンチが設置されていた。

　その近くに立っていたのは、ラグビー選手のようにガッチリした男性──

「よぅ高嶺。お前から誘うなんて、驚いたぜ」

（鬼塚さん!?）

　相手はセンパイではなかった。しかも高嶺さんから呼んだらしい。

「とりあえず、座りましょう」

　高嶺さんがベンチに腰を下ろす。

　彼女に密着するように、鬼塚さんが座った。高嶺さんはその近さに当とう惑わくした様子で、少し離れる。

　私は身をひそめ、二人の様子を観察した。

　これは野や次じ馬うま根こん性じようではなく──何か、高嶺さんと鬼塚さんとの間に、致命的な食い違いがある気がするからだ。

「今日は貴方に、大事な話があるの」

「ほー」

（ああ。まずい）

　高嶺さんが思わせぶりな切り出し方をしたことで、鬼塚さんの期待値が上がってしまった。情欲に満ちた目をぎらつかせている。

　高嶺さんはそれに気付いていない。

　顔が緊張で強こわばり、何度も深呼吸している。まるでそれは、告白のため勇気を振り絞るかのようだが──

「アナウンス班から……技術班に移ってほしいの」

「……は？」

　間抜けな声を、鬼塚さんが発した。

　高嶺さんは、苦い物を吐き出すように続ける。

「貴方は発声練習もしないし、今日のインタビューも……その、酷ひどかった」

「うまくいってたじゃないか」

「いいえ。相手が嚙んだことや、名前をイジるなんて、ドキュメンタリーでは要いらない……取材に応じてくれた方々に、あんな失礼な……」

　苦しそうに額ひたいを押さえている。

「それに今日のため、水み無な月づき君くんがどれだけ準備をしたかわかってるの？」

　高嶺さんの言っていることは、百パーセント正論だ。

　だが正論で全てが解決するなら、世の中はもっと平和だろう。

「……なんだそれ」

　鬼塚さんの声は、ぞっとするほど冷たかった。

「き、期待させといてそれかよ。思わせぶりな呼び出し方しやがって……」

「思わせぶり？」

「お前、本当にわかんねぇのか？」

　鬼塚さんが立ち上がり、叫んだ。

「そんな風に人の気持ちに鈍感だから、高校のとき、陸上部で孤立したんじゃないのかよ！」

　高嶺さんの身体が、ビクッと震えた。どういうことだろう。

　鬼塚さんが、まくしたてる。

「お前、二年生の皆で酒飲んだとき、泣いてたよな。『高校時代、部長の私は部員たちと上手に喋れなかった。だから部がバラバラになってしまった』って。『その過ちを繰り返したくないから、発声練習などをするために放送研に入った』って」

　以前センパイは、高嶺さんの高校時代をこう讃たたえていた。




『部活では黙々と、誰よりも練習して他の部員を引っ張るし……』




　でもそれは、高嶺さんがうまく話せなかったため、そうするしかなかったのかもしれない。

　詳細はわからないが、そのことで部員たちと齟そ齬ごが生じたのだろう。

「でも全然成長してねえな！　滑かつ舌ぜつや発声はバカみたいにやってるけど、肝心の空気を読む力はダメダメだろうが！」

　鬼塚さんは高嶺さんを罵ば倒とうし続つづける。お前はダメだ、人の心がわからない──自分のミスを棚に上げて、古傷を抉えぐり続ける。

　高嶺さんは苦しげにうつむいている。虐待に耐える子どものようだ。いつもの凜とした姿はどこにもない。

（このままじゃいけない）

　助けを呼ばないと。

　ツッチーさんか前橋さん？　それとも頼りになる光城さん？

（いや）

　私はスマホをとり、センパイに電話をかける──繋がった。

『舞？　どうしたの……』

　センパイの声は沈んでいる。

「やばいです。すぐ来てください。ここはシャワー棟の奥にあるベンチ。高嶺さんに鬼塚さんがキレてます。鬼塚さんは告白される気まんまんで来たのに、高嶺さんの用件はアナウンス班の解かい雇こだったからです」

　息を飲む気配がした。

　私は通話状態のまま、スマホをポケットに入れる。センパイにこっちの様子が伝わるはずだ。

　駆け出して、二人の間に割って入った。

　鬼塚さんは私より二十センチ以上も大きく、かなりの筋肉質だ。そんな人が烈れつ火かのような眼光で、見下ろしてくる。

　必死に笑顔を作り、空気を和らげるように、

「どうしたんですか鬼塚さん？　さっきまでみんなで和わ気き藹あい々あいだったじゃないですか。落ち着いて」

「あぁ!?　お前にゃ関係ねえだろ！　殺すぞ！」

（ひっ……）

　怒ど号ごうが身体の芯まで響いた。

　だが、ここで引くわけにはいかないのだ。

（センパイ……）

　私は貴方に、高嶺さんへの告白をけしかけました。

　フラれて、私を見て欲しかったからです。

（でもそんなの、やっぱり卑ひ怯きよう）

　センパイ、ここで高嶺さんを助けてヒーローになるんです。そうすれば告白がうまくいく確率は上がる。

　それまでは私が、貴方の好きな人を守ります。
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　僕は舞からの電話に驚いていた。今も向こう側から、舞と鬼塚さんが言い合う声が聞こえてくる。

『い、いいから落ち着いて……』

『あぁ!?　すっこんでろ！』

　電話越しでも怒気が伝わってくる。かなりやばいようだ。

　さっきまで、高嶺さんが鬼塚さんと絡み合うのを想像して苦しんでたけど──そんな状況じゃなかったらしい。

　このテントには、いま僕しかいない。

　葵と光輝は天体観測に行っている。前橋さんはツッチーさんと逢い引き。

　僕は寝袋から出て靴を履はき、テントから飛び出した。

（キレてる鬼塚さんを、僕が止められるか？）

　それはわからないが、行くしかない。

　駆けだす。他のテントが平和に寝静まっているのが、酷くうらやましい。

　下り坂に入った。時折転びそうになりながら、電灯で照らされた薄暗い道を突き進む。

　シャワー棟を過ぎたとき。

　電灯の下に鬼塚さん。対峙する舞。

　そしてベンチに座る高嶺さんの姿が見えた。打ちのめされたように生気がない。

　鬼塚さんが怒号を舞に浴びせている。

「だから、邪魔だって言ってんだろ！　そもそもお前、放送研と関係ねえだろ！」

　だが舞は高嶺さんをかばうように立ちはだかり、一生懸命なだめている。

「だから落ち着いて──」

「うるせぇんだって！」

　ぱん。

　鬼塚さんが、舞の頰を軽く叩いた。

（……な）

　なにしやがる。

　激烈な怒りが、脳のう髄ずいを焼く。

　鬼塚さんには今まで散々バカにされた。だがそのときの怒りとは、比べものにならない。

　これが、キレるということなのだろう。

　僕の大切な人に、何してくれてんだ鬼塚！

「鬼塚さん！」

　三人がこちらを向いた。

　とりあえず鬼塚さんを、舞や高嶺さんから引き離さねばならない。

（怒りの矛ほこ先さきを、僕に向けよう）

　丹たん田でんに力を込める。

　そして、腹の底から声を出した。

「かっこ悪いですよ鬼塚さん！　女の子に手を上げるなんて」

「な、なに？　誰に言ってんだお前……」

「それだけじゃありません。『俺、高嶺に呼び出し喰らったぞ、ふたりきりで』とか得意満面に言ってましたね──でも結果はただの勘違いで、アナウンス班解雇されただけですか？」

　声は朗ろう々ろうと響き渡り、嚙むこともない。朗読と外郎売りの成果だろう。

　鬼塚さんは悔しげに呻うめきながら、

「うるせぇよ。俺には才能が……」

「ないですよ。それ以前に姿勢の問題です」

　ばっさりと切り捨て、僕は高嶺さんに目を移した。彼女は舞を介抱している。

「高嶺さんは今日の撮影、正装でインタビューに臨み、見事な質問で相手の言葉を引き出していました──対して貴方は」

　鬼塚さんの和柄の服を指さす。

「いつも通りのラフな格好で、相手の名前をイジるなど本質とかけ離れたことばかり言う。おかげでめちゃくちゃです。僕の友達が……葵が、頑張って考えた企画なのに……!!」

　声が憤ふん怒ぬで震える。

　鬼塚さんは、舞の頰を打っただけじゃない。

　高嶺さんや葵の努力を、踏みにじったのだ。

「努力してない人が、努力してる人の邪魔をする。そして悪びれることもなく逆ギレする──」

　そして僕は。

　これまでの人生で、最も大きな声を出す。

「そんな貴方は、とんでもなくかっこ悪いです！」

　虫の声と、木々のざわめきだけが、あたりに響き……

「つ、つきおか」

　怒気に震える声を、鬼塚さんが絞り出した。

「お前、好き放題……言ってくれたな」

　巨体を揺らして、力強い足取りで近づいてくる。狙いを女性陣から僕に変えることには成功したものの、大ピンチだ。

　眼前に来た鬼塚さんは、熊のような迫力だった。大きな拳が僕の頰にめりこみ、衝撃と激痛が走る。

　おそらくジャブ的なものなのだろうが、体格差があるため凄まじい威力。一撃で膝がぐらぐらになる。

　鬼塚さんが、さらにパンチを浴びせようと構えた。

（うっ）

　恐怖から、思わず身体を丸めてしまう。

　そのとき舞の言葉が脳裏に浮かんだ。




『こういう姿勢になると、心が引き締まる感じがしませんか？』




　己の頭頂部の髪を握り、何本か毛が抜けるほど引っ張りあげ……無理矢理に背筋を伸ばした。

　舞は正しい。くじけそうだった気持ちが、再び引き締まる。

　そして目線を上げたことで、鬼塚さんがよく見えた。

　右拳を振り上げている。大振りの、いわゆるテレフォンパンチだ。

（！）

　僕は逃げるのではなく──思い切って前へ進んだ。

　次の瞬間。

　さっき以上の、鈍どん器きで殴られたような衝撃が走る。

「ぐっああああああっ！」

　この悲鳴は僕ではなく、鬼塚さんだ。

　右拳を押さえながら悶もん絶ぜつしている。骨にヒビくらいは入ったかもしれない。

　僕は鬼塚さんの右拳に、自分から硬い額をぶつけに行ったのだ。

　以前、舞を助けるときは失敗したけれど……なんとか成功してくれたらしい。

「くそっ……」

　鬼塚さんは呻きながら、よろよろと去っていく。

　だがこちらも、ただではすまない。背中から倒れ込み、額を押さえてのたうちまわる。

「センパイ！」「月岡君！」

　二人の女性が駆け寄ってきた。

　舞は僕に抱きつき、高嶺さんは瞳に涙をたたえている。

　月明かりに照らされる二人は、とても綺麗で……守れたことに微かな誇りを覚えた。
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　それから。

　高嶺さんが自販機までひとっ走りして（すごい速さだった）冷たい缶ジュースを二本買ってきてくれた。

　それを頰と額に当てると、痛みがずいぶんと和らいだ。

　三人でベンチに座る。

　テントには鬼塚さんがいるかもしれないし、戻る気にはなれない。

　今日あそこでは寝られないだろう。そもそも鬼塚さんと今後、放送研で活動できるだろうか。

　途方に暮れていると、高嶺さんがぼそりと口を開いた。

「ごめんなさい。私が鬼塚くんをアナウンス班から外そうとして、こんな騒ぎに」

　高嶺さんの背に、舞がそっと手を添えた。

「でも、高嶺さんの判断は正しいと思いますよ」

「私もそう思う。でも伝え方がまずかったの」

「あー……」

　舞が栗色の髪を掻き上げながら、僕を見てくる。

　たしかに鬼塚さんは、Ｈなことをする気まんまんで高嶺さんに会いにいっていた。そのすれ違いによる、今回の悲劇である。

　舞が立ち上がり、僕に耳打ちしてきた。

「じゃあ私は消えます」

「えっ」

「『好きな人に告る』クエスト達成の大チャンスですよ。さっきセンパイ、高嶺さんを助けましたし、かなり確率が上がってると思います」

　ちゅ、と頰に柔らかい感触。ま、まさか舞、キスした？

「……頑張って、くださいね」

　舞は高嶺さんに挨拶したあと、力なく暗闇に消えていく。僕はそれを呆ぼう然ぜんと見送った。

　虫の声と、風が木々を揺らす音だけが聞こえる。

　そんな中、高嶺さんがぽつぽつと語り始めた。

「……高校のとき、陸上の短距離で、私は部活内で飛び抜けていたの」

「はい」

「でも私は個人競技だけじゃなく、陸上部の皆で……リレーでも、全国に行きたかった。だから皆に厳しい練習を課した」

　顧問が陸上の素人しろうとだったので、高嶺さんは実質的に監督のような立場になっていたらしい。

「私は当時、話すのが苦手だったから行動で引っ張ろうとした。誰よりも懸命に練習すれば、皆もついてきてくれると信じていた」

　僕は、その姿に憧れていた。

「でもしばらくして……部員は私のメニューを守らなくなった。それどころか、私を無視しだした」

　高嶺さんが笑顔を向けてくる。だがそれは自じ嘲ちように満ちた、悲しいものだった。

「その理由を部員にしつこく尋ねたら、こう言われたの。『空気読んでくださいよ。私たち、高嶺さんのメニューにも目標にも、ついて行けないんです』って」

　放送研で、高嶺さんに厳しい指導を受けたときを思い出す。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいになっていると「やめたりしない？」と不安げに尋ねてきた。あれは過去のトラウマだったのだろう。

『頼られたがり』というのも、陸上部員から無視されたからかもしれない。

　今日、僕が「親しみやすい」と言ったとき喜んでいたのも、それが原因だろうか。

「だから私は大学では陸上部ではなく、放送研に入ったの。声を出す練習をして、ちゃんとコミュニケーションができるように。そして空気が読めるように、高校時代には混ざらなかった雑談にも……参加、して……」

　声が力を失い、嗚お咽えつに変わっていく。うつむいて、背中を震わせる。

「で、でも、結果は鬼塚君に勘違いさせてしまった。そのせいで月岡君と朝日奈さんが傷ついて……私、高校時代から、何も成長して……」

「してますよ」

　僕は思わず、怒ったように呟いた。

　高嶺さんは驚いたのか顔を上げ、潤うるんだ瞳で僕を見つめてきた。

「僕、高嶺さんが大学でどれだけ努力したか知ってますよ。貴方はうまく喋れなかった高校時代、ミスコンの司会なんかできましたか？」

「それは」

　高嶺さんは少し考えたあと、首を横に振った。

「でしょう。それに前、僕が鬼塚さんにダジャレ事故でイジられてたとき、話をそらして助けてくれたでしょ。空気読めなきゃできないことです」

　もう一押しすべく、僕は共通の話題を出す。

「高嶺さん『運命に打ちのめされ　血を流そうとも　決して頭こうべは垂たれまい』──この一節をご存じですよね」

「……ええ。『インビクタス』ね。私の好きな詩」

「高校時代、高嶺さんは打ちのめされたんですよね。でも頭を垂れずに──諦めずに頑張ってきたんじゃないですか」

　僕は、頰と額を冷やしていた缶をベンチに置く。

　高嶺さんの両手を握り、目を見る。

「僕はそんな貴方を、尊敬してます」

　そして、彼女の心に刻みつけるように続けた。

「高嶺さんも、自分をもっと誇ってください」

　高嶺さんが、唇を引き結んだ。

　相変わらず涙で濡れた瞳。でもさっきより、いくらか生気が戻っている。僕の言葉が少しでも届いただろうか。

　ここで角度をつけてみようか。

「ところで僕、喉のどが渇いたので、高嶺さんに買ってきていただいたジュースを飲もうとしたんですが」

「え？　ええ」

　僕は置いた缶を一いち瞥べつして、

「これ両方とも、僕が飲めないコーヒーですね」

「あっ。ご、ごめ……」

「ここは高嶺さん、成長してないですね」

「……」

　高嶺さんが吹き出した。

　そして、何かが吹っ切れたような大声で笑った。僕も笑う。

　しばらく二人でそうしたあと、高嶺さんが愛おしげに見つめてくる。

「元気づけてくれてありがとう、月岡君」

　……あれ？

『好きな人に告白する』のクエストを達成する、最大のチャンスじゃないか？

　いつのまにか手を握りしめてるけど、ぜんぜん嫌がられてないし。

　危機から高嶺さんを助けたし、吊り橋効果的なものが期待できるかも。

「よ、よし──高嶺さん！」

「なぁに？」

　かるく首をかしげ、微笑んでくる高嶺さん。

　月明かりに照らされる姿は『陸奥大の女神』の異名にふさわしい。神々しいほどだ。鬼塚さんと対峙したとき以上に、心臓がばくばくする。

「ぼ、僕は」

　高校のときから、貴方のことが。

　それを告げようとして、僕は──
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　私はセンパイと高嶺さんから離れ、キャンプ場の周りにある細道をとぼとぼ歩いていた。

　自分たちのキャンプのエリアに戻る気にはなれなかった。鬼塚さんと遭遇する恐れもある。正直あの人とは一生会いたくない。

　高嶺さんを罵ば倒とうし、私にビンタするだなんて。

　何よりセンパイを殴ったのは許せない。あいつの車のガソリンタンクにコーラぶちこんでやろうか。

　結構マジで考えていると、スマホが鳴った。放送研のグループＲＩＮＥにメッセージが来たらしい。

光城『鬼塚さん、どこ行ったんですか？』

　　『車がないですが、なんでこんな時間に運転してるんですか？　返事お願いします』

鬼塚『お前らの私物とか、荷物は置いてったろ。あとはなんとかしろ』

　　『あと俺は、放送研やめる』

　どうやら鬼塚さんは車に乗って、帰ったらしい。どこまでも無責任だが、会わずに済むのはありがたい。

　私物を置いていったのが、彼のせめてもの良心かもしれない……明日帰るのにテンエボ一台では苦労するだろうが。

　私はホッと息を吐いたあと、

（センパイ……もう高嶺さんに告ったかな）

　正直、少し前までは、絶対にフラれるだろうと思っていた。そのためにセンパイに放送研に入ってもらったのだ。

　そして私が傷心のセンパイに近づくという、完璧な作戦。

（……の、つもりだったんだけど）

　完全に裏目った。高嶺さんには彼氏はいないし、センパイは私の理論を応用して高嶺さんとドンドン仲良くなるし。

　それに私は『高嶺さんと仲良くするため放送研に入ってください』とセンパイに言った以上、そういうクエストを出さざるをえなくなった。

　ドツボである。

　何より『センパイにフラれて傷心してもらい、そこへ近づく』という作戦は、後ろめたさが半はん端ぱじゃなかった。

（だから）

　さっき高嶺さんがピンチのとき、ツッチーさんに連絡してもよかったが、私はセンパイへ電話をかけた。

　彼なら何とかしてくれると思ったし……何より高嶺さんを助ければ一気に好感度は上がる。

　せめてもの、罪滅ぼしだ。

　そしてセンパイは、期待以上に男を見せた。

　まず鬼塚さんを挑発して、その怒りを私と高嶺さんからセンパイに移した。

　さらに驚愕したのは、巨漢の鬼塚さんと正面から戦って撃退してしまったことだ。

　あれ、自分から額をぶつけにいって、鬼塚さんの拳を砕いたの？　やっぱりセンパイ、少しぶっとんでる。

（か、かっこよかったぁ……）

　残酷なことに、またも惚れ直してしまった。

　だがこの事件で、少しは高嶺さんにＯＫされる可能性が出てきただろう。

（……なにしてんのかな、私）

　月を見上げて、大きなため息をついたとき、

「舞」

「ひぁ!?」

　いきなりの声にびっくりする。小道の向こうから、スマホを懐中電灯モードにしたセンパイが歩いてきた。

「よかった、見つかって。ちょっとそこに座ろう」

　センパイが示したベンチに二人で座る。彼は身体を落ち着きなく動かしている。

（ああ、これは──告白うまくいったな）

　失敗したなら、沈んでいるだろう。

　心に暗雲が立ちこめる。だが私は必死に、いつものように明るく言う。

「ではセンパイ」

「う、うん」

「今回のクエスト『好きな人に告る』の結果を教えてください！」

　そしてセンパイは、夜空を見上げ……こう言った。




「まだしてない」




　絶句した。

　私はぽかんと口を開けたあと、センパイの肩をつかんで揺らした。

「はぁ!?　まだって……これ以上ないタイミングだったじゃないですか。なんで逃してるんですかぁ」

　センパイの表情に、後ろめたさは微み塵じんもない。

　それどころか、覚悟を決めたような顔をしていた。思わずドキッとしてしまう。

「……僕は今日、生まれて初めてキレた」

　鬼塚さんに対してだろう。

「で、何に一番腹が立ったかって、よく考えてみると……舞に手を上げたことだったんだ。そのとき、自分の気持ちに気付いたんだよ」

　こ、この展開は。まさか。

　頰が熱くなり、うつむいてしまう。

「僕の目を見てくれ。君が言ったコミュニケーションの基本だろ」

　ぐっ、と返事に詰まる。

　だが確かに自分で言ったことだ。守らないわけにはいかない。私たちは至近距離で見つめ合った。

「君は、『ひとり至上主義』を掲げていた僕に、誰かといっしょにいることの楽しさも教えてくれた。おかげで葵や光輝、高嶺さんと仲良くなれた。僕の人生は、いっそう豊かになった」

　センパイは気持ちを整理するように、ゆっくりと話す。

「高嶺さんのことは尊敬してる。いっしょに放送研やって、ますますその気持ちは強まったけど……それはあくまで、憧れだったんじゃないかと思う。僕は誰かを好きになったことがなかった。だから、それがわからなかったのかもしれない」

　そしてセンパイは、声に力を込めて、

「君といると、知らなかった世界がどんどん見られる。僕の人生がさらに楽しくなるんだ──」

（これは、ま、まさか）

「だ、だから、僕とつきあってくれないかな」

　瞬間、今までの人生で一番の多幸感に包まれる。

　脳内に色とりどりの花が咲き乱れ、祝しゆく福ふくの音楽が鳴り響く。

『好きな人に告る』クエストが達成された。指示した私にも、全く想像のつかない形で。

　むろんＯＫに決まっている！

　……のだけれど。

（センパイが高嶺さんへ抱いてたのは、尊敬だったんだ）

 　じゃあ私がさんざん気をもんだり、迷走させられたりしたのって何だったの？

　夜も眠れないほど悩んだり、サトにーに相談してマウントとられてケンカになったり。

（い、色仕掛けまでしちゃったし）

　パソコン越しとはいえ、胸を見せつけるとか痴ち女じよみたいなことを……思い出すと顔から火が出そうだ。

　ちょっとだけ、お返ししちゃおう。

　私は意地悪な笑みを作り、

「ねぇセンパイ、さんざん高嶺さんが好きだ好きだと言っておいて、急に私に乗り換えるんですか？」

「う、それは」

　しょぼんとするセンパイ。

　あまりに可愛すぎて、ゾクゾクしてしまう。私は抱きしめたい気持ちをこらえて、

「あーあ、なんか軽いなぁー。そう簡単に変わられても、信じられないなぁー」

「信じてくれ。僕が好きなのは君だ」

（ぬはぁー！）

　そっぽを向いて、満面の笑みを隠す。

　そして矢や継つぎ早ばやに質問した。

「本当にぃ？」「本当に」

「私のどこが好きです？」「全部だけど、特に好きなのは優しいところ」

「『好き』以外の言葉で、気持ちを伝えてください」「あ、愛してる」

（センパイは、私を喜ばせる言葉の製造機ですか？）

　脳内麻薬が溢あふれすぎて気絶しそう。

　そして、調子こきまくった私は──

　人生最大クラスの自爆をしてしまった。

「いやーでもねー。『誰が好きか』って、そう簡単に変わらないですよぉー」

「そ、そうだよな……」

　センパイは、とても悲しい笑みを浮かべて、

「舞が好きなのはあくまで『ガウェイン』。僕じゃないんだもんな」

（え!?）

　確かに前、そういうニュアンスのこと言いましたけども！

「舞は派手な見た目だけど、とてもまっすぐな気持ちの女性だ。そんな君が、好きな人をすぐに変えるなんてないだろう」

　褒められて嬉しいけど、距離が遠ざかってる！

　でも私が『誰が好きかは、そう簡単に変わらない』と言ったから反論できない！

　私が懸命に言葉を探していると、センパイは惨ざん敗ぱいしたボクサーのようにうなだれて、

「はぁ、やっぱムリだったかぁ」

「あの、あのセンパイ」

「フォローはいいよ」

　そして彼は、恐る恐る切り出してきた。

「……あのさ舞、告白って生まれて初めてだからよくわかんないんだけど、リトライ可能なの？」

「する人もいるとは思いますが、あのですね」

　そうなのか！　とセンパイは勢いよく顔をあげた。

「じゃあどうしたら舞、考え直すかもしれない？　君がクエストを出して、僕がもっと成長するとか？」

「それは良いことですけど、ちょっと」

「よし、じゃあそうしよう」

　センパイはフラれたショックでテンパってるのか、あまり話を聞いてくれない。

「じゃあこれからも、クエストを出してくれ。でも舞が迷惑だったら、言って欲しい、二度と君に会わないようにするから」

　私はセンパイにすがりついて、必死に言った。

「に、二度と会わないなんて、絶対イヤです」

「ありがとう。君のためにレベルアップする。そしてまたリトライさせてくれ」

　胸を撃ち抜かれて、言葉が出なくなった。

　なんでこの人、たまに滅茶苦茶男らしいの？

「じゃあテントへ戻ろう」

　私はセンパイの後ろをついていく。

（は、早く誤解を解いて、ちゃんと謝らないと）

　そう思っているうちに、自分たちの区画についてしまった。

「あのセンパ……」

「ごめん。今日はもう寝るよ」

　センパイは涙声でそう言い、目を押さえながらテントに入っていく。

　私は、しばし呆然と立ちすくんだ。

　やがて膝から頽くずおれ、地面を叩き、そして頭を抱えて転げまわった。

　素直にオッケーしていれば、完璧なハッピーエンドだったのに……

（あほ……私のあほ───────!!）

　私は心の中で絶ぜつ叫きようした。
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　僕が生まれて初めて告白し、玉砕したあと。

　鬼おに塚づかさんが帰ったおかげで、僕もテントで横になれた。フラれた悲しみで寝袋を濡ぬらした。『インビクタス』の一節を何度も呟つぶやいたが、そう簡単に立ち直れるもんでもない。

　翌朝、放送研は朝食をとりながら会議を開いた。そこで高たか嶺みねさんは、鬼塚さん退部事件の顚てん末まつを簡単に説明した。

「ま～、仕方ないよね～」

　ツッチーさんの一言が、皆の総意のようだった。昨日のインタビューをはじめ、みな鬼塚さんの態度には疑問を持っていたのだろう。練習しない人が目立とうとしても、どこかで無理がでるのだ。

　当面の問題は、鬼塚さんのスキップワゴンなしでどうやって帰るかである。七人とその私物に加え、撮影機材とキャンプ用具をテンエボ一台で運ぶのは無理だ。

　だがスマホを弄いじっていた前まえ橋ばしさんが、あっさり解決策を出す。

「では俺が車を借りてくる。光みつ輝てる、十キロくらい離れたところにレンタカー屋があるみたいだから、乗せていってくれ」

　そして光輝、ツッチーさんとテンエボで出発していった。頼れる上級生だなあ……

　僕、舞まい、高嶺さん、葵あおいは、タープの下で折りたたみ椅い子すに座り、待つことにした。

　だが。

（……気まずい）

　舞にはフラれたので、何を話していいかわからない。

　彼女は、皆の分のお茶をティーバッグで淹いれてくれたが、僕にだけ無言で渡してきた。

　葵がお茶を啜すすったあと、ハスキーボイスに憂いを込めて、

「高嶺さん、鬼塚さんと揉もめたんでしょ。大丈夫だったの？」

「ええ」

　高嶺さんが僕を見つめてくる。その眼まな差ざしはとても柔らかくて、今までにない親しみがこもっているような……

「草そう一いち君くんが助けてくれたの」

　え、名前で呼ばれた──熱っ！　驚きのあまり、持っていたお茶が少しこぼれた。

　舞はスマホを見ていたけれど、すごい勢いで高嶺さんに視線を移す。

　葵は、舞と高嶺さんを見比べた後、興味深そうに、

「ふうん、どうやって？」

「それはね──」

　高嶺さんが立ち上がり、身振り手振りを交え、僕が額ひたいで鬼塚さんの拳を砕いたことを説明した。

　葵が「すごいね草一」と目を丸くする。うまくいったのは運も大きいので、ムズムズする。

　一方高嶺さんは、僕の二の腕をつかんできた。端整な顔が近づいてくる。な、なんか今までと距離感が全く違うぞ。

「草一君、鬼塚君も抜けたし、私と一緒にアナウンス班をやらない？」

「いえ、僕は人前に出るのは苦手で」

「毎日『外うい郎ろう売うり』の練習しているでしょう？　それに鬼塚君に堂々とタンカを切ったじゃない。大丈夫」

「タンカって、なんですか？」

　細い首をかしげる葵。

　高嶺さんは劇団員のように、昨夜の僕を再現した。『僕の友達が……葵が、頑張って考えた企画なのに……！』のくだりになると、恥ずかしさで全身が熱くなった。

「ありがとう草一！　嬉しいよ！」

　葵が椅子を寄せてきた。相変わらずいい香りがしてドキドキするけれど、友達のために立ち向かえた自分を誇りたい。

　ふふっ、と高嶺さんが笑った。その表情はいたずら好きの少女のようで、晴れ晴れとしている。
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　その表情を見ると、僕も嬉しくなる。完全に立ち直ってくれたようだ……と安心していると、視線を感じた。

　舞が唇くちびるをとがらせて、僕をジーッと見つめている。

　ポケットのスマホが振動した。見れば舞からＲＩＮＥが来ている。

『センパイ言いましたね。『君のためにレベルアップする』って』

　う。昨夜の言葉か。確かに僕は舞に告白のリトライをしなければならない。

　でもどこまでレベルアップすれば、この子を振り向かせられるんだろう？

（でも）

　レベルアップするのは楽しいことだ。

　舞といれば、見たことのない景色がきっと見られる。

『ひとり至上主義』に満足していた僕の人生が、他者との交流で一層豊かになったように。

（次のクエストは何だろう？）

　再びＲＩＮＥが来た。そこには今日も舞からの、クエストが表示されている。






あとがき






　こんにちは。壱いち日にち千せん次じと申します。このたびは本書を手に取ってくださりありがとうございます。

　今まで僕は、ヒロインが幽ゆう霊れいの物語、神が与えた武具が出てくる戦記、主人公が魔王軍の参さん謀ぼうである話などを書いてきました。

　この作品は初めて『ふしぎ』の要素がありません。

　一見ザコキャラだけど芯しんの強い草そう一いち君くんと、彼を取り巻く朝あさ日ひ奈なさんたちの姿を楽しんでいただければ嬉しいです。

　イラストのＵ35うみこ先生が、透明感があって美しいイラストで登場人物を描いてくださいました。最高に素晴らしいです。

　この本に関わってくれた方々に、厚く御礼申し上げます。


壱日千次



　作中に登場する詩などは、以下の本を参考にさせていただきました。

中村元『ブッダのことば─スッタニパータ』　岩波書店　一九五八

齋藤孝『「座右の名言」　勇気が奮い立つ70のことば』　実業之日本社　二○一一
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